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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　凍こおるような大気に触ふれる息いきは、そのまま結けつ晶しよう化かして砕くだけそうではあった。流れる視し界かいに舞まい、意識は巡めぐり、肌はだは震ふるえる。

　硝しよう化かの森は、ヌアンタットでしか見られない希け有うな自然のひとつであったが、それが高地の六割を軽く占しめるとなれば、貴き重ちようでもなんでもない。ヌアンタット高地の森しん林りん地ち帯たいが稀き少しようだと言える理由はない。ただ需じゆ要ようが大きすぎるため、それに対して森が与あたえてくれる恩おん恵けいが追いつかないということに過ぎない。

　それが恩恵であるかどうかを疑問に思う者もいるらしいが──恩恵は恩恵だった。少なくとも、彼女にとって日々の糧かてではある。

　だが彼女には、そんなことはどうでも良かった。

　大きな男の背中を追い、一歩一歩進んでいく。

　硝化の森では歩くことにも慎しん重ちようにならざるを得ない。

　大男はこちらを振ふり向くこともなく、そして言葉もなくただ先を行く。森に降ふるのはその足元から削けずり出された小さな足音だけだった。深く静かな男の足音と、小こ刻きざみに続く少女の足音。

　遠く足を踏み出し、その男に追いつきたいと思う──できるならば追い抜いて、その顔を見たい。だが彼女が急ごうとしても不思議とその背中には近づけず、気を引きたくとも声も出ない。

　次し第だいに、気づいていく。これが夢に過ぎないということを。

　道を逸それることもなく、ただ思い出に従したがう夢が続く。硝化の森はその夢もまた凍こおらせる。いずれ覚さめることを知っているから、夢に満たされることはない。それでも夢でしか得られないものがあるのなら……やはり夢の中を歩くしかない。覚めるまでの長くない時じ限げんを感じながら。

「父さん」

　彼女は、囁ささやいた。

　それが声になっていないと分かっていたが。

「父さん……あたしは、父さんと同じところを歩いてる」

　大男がどうして立ち止まることがないのか。どうして彼女が追いつけないのか。

　呼びかけることも、呼びかけられることもないのか。

　その理由は痛いたいほどに知れていた。もうそれを望むことはできない。いつ覚めるとも知れぬこんな短い夢でしか。

　それでも彼女は言葉を続けた。

「父さんの怒いかりをそのままあたしに……ちょうだい。父さんが戦い続けたものと戦いたい。あたしは、許ゆるせないものと戦いたい」

　男の背中は答えない。

　彼女はふと、砂を踏む音が強くなるのを感じていた。静かなる硝化の森に、突とつ風ぷう逆さか巻まく荒こう野やの風景が混ざる。白はく昼ちゆうの幻まぼろしから覚かく醒せいしようとしているのだろう。歩きながら見ているその夢から。だがこんな喪そう失しつ感かんも、既すでにさほどの意味はない。

「それは人を嘲あざけっている。言葉を無視して、思い出を否ひ定ていして、感情を嗤わらって、心を馬ば鹿かにしている。なにもない場所から世界をのぞき込んで、全部なにもかも盗ぬすみ出していけると思ってる。あたしはそいつを許さない」

　視界が白しらんで、その姿がぼやけて消えるまで彼は振り向きもしなかったが、彼女はただうなずいた。それで構かまわない。

「だから父さんはもう……休んでいいんだから、ね」

　告げるのみで、それに答えがないとしても。

　彼女が世界へと向けて吠ほえる言葉を。

　消えゆく父の背中に、彼女は囁いた。







　第一章　リトル・イマンシペイターズ

　　　　　　（荒野にて再び始まる）







　早くにキャラバンを見つけられたのは、幸運と言うべきなのだろう──その言葉に、もはやなんの意味を感じることができずとも。空くう洞どうのような胸の中で、彼女は思いを嚙かみしめた。

　意味をなくしてしまったもの。そんなものは数え切れないほどある。

　まだ帝都をさほど離れてもいないその荒こう野やで。恐らく帝都に向かうのだろう小規模なはぐれの隊商は、風雨を避さけて岸壁に集つどう鳥の群むれのように小さくまとまっていた。そうすれば本当に寒さは防ふせげるものなのだろうか。身を寄せて、縮ちぢこまっていれば──

「……お金を替えて欲しいんです」

　──真っ先に浮かんだ問いとは違うことを、少女はつぶやく。

　壊こわれかけた馬車の前に腰を下ろしたすさんだ風ふう体ていの男がこちらに向けた視線は、無論、胡う散さん臭くさいものでしかなかった。こんな荒野を娘ひとりで歩いていれば不自然であることは間違いない。魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいと見間違えられてもおかしくはなかった。

　が、男はそれほど信心深い人間でもなかったらしい。

「両りよう替がえか？」

　訊きかれて、彼女はうなずいた。そして付け加える。

「あと、水と食べ物も分けて欲しいんです。できれば着るものも」

「金はあるのか？」

　ちらと仲間へ視線を投げて、男は続けてくる。フリウは懐ふところから丸められた紙し幣へいの束たばを取り出した。一枚も残さず数え上げ、相手に見せる。

「こんなに？」

　男はますます疑ぎ念ねんを深めたようだが、差し出された大金を前にして余よ計けいなことは言わなかった。袋の中からいくらかの貨か幣へい──帝都金券とは違い辺へん境きようでも通用する金属貨を何枚か取り出し、紙幣と引き替えにこちらに手渡した。ついでに仲間に呼びかけて、旅に必要なものを見み繕つくろってくれる。

　すべて受け取り、とりあえず女用のマントを羽は織おると、彼女は自分がどれだけ凍こごえていたか思い知った。ようやく得た温ぬくもりに筋肉と関節がかえって悲ひ鳴めいをあげる。両替は恐らく適正なレートではなかったのだろうが、彼女は満足してすぐにその場を立ち去った。広大な辺境の地を、帝都とは逆の方向に進んでいく。

　歩くうちに、背はい後ごが気になった。キャラバンから遠ざかり、大地の凹おう凸とつにその小さな馬車の群れが見えなくなっても。追いかけられ襲おそわれ殺されたとしてもそれほど不思議はない──ことに、あれだけの大金を見せた後ならば。

　そうされても仕し方かたのないところだ。と、彼女は無感動に判断してもいた。もはや帝都は滅ほろび、帝都金券など紙かみ屑くずも同然である。彼らがまだそれを知らなかったのは幸運だった。

　つぶやいてから、心が気き鬱うつに傾かたむく。また幸運。心ならずも言ってしまった。もはや意味がないと分かっているはずなのに。

　襲われることはないのだ。

　それもまた陰いん鬱うつに胸の内でなぞる。

　契けい約やく者しやである限り、安全は約束されるという仕組み。

（でも、父さんは……死んだ）

　言葉。数多くの言葉。たくさんの言葉の意味を持ち去って父は死んでしまった。

　帝都。約束。契約。愛。安全。

　あるいは語られなかった、もっと多くの言葉も。すべてを封ふうじて父は去っていった。

　足を休めることなく彼女は辺境の荒野を眺ながめ渡した。既すでに帝都がこの世にないのならば、帝都に潜ひそんでいたものもまた彼女の歩くこの辺境の何ど処こかへと出ていったのだろう。

　それを探さなければならない。

　八年前、父が旅立ったように。

　フリウ・ハリスコーはひとり、その荒野を進んでいた。




「思うによ、わりの良い仕事ってのは大事にすべきだったんだ。その日暮らしなんて流は行やるもんじゃねえ」

　ふてくされた声と表情で、くたびれた格かつ好こうをしたハンターはそう言ってきた。だらしなく椅い子すに腰を下ろしたまま無造作な手つきでダーツを投げる──と、矢は真っ直すぐに壁に突き立った。古い酒場の傷きずだらけの壁に新たな穴を開けながら、金属の嘴くちばしがしっかりとその淵ふちに食い込む様さまを眺ながめつつ、そのハンターは言葉を続けてきた。

「あの爺じいさんと別れてから、どうなんだよ。少しくらい懐が暖かかったからって余裕こいてのんびりしてるうちに──」

「あっと言う間に素す寒かん貧ぴんになっちまったお前にも原因はあると思うがな」

　疲れを感じて彼は言い返した。やはり同じハンターである。そして自分も同じようにくたびれているのだろう──と認める。

　彼は入り口の壁かべ際ぎわに立っていた。壁に背を預あずけて、腕うで組ぐみしながら先のハンターを見ている。

　ダーツが突き刺さったのは彼のすぐ横だった。頼たよりなく傾いたダーツを引き抜いてそれを手の中に包み、彼は相手の言葉を待った。

　果たして、予想通りの返事が返ってくる。

「俺だけかよ。お前もだろ」

「いいや。俺は文もん無なしにはなってないぞ」

　彼は壁から抜いたダーツを、その一歩分は右の──壁にかけられた的まとの真ん中に直接突き刺した。的には既に二本のダーツが刺さっていた。どちらも中央に重なるように。

　手ぶらになってから彼はその手のひらを振った。そのまま続ける。

「次のハンター基地に移動する程度には残してある」

　告げると、もう椅子から身を起こす気力もないのか、相あい棒ぼうは座すわったまま不平の声をあげてきた。

「移動してどうなるってんだよ。別の場所なら仕事があるとでも言うのか？」

「…………」

　その指摘自体はまったくの正論であったため、彼は答えなかった──が、だからといってついでに相棒の浪ろう費ひ癖ぐせが正当化されるわけでもない。冷ややかな視線だけを注そそいでいると、観かん念ねんしたのか相棒は隠かくれるように両手で顔を覆おおってみせた。

「分かった。分かったよ。俺が悪い。ほかのハンター連中もみんな移動しちまったのに、こんなところに足止めされてんのは俺のせいだろうさ。だが約束だってあるんだぜ？　ここに一月はいると約束したんだから、それまでは──」

　言い訳しながら、相棒はでたらめに店のあちこちを指ゆびさしていく。特に意い図とがあってのことではないだろう。とにかく、自分に向けられる視線をそらしたいのだ。が、彼は気にせず相手を見続けた。どうせ店の中には、彼のほかには相棒しかいない。

　そこはもともと小さなハンター基地だった。定住するハンターもなく、おかげで素す性じようの知れないふたりが突然訪おとずれても詮せん索さくはされない──たとえ、それまで指名手配犯と数か月も行動を共にした後であっても。

　無人の酒場は当然誰に掃そう除じされることもなく、棚たなには酒さか瓶びんひとつ残されていない。あちこちに散ちらばったテーブルや椅子は、最後に起こった乱闘と、ちょっとした略りやく奪だつの痕こん跡せきを示していた。仕事にあぶれたハンターにしてみれば、主のない酒場で憂うさ晴ばらしをしたからといって別段良心が咎とがめることもなかろう。

　彼は深々と嘆たん息そくした。彼らふたりはそんなことにすらも出遅れて、なにひとつ残されていない酒場で愚ぐ痴ちを言い合っている。

「ラズ。事態はもう少し深しん刻こくなんだ」

　彼はようやく、相棒に声をかけた。

　一応は、こちらを待っていたのだろう──ラズはぴたりと言葉を止めて顔を上げてみせた。再びため息をついて、彼は続けた。

「もうこの村には俺たち以外、誰もいない。食料も燃ねん料りようもない。体力のあるうちにふもとまで下りないと、凍こごえ死ぬことになる」

「薪まきを拾いに行こうぜ」

　戯たわけたことを口走るラズに、彼は──アイゼンは毒づいた。

「どこにだ？　森にか？……森にはもう入れないだろう？」

「ふん」

　ラズのそれは、恐おそらく同意なのだろう。

　それでも腹に据すえかねるのか、ラズは続けてなにかを言おうとしたようだった。が、それも。

　もはや客など来るはずもなく、閉とじたまま固かたまりかけていた扉が唐とう突とつに開く。

　アイゼンはとっさに身構えた。武器はないが、すぐ近くの椅子の背に手をかける。ラズもまた、一瞬前までの隙すきだらけの格好から一転して立ち上がろうとし──そのまま椅子ごと転倒した。

　これで足手まといがひとり。アイゼンはうなり声をあげた。どうせこんな時期に訪れるのは、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうか、もっと性た質ちの悪いもの──つまりは人目を避さける必要のある連中だろう。扉を開けて入ってきたのだから野生動物ではない。隠れたハンター基地の位置を知って来たからには、まっとうな人間でもない。

　いや。

　持ち上げかけた椅子を、彼は取り落とした。外の凍える空気を酒場の中に持ち込んで、そのついでに顔をのぞかせたのは、見知った顔だった。

「サリオン！」

　少し前まで同道していた男の名を呼び、アイゼンは戸口に駆かけ寄った。変わらない気弱な顔つきで、その男──サリオンはこちらに気づくと、

「アイゼン……いてくれたんだな」

　感かん嘆たんしたように言ってくる。

　それに応こたえて、アイゼンは声をあげた。

「もう発たとうかと思っていたところさ！」

　振り返って店内に指をやると、倒れた椅子とテーブルの下した敷じきになったラズがなんとか身を這はい出そうとしている。

「あんの馬ば鹿かがぐずぐすしてただけだ。そっちこそよく来られたな。登山ルートは埋うもれてなかったか？」

「いいや？　その……歩いてきたわけではないから」

　こもるように口の中で答えながらサリオンが酒場に入ってくる。

　彼の背後をのぞき込み、アイゼンは笑った。

「やあ、久しぶりだなお嬢ちゃん──」

　と。

　続けて身体を滑すべり込ませてきた小柄な人影に声をかけるのだが、返事はない。笑顔もない。愛あい想そすらない。

　そもそもアイゼンが想像していた相手ですらなかった。フードの中にしかめ面つらを仕込んだ黒髪の少女である。見覚えがないでもないが、知らない娘だった。

「……フリウは？」

　虚きよを突かれ、彼は問いかけた。たった一月の間に別人のように育つ子供というのもいないことはないのだろうが、サリオンが今連つれているその娘は間違いなく別人だった。年齢はフリウと変わらないだろうが、それだけである。顔つきも、呼吸も、立ち居振る舞いも、なにひとつ共通点がない。

　と、言い訳するように小さく肩をすくめ、サリオンが言ってきた。

「いないんだ。ぼくはフリウを……彼女を探してる」

「あの爺じいさんは？」

「彼も……いない。いや、彼は帝都で亡くなった」

「そうか」

　説明に困るようなサリオンの返事に、アイゼンもまた短く応じた。どのみち、あの老人についてはさほど深く考えずとも、まともな経歴の持ち主でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんではあった。それであれば、帝都に向かえば無事に済すまないであろうことも予想はしていた。

　腕組みしてアイゼンが迷まよっていると、サリオンは落らく胆たんの色を隠かくさずに息をついてみせた。

「フリウが、ここに来ていることを期待したんだけど」

「いや、彼女は来ていない。俺たちは別れてからずっとここに寄き宿しゆくしていたんだが」

　答えながらアイゼンは、こちらを無む視しして中へと進んでいく少女の後ろ姿を見送った。彼女はようやく起きあがったラズの横をやはり一いち瞥べつもくれずに通り過ぎ、まるで探せばどこかにフリウ・ハリスコーが隠れているとでも言わんばかりに店の奥へと入っていく。

「まあ面めん倒どうが片づいたらまた会おうって約束してたとはいえ、絶対に待っているとも、確実に立ち寄るとも言ってないしな」

　やや憮ぶ然ぜんと、ラズがつぶやく──不ふ機き嫌げんなのは少女の態度が癇かんに障さわったせいもあるだろう。床に座すわったまま、椅子といっしょに倒れた愛剣を引き寄せて、

「俺はどっちでも良かったんだ」

（じゃあどうしてここに留とどまってたんだよ）

　とは声に出さずアイゼンが毒づいていると、

「彼女は君たちに懐なついていたみたいだったから、訪ねるかなと期待したんだ」

　サリオンが、途と方ほうに暮れた声をあげるのが耳に入った。

「参まいったな。フリウが頼れる相手は、そんなに多くないと思うんだけど」

「誰にも頼らないと決めたのかもな。もともと、そんな顔してた。そういう年頃だよ」

　気休めにもならないことは承しよう知ちで、告げる。

　同時にラズも、無理に声の調子をあげたようだった。膝ひざを叩たたきながら、

「まあ、人数が足りなくても、再会を祝しちゃいけないってことはないさ。もう酒は残ってないけどな。どうも見た感じ、ただごとじゃ済まなかったようだが」

　もっとも、どこまでも際さい限げんなく重荷を引きずるサリオンに対しては、そんな気き遣づかいも逆効果だったろう。この陰いん気きな元警衛兵のことは、それほどよく知っているわけでもない。だが共に過ごした数か月間、サリオンという男は始し終じゆうその調子ではあった。常にうつむき、肩を落とし、控ひかえめに咳せき払ばらいをしている。

　彼らと別れた際、この男が抱かかえる心配事のほぼすべてはフリウ・ハリスコーだった──このふたりがどういった関係なのかは、ついに最後まで聞き出せなかったが。今こうして、のろまな動作で顔を上げる姿を見ていると、元警衛兵の抱える問題はまたさらに種類を増やしているようではある。

（まったく、なんでもかんでも抱え込んでどうするんだか。そういうのを欲張りって言うんだが、気づいてないのかね）

　アイゼンがそれを声に出さなかったのは、ひとえに──こちらを見るサリオンの眼まな差ざしに、ただひたすら哀あわれを催もよおしたからだった。その哀れな男が嚙かんでいた唇くちびるを開き、小声で言ってくる。

「帝都のことは、もう……？」

　まるでそんなことすら自分のせいだと思っているような口調だった。

「そりゃ聞いてるさ。どこも大騒ぎだ」

　呆あきれて、アイゼンは答えた。

「たった一晩だ。聞いた話じゃ、たった一晩を境さかいに、帝都からは誰ひとりとして出てこなくなっちまったらしいじゃないか」

　というより、ここ数日、話題といえばそればかりだった──それも当然のことで、なんの前触れもなく帝都が消滅してしまったのはほんの十日前のことである。帝都の崩ほう壊かいはそのまま帝国の壊かい滅めつを意味する。

　帝国は辺境の地を残し、跡あと形かたもなく消え去ってしまったのだ。

「帝都は消えてなくなって、硝しよう化かの森になっちまった。もう無む形けい精せい霊れいが発生してるとか。狩かりの場が増えたなんて冗談も笑えやしねぇ──精霊を買い取ってくれる帝都がもうないんだからな」

　言っていると、横からラズが割り込んで声をあげる。

「それだけじゃない。来るぜ。絶対に来る」

　剣を手に、芝居がかった仕し草ぐさ──そして芝居がかった視線であらぬ方角を向き、剣士は不ふ穏おんな話題を生なま々なましい感情で彩いろどった。

「分かるだろ？　アスカラナンさ。ここはもう帝国辺境じゃない。ただの辺境だ。この地を傘さん下かに収めて、残った精霊産業を少しでも多くかすめ取る。来ないわけがない」

　子供でも思いつくような推すい測そくをもったいつけて語る相棒の姿は滑こつ稽けいだったが、だからといって確かにそれが起こり得ない話だというわけではない。

「戦争に……なるのか？」

　サリオンが、聞き返している。

　息をついて間をおき、アイゼンはつぶやいた。

「そんな噂うわさはあるな。っても、アスカラナンは帝国と戦う必要はない」

　こちらへ顔を向けたサリオンに、やはりこのところ嫌になるほど繰り返されてきたゴシップを解説する。

「ジルオージラ略りやく奪だつ以来、帝国が滅ほろぼしてきた国の数はひとつふたつじゃあない。それからかなり経たったとはいえ、この機を待っていた奴は少なくないだろうな」

「……そうだな」

「混乱が起こるとしたら、むしろそっちだろう。辺境に無数の小国家が乱立することになれば、アスカラナンは、それをいくつか保護だか征服だかするために軍隊を出すのさ」

　相手がうなずいたことに気を良くして、アイゼンはさらに続けた。

「業者どもは残った水すい晶しよう檻おりを隠して身を潜ひそめてる。新たな支配図がどうなるか分かるまでは売る相手を間違えたくはないんだろう。気持ちは分かるがね。ハンターは干上がりさ」

　それを聞いて唐とう突とつに、サリオンが叫び出す。

「もともと山さん賊ぞくをやっていたようなハンターだっているんだろう！　それが仕事を取り上げられたら──」

　いかにも警衛兵らしい心配とはいえる。苦笑して、アイゼンは同意を返した。

「そうだな。辺境は、今までほど安全に行き来できる場所ではなくなるわけだ」

「そんなところを……今、フリウがひとりで……」

　サリオンは、際さい限げんなく声を暗くしていく。

　それが美点か欠点か──判断は保ほ留りゆうし、アイゼンは進み出た。

「おいおい。途と方ほうに暮れてたって仕方がないぜ。安全を祈りながら探すしかねぇさ」

「探す？」

　聞き返され、さらにこちらも質しつ問もんで返す。

「なんだよ。ほっとくのか？」

「いや、そうじゃなくて。そりゃあぼくは探すけど。でも君たちは──」

　落ち着かない様子で両手を振りながら、しどろもどろにサリオンが言ってくる。アイゼンはラズと視線をかわし、相棒ともども頭を抱かかえた。

「あーあ、ったく。いちいち野や暮ぼなこと言わせんなよ」

「……すまない」

　彼が詫わびるのと同時に──

　奥に入っていた少女が再び姿を現した。探たん索さくの結果が気に入らなかったことは、しかめられた眉み間けんからも、力んだ両肩からも見てとれる。果たして彼女は、怒りを含んだ声を吐はいた。

「なにもない……なにもないのね。毛布どころかハンカチ一枚残ってない」

　それは恐らく、独り言のつもりだったのだろうが。

「ハンター基地の引っ越しなんてのは、そんなもんさ」

　つい弾はずみで答え、アイゼンは後悔した──少女はまるで部下から報告でも受けたように鷹おう揚ような態度でうなずいてみせたのだ。

「そう」

　わざわざ、自分の立場を下にするため口出ししてしまったようなものだった。ここで食ってかかればなおさら傷を広げることになるのだろう。かといって受け入れても同じではある。

（こういうのを、なんだ。相性っていうのかね。逆さからってもどうにもならない……）

　子供相手にそんなことを思うこともまた馬鹿馬鹿しいことではあったが、少女にはどこか対等さを思わせる素そ振ぶりがあった。それに──アイゼンは目め敏ざとく見つけていた。少女の長い黒髪の下に何度か見えた耳飾りは、水晶檻に違いない。片方は空のようだが、もう片方には精霊を封じていることを示す緑色の靄もやが映っている。

（精霊使い、か）

　とりあえず話題をもどすために、アイゼンはサリオンへと視線をもどした。

「もうここにはなにもないさ。山を下りるなら急がねぇとな」

「どうしてだ？　いや、急ぐつもりではあるけど」

「なんだ。知らないのかよ」

　ラズが驚いたような声をあげた。

「このあたりの森は、硝しよう化かの森になりつつあるらしい」

　続けて告げるが、サリオンはまだ呆あつ気けに取られたような顔を見せている。

　さらに嚙かみ砕くだいて、アイゼンは続けた。

「異変があったのは帝都だけじゃないんだ。もともとあった硝化の森が、たった何日かでごそっと広がったらしいのさ。もう収まったみたいだが。この基地はもともと硝化の森に近かった分、まともに吞のみ込まれちまったんだろうな。日に日に気温が下がってる」

「そんな」

　信じられないのか、眼を見開いて元警衛兵は窓へと駆け寄った。そこから外を見ても、変化が分かったわけではあるまい──彼の表情は変わらなかったが、それでも窓枠に触れていた指を急に引っ込めた。

　その指先を見つめている。アイゼンも後ろからのぞき込むと、サリオンの中指に小さい傷がついていた。丸く膨ふくれあがるように血が塊かたまりになっている。

「まだ表面だけだ。その木が本当に硝化してたら、そんな傷じゃ済まなかったろうな」

　音を立ててラズが立ち上がる。簡単な手荷物を抱えて、それで準備はできたとばかりに咳せき払ばらいしてみせた。

　アイゼンもナップザックの紐ひもを摑つかみ、愛用の鉄棒が入った包みといっしょに持ち上げる。いまだに指を凝視しているサリオンの背中に、彼はつぶやいた。

「……ついうっかり、こんなことも考えちまう。世界の終わりみたいなもんが来ちまったんじゃねえかって」

「馬鹿げてる」

　珍しく断だん固ことして、サリオンが否定した。

「こんなことにまで、あの子に責任があるものか」

「……ん？」

　理解できずにアイゼンは瞬まばたきした。明らかに、彼に応こたえての言葉ではない。

　それは内なる声に対して、自らに言い聞かせたのだろう。

　この哀あわれな男にどのような自問自答があったのかは分からないが。むしろ彼の声は断固としてではなく、認めたくないために怯おびえていたのかもしれなかった。




「久しいな、この眺ながめは」

　メルソティは己の感慨を余あますところなく白い息に吐き出し、そう讃たたえた──国境となる大河を越え、帝国領を見渡すべく丘に登っての第一声である。

　彼は振り向かずに賛同を待っていた。彼の連れは三人。いずれも彼より遥はるかに年長だが、足腰はむしろ若い旅行者などよりもよほどしっかりしている。

　三人の老人はみな黒い衣服に、顔にも黒布を巻き付けていた。砂を含んだ風に、布の黒さはいささかくすんで見えたものの、それでも身長のそれぞれ違う老人らの威い風ふうによるものか彼らの容よう貌ぼうは影そのものの魔物にも映る。もっとも──と、メルソティは胸中で付け足した──帝国統治の最も初期に、黒衣部隊の教官を務つとめた男たちである。それを本物の魔物と呼んでも問題はない。

　老人らのひとり、一番年かさであり、背の高いイーシス・オニキスが覆ふく面めんの下から声をあげる。

「……八年になりますな」

　彼のつぶやきには、メルソティの示したような感動は感じられない。少なくとも表面的には。

　が、メルソティは笑みを嚙み殺していた。この帰き郷きように傭兵を雇わずこの三人の同行を許したのは、師でもある彼らへの孝行そのものだった。

「ふむ。だが考えてみると、たった八年で帰ることができたわけか」

　素知らぬ顔で腕うで組ぐみし、つぶやく──

「神秘調査会はよく働いてくれた、ということか？」

「はい」

　イーシスが首しゆ肯こうする。

　黒装しよう束ぞくの老人たちを順番に見やってから、メルソティは、彼らの眼に自分がどう映っているものか、ふと気になった──八年間もの歳月を異国で隠れ過ごした臆おく病びよう者ものか？　それも正しかろうと思う。しかも、もどってきた今この時には。

　彼は思い浮かべたことを、そのまま口に出した。

「とはいえ、もどってみれば我が帝国は露と消えていた……か」

　先に示したほどの思いは今度の声にはない。彼は自分で、それを認めた。

「まあ、仕方あるまいか。アマワなしに維い持じできないものなら、もとより消える運命にあったといえる。それにわたしのような死人が今さら帝の地位に就つくわけにもいくまい」

　メルソティは弁解するつもりでそのまま続けたが、老人らの返事はない。愚ぐ痴ちに返答をしないというのは、ひとつの礼節だろう。

　しばし間をおいて、メルソティは話の向きを変えた。

「……確認をしておこう」

　言いながら、あたりを見回す──国境には、彼ら以外に人の姿は見当たらない。もともと人の行き来があったわけではなく、しかも軍の移動の噂うわさがあれば、わざわざ近づいて厄やつ介かいに巻き込まれようという物好きもいない。

　帝国という巨大国家が消滅した今、マッイイツ緩かん衝しよう領りようはその役目を終えて数か月以内には正式に神殿領にもどるだろう。彼らが背を向けている河川の対岸が、それにあたる。

　帝都の突然の消失に、ジルオージラ継けい承しよう印いんの返へん還かんが為なされなかったため、各地の神殿はかえって活気づいていた。また退屈な神言を唱となえ、断だん食じきし、大っぴらに資金を無む駄だ遣づかいしながら新たなる神授継承印の作製に追われている。アスカラナン商連合は、数十年ぶりに彼らの傀かい儡らいとなる王家にそれを渡すよう画かく策さくし、それに絡からむ暗あん闘とうも次第に激はげしさを増していた。

　とはいえ、それも他ひ人と事ごとだった──少なくとも彼自身の思いの上では。

　煩わずらわしさは対岸に置き去りにしてきた。そう信じたくもあり、彼は話を急いだ。

「兄の死は確認されていないのだな？」

「アイネスト・マッジオの言を信じるのならば……そうです」

　老人の返答には飾りはなく、推測も欺ぎ瞞まんも、断定すらない。

　メルソティはうなずいた。荒野の風が強く髪を撫なでていく。

「精霊アマワの行方ゆくえは？」

「分かりません」

「リス・オニキスは、帝都で戦死とのことだが……」

「はい。死に場所を与えられました。以上はすべて神秘調査会からの情報です。アイネスト・マッジオが死んだ今、我々は従来の情報網を利用せねばなりません」

　淡たん々たんと述べるイーシスに、メルソティは指先で自分の眉間を押さえた。

「……死んだ者の代理となるマグスを待つわけにはいかんのかな」

「それも悪くはありませんが、神秘調査会が代だい替たい要よう員いんを用意するつもりがあるのかどうか、確約がありません」

　言われなければ分からなかったというわけではない──もとより神秘調査会に、そこまでの信を置いていたつもりもまったくなかった。が、利便性は一度体験すればそれが当たり前となってしまう。

　自戒のつもりでメルソティは言葉に出した。

「つまりはまた、地道な諜ちよう報ほう活かつ動どうに逆もどりということか。昔を思い出すな。なるほど、なにもかも八年前、か」

「我らが補助いたします」

「すまない。そういえばあれはどうした？　娘がいただろう。黒衣訓練生から引き抜いた……あれは強力な精霊を持っていたはずだ。それにベスポルトとともにいたのならば、情報を持っているはずだ」

　思い出して、訊たずねる。

　が、イーシスの反応はやはり冷れい淡たんなものでしかなかった。

「ベスポルト・シックルドを帝都まで泳がせるための使い捨てです。この期ごに及んで、使い捨てられたことに気づいていないとは思えませんが」

「……ふむ」

　観念して、彼は再び灰の地平を眺めやった。つぶやく。

「さて、どうしたところでまずは探さねばなるまいな。我わが大たい愚ぐなる兄を」

「はい」

　イーシス・オニキスの返事は、風の中、心地よく響くこともなかった。




　荒野の光は、闇やみと変わらない。

　進めば進むほど、フリウはその感覚が支配的になっていくのを感じていた──どこを見渡しても、同じ風景しかない。完全なる闇に眼を覆おおわれたのと大差ない。自分が本当に足を踏み出して進んでいるのか、それとも立ちすくんで動けずにいるのか、それを区別してくれる結果がいつまで経たっても訪れない。

　荒野がこれほどまでに広大だったことが彼女には驚きだった。リス・オニキスやサリオンに連れられて歩いていた時には、さほど苦に感じることはなかった。日が昇り、日が沈み、夜が明けて、確かに違う風景が見えていたと思う……

　否。

　フリウは、ひとりでかぶりを振った。それは、今まではどこかに辿たどり着いていたから、そう思えるだけだった。今はどこまで進んでも、どこにも到着しない。言葉をかわすことも、喜びを感じることもなにもない。

　変化なく、なにも感じられないのであれば、そこは暗闇の世界と同じなのだ。

　ふと、無口だった父の後ろ姿を思い出す。

（……父さんは、ずっとこんな気持ちでいたのかな）

　ひとりで歩きながら、真っ暗闇の世界を耐たえていたのか。

　思えば父は、彼女がどれだけ煩うるさく話しかけても、それをやめさせようとはしなかった。

（もっとたくさん話しかければ良かったね。きっと）

　軽い後悔とともに、足だけは休まずに前へと進める。

　なにもない荒野で迷っている。そのことは分かっていた。真っ直ぐ歩くこともできていない。地図もなく、あてどもなく彷徨さまよっている。

　水筒の中身が減っていくたびに怯おびえ、疲労と不安とに体力までがすり減っていく。荒野。身体の内外から惑まどわせる。

　そして。

　ついに彼女は、足を止めた。

　だが、疲労からではなかった。つまずいたからでもない。

　不意に道を理解できたからでもない。泣き出したかったからでもない。

　なにかがすぐ前に見えたのだ。

　眼に砂が入って見えづらくなっていた。まぶたをこする。涙の感触が有り難がたかった。そして再び右眼を開くと、やはり彼女の眼前に浮ふ遊ゆうする物体があった。

「よお」

　水色がかった虫のような羽を広げて、人じん精せい霊れいが片手をあげ挨あい拶さつしてくる。

「あ」

　としか言えずに、フリウは絶ぜつ句くしたままそれを見つめた。いきなりなんの前触れもなく現れたスィリーは、だからといってそれが特別なことでもないとばかりに以前と変わりなかった。

　ようやく声が出せるようになってフリウはうめいた。

「……どこに行ってたの？　最後に見たの、いつだったっけ」

「さあ。俺もいちいち小娘のことばかり考えていられんからなぁ」

　スィリーはそれですべてを──少なくとも大半を──片付け、旋せん回かいして彼女の頭上に上昇した。視線でそれを追いかけると、その位置から言ってくる。

「で、どこに行くんだ？」

「ん。まだ決めてないんだけど。探すの」

　彼女が答えると、人精霊は納得したようにうなずきながら、

「そりゃそうだ。どうせ歩くんなら、探しながら歩いたほうが得だしな。社会全体のそうした積み重かさねが、まあゴミ問題を引き起こすわけだが」
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　と、ふと気づいたように訊きいてきた。

「で、なにを探すって？」

「うまく言えないんだけど」

　肌はだ寒ざむさにマントを引き寄せながら、フリウはあちこちに飛び回るスィリーをいちいち眼で追った。

「父さんが、あたしに用意してくれていたものを……ちゃんと探すの」

「相そう続ぞくか。骨こつ肉にくか。まさに人生の問題だ。怪あやしいのは兄弟の誰だ？　なるほどそれは急いだほうがいいな」

　意味のないことをまくし立てる人精霊に、フリウは微笑ほほえんだ。

「ねぇ、スィリー。いっしょに来てくれる？　きっと本当は、あたしひとりで探さなくちゃならないんだけど……あんたなら人数に入らないだろうし」

　答えの知れた質しつ問もんだとは思っていた。

　案あんの定じよう、人精霊は気き楽らくに応じてくる。

「まあ、構わんぞ。ところで今のはわずかに傷ついたが、気にするほどじゃない」

「ごめん」

　謝あやまってから、改めて口を開く。

「あのさ」

「なんだ小娘」

「ありがとう」

「謝ったりへりくだったり忙しいな小娘は。どれだけ裕福でも忙せわしない奴は人生の敗者だな。楽しむことを知らん」

　そう言われることは想像していた──この人精霊が照れて口ごもるなどということは期待していなかった。だが、それで腹が立つわけでもない。

「思うんだけど、スィリーはこんなのは答えられる？」

「なにをだ？」

「どうしてみんな、いるのかな」

「意味が分からんが」

　一瞬たりと考えることもなく答えてきた人精霊に、フリウは苦笑して言い直した。

「信じられない他人なら、いてもいなくても同じだよね。だったら、あたしは誰のことも見られなくなってもおかしくないのに」

「……ますます分からんが」

　腕組みして回転しながら、スィリーは哀あわれむような視線を投げてきた。

「とりあえず小娘。ごまかすような抽ちゆう象しよう的てき質問をする前に、借金を返せ。それが忠告だ」

「借りてないよ？」

「本当か？　人を煙けむに巻こうという奴は、十中八九そのはずなんだ」

　疑わしげにこちらを見ながら、そう続けてくる。明らかに疑ってかかっている。

　それを見返しながら──

　声に出さず、フリウはつぶやいた。

（ありがとう。いてくれて）

　ついでに質問を変える。

「この近くに、村とかないかな。一番近い方角、分かる？」

「うむ」

　スィリーは鼻で一方を示した。

　幸運などという言葉には、もう意味がなくなってしまったとしても。フリウはこの精霊の存在に感謝した。







　第二章　ホームストレッチ

　　　　　　（そこは故郷）







　姿はなく、声だけが耳にとどいていた。冷たい風に混じった、ひそめられた囁ささやき。終わらず、途と切ぎれないが、聞き取ろうとしても耳じ鼻びを通り過ぎていってしまうだけの。まるで風の影だった。

　どれだけ追いかけても踏ふむことはできない。そしてどれだけ逃げても引き離すことはできない。それはまさしく影だった。倒たおれた柱はしらを抱かかえて引き起こしながら、フリウ・ハリスコーは息を詰つめていた──踏むためにここに帰ってきたのではない。引き離すために来たのでもない。

　もどってきて最初に驚おどろいたのは、そこが出ていった時のままに残されていたことだった。手を触ふれることも不吉と思ったのか。それとも単に、片付ける理由がなかったというだけのことなのか。知らぬ間に増えていた虫の卵のように、理由なき必ひつ然ぜんは、時に予想を超えた結果をもたらすことがある。

　村のすべてがそのままだったというわけではない。破は壊かい精せい霊れいに潰つぶされた家や納な屋や、道などは大半が直されていた。なにも変わっていなかったのは、この小屋だけだった。彼女が育ってきた家。養父の建てた医院──患かん者じやはいなかったが。叩たたき潰され、破壊されたまま残っていた。

　ふと手を休め、フリウは顔を上げた。囁きが消える。幻げん聴ちようでしかないのか。そう思えたのは、彼女がいくら見回しても誰の姿も見えなかったからだった。辺へん境きようを歩き、この村に帰ってきてから人を見かけていない。

　嘆たん息そくする。高地の空気はなおさら冷たく、彼女の息は白く尾を引いた。

　そして、囁きに成り代わり。

「人生の基本は土ど木ぼくにある。つまり土木な作業にだ」

　頭の上から、人じん精せい霊れいのつぶやきが聞こえてきた。見やると、スィリーは完かん膚ぷ無なきまでに破壊されたその小屋を悠ゆう然ぜんと示してあとを続ける。

「土を固めて柱を建てる。様々な局面で柱は役立つ。顔を彫ほって崇あがめるも良し、紐ひもで足首を結んでぶら下がってみるも良し、なんかてっぺんに突き刺さってみるも良し。これを柱以外で代用できるか？　いや無理だ」

「別に建て直すわけじゃないよ。使えるものが残ってないかって思って」

　一応フリウは指し摘てきしてから作業にもどった──もともとたいした小屋ではなかったとはいえ、一軒分の建材となれば彼女の手に余る量である。それがすべて、天てん井じようからの凄すさまじい圧力で地中にめり込むまでに押し潰されていた。引き剝はがし、除じよ去きよするのは楽なことではない。

　凍こおりかけた土の縁ふちから指を差し込み、瓦が礫れきを持ち上げる手がかりを探しながら、フリウは続けてつぶやいた。

「精霊取扱業者は……なんだかいなくなっちゃったらしいから、装備が……手に入らなくって」

「装備？　なんのだ」

　スィリーが、珍めずらしくまともに聞いてくる。

　ようやく手がかりを摑つかみ、背はい筋きんに力を入れてなんとか持ち上げようとフリウは歯を食いしばった。が、やはりどこかで凍り付いているためか、頭の先まで紅潮させてもびくともしない。

　あきらめて、痛いたむ指をさすりながらフリウは答えた。

「硝しよう化かの森に入るための装備よ。防寒服は、あたしのは破れちゃってたけど、父さんのは無事だったはずだし」

「俺の記憶が確かなら、ほんのわずか、微妙にちょっとだけサイズが合わないような気がするんだが」

「仕方ないじゃない。ほかにあてがないんだから」

　やつあたりではあったがスィリーに口を尖らせ、フリウは足元の瓦礫を恨うらめしく睨にらみつけた。

「……これ、どかそうと思ったら何日かかるんだろ」

「こんな時のために数学がある。九人の怒いかれる荒あらくれ男が悪あく徳とく領りよう主しゆの屋敷を物理的に粉こな微み塵じんにするのに十日。これを小こ娘むすめ力りよくに換算するとだな」

「数学のわりには単位が曖あい昧まい過すぎる気がするけど……」

「まあ黙れ小娘。学問が人生の役に立たんなどと言っている輩やからはだな、税金を定さだめるのは数学だということを知るべきだ」

「いやそういうことでもないし」

　とりあえず言ってからフリウは、自分の手を見つめて落らく胆たんした。まだそれほど作業をしていたわけでもないというのに、既すでに傷きずだらけになっている。

「こういう時、本当になにもできないね、あたしって」

「言っちゃなんだが、無む駄だ飯めし食ぐいというやつだな」

「…………」

　即そく座ざに浮かぶいくつかの言葉を吞のみ込んで、軽く額ひたいを押さえる。フリウはあたりを見回した。井戸も建物といっしょに押し潰され、跡あと形かたも残っていない。せめて滑かつ車しやや鉄てつ棒ぼうでも残っていれば、役に立ったのだろうが。

　顔の表から、指で眼がん帯たいに触ふれる。精霊を使って撤てつ去きよすることは、まさか論ろん外がいだろう──破壊精霊である。精霊の在り方を考えれば、それは破壊以外のことには使えないと考えるべきなのだ。

「ていうか、この下にあるんじゃ、装備なんてぐしゃぐしゃかな……」

　未み練れんをごまかすために、あきらめを口に出してみる。振ふり仰あおぐように空を見てから、山の奥に向かって視線を振る。黒々とした山林の向こうには、白く輝く森──硝化の森があるはずだった。眺ながめるだけでも、その冷気が押し寄せてくるようにも感じる。

　彼女が出ていった時には、森と村とはかなりの距離があった。だが帰ってきて、硝化の森は歩いて一時間と離れていないところにまで迫ってきている。

　その理由を、意味を、分かっていたというわけではない──が、フリウはそれほど驚いていなかった。

　事実として硝化の森は急きゆう激げきに広がった。恐らくは帝都が消えたあの瞬間に。

「あのさ」

　不意に気づいて、彼女はスィリーに呼びかけた。

「ひょっとして、あんた、硝化の森の一番奥とかに行ったことある？」

「ないぞ」

「……ないの？」

　なるべく期待せずに──この人精霊とつき合うためには必要になる心構えだが──聞いたつもりだったのだが、それでも声に失望が滲にじんでしまったのかもしれない。人精霊はやや不機嫌に付け足してきた。

「あるわけなかろ。小娘、森の最さい奥おうがどんなところか分かって言ってるのか？」

「どんなとこなの？」

「さあ。行ったことないからな」

　平然と答えてくる人精霊に、今度ははっきりと失望のため息をつきながら、フリウは歩き出した。寝ね泊とまりのために、村の外にテントを張ってある。まだ昼前だが一度もどって計画を練り直すつもりだった。

「だが──」

　と。

　戯たわ言ごとだと分かり切っているスィリーの言葉になおつき合おうと思わせたのは、そのつぶやきに混じっていた間のせいだった。なにかを考えるために入り込んできた声の隙すき間ま。考えながらしゃべるなど、この人精霊には滅めつ多たにない。

　立ち止まり、フリウが見上げると、彼はゆっくりと言ってきた。

「だが、誰も行ったことないはずなんだが、どうしてか知ってることがあるな。森の最奥には魔ま神じんと呼ばれる最さい古この精霊がぞこぞこいるらしい」

「ぞこぞこ？」

「古くから伝わる言い回しだ。まあそれはそれとして、なんで知ってるんだろうな。誰かから聞いたわけでもなんでもないぞ。ただ知っている」

　本気で不思議に思っているのか、スィリーは空中で首を傾かしげている。それでバランスが取れなくなるのか、頭を傾かたむけた方向に、浮ふ遊ゆうしたまま回転していた。

　小さく肩をすくめて、フリウは答えた。

「そんなの、ハンターだって知ってるよ。大昔、森がもっと狭せまかった頃、その最奥の森にいる強い精霊を狩ったりとかできたんだって。軍隊とかを使ってさ。今は森が広がっちゃった分、一番奥の森にそんな大人数を派は遣けんするのは無理だけど……」

「いや、そういうのを聞いたのでなくだな。俺たちは知ってるのだ」

　スィリーはますます首を大きく傾けた。回転も速くなるが、当人は気づいていないらしい。独り言のようにあとを続ける。

「なんでだろな。きっとアレだな。そこが精霊の故こ郷きようだからだな」

「故郷……」

　聞き返すのではなく、理解できたわけでもなく。ただフリウは、声に出してつぶやいた。

　ふとスィリーが回転をやめ、少し離れた分、こちらへと飛んでくる。それにあわせてフリウも歩き出した。もともとベスポルトの小屋は村の外はずれにあったため、少し歩けば彼女らの野営地がある。そこに向かって進んでいく。

　人精霊と会話している間は、ともかくも囁き声を気にせずに済すんだ。村に入ってからどこからともなく聞こえてくるその囁き声はなにを言っているかも判然とせず、見回しても誰の気配もない。幻聴なのかどうかすら分からない。だが少なくとも人精霊は、見ればそこにいる。

　故郷。なんとはなしにフリウはそれを思い浮かべた。この村で自分は生まれた。

　ここは故郷……なのか。

　静かな村を、足早に進んでいく。我ながら、馬ば鹿か馬ば鹿かしい問いだった。自分はここで生まれたのだ。両親がここに住み、ここで彼女を産んだ。ここで育ち、この村を出ていくまで、ずっとここにいた。

　いかなる意味においてもこの村は故郷だった。どうしてそんなことまで疑うたがえるのか。目の前にあり、確かなものだとはっきりしているものまでも疑えてしまう。

　村から離れれば離れるほど硝化の森から来る冷気は強くなっているようだった。体温を逃のがすまいと身体を抱いて、フリウは胸に溜たまった空気を少しずつ吐き出した。

　やがて野営地に近づいて、彼女は足を止めた。凍った硬い土の上に、靴底でこすったような足跡がいくつか見える。慌あわてて滑すべったのか。助け起こそうと近づいたらしい別の足跡がもつれて転ころんでいるのもまた見て取れる。

　誰かがここに来たらしい。

（村に誰もいない……てわけじゃないんだ。やっぱり）

　彼女はつぶやいた。もうテントが見える位置にある。しげみに隠して設せつ営えいされた、ひとり用の彼女のテントは出で鱈たら目めに切り裂さかれ、壊こわされていた。

「子供の仕し業わざだね。足跡が、大人のものじゃないし」

　かがみ込んで調べながら、フリウは人精霊に告げた。地面だけを見ているふりをしながら、周囲を盗ぬすみ見る──テントだけではなく彼女自身にも危害を加えようと隠れている者がいてもおかしくはない。

　指先で靴跡に触れ、付け加える。

「足跡の読み方、マデューに少し教えてもらったんだ。喧けん嘩かの仕方よりは役に立つと思ったんだけど……」

「喧嘩の仕方より足跡の読み方より、もっと役に立つものがある。不思議なことに世の教師たちは誰も教えてくれんが。いや、正しい枕まくらの膨ふくらませ方のことだぞ」

「もっと村から離れたとこにテント張ればよかったね。こうなることは分かってたんだからさ」

「まず大事なことは、あまり期待しないことだ──所しよ詮せんは枕だからな。大して膨らまん」

「…………」

　話が嚙かみ合いそうにないため、とりあえずフリウは口をつぐんだ。荷物を調べてみるが、食料も道具も、そこに残っている。毛布も無ぶ事じだった。念のため中身も見るが、手を触れられてもいないらしい。

（……でも、ずっとここにいたら……いずれは、もっとまずいことになるかな）

　食料や毛布に刃物でも仕し込こまれれば致ち命めい的てきなことになりかねない。それ以前にもっと直接的な嫌いやがらせを受ければ無事では済むまい。

（仕方ないよね。あたしが許されることなんてないんだから）

　再び荷物をしまい込みながら、胸を押さえる。自じ衛えいしようと思えば武器でも持つしかないが、まさかこれ以上村人を傷きずつけることなどできない。契約者である限り、命は保証される──まともに信じるつもりはなかったが、そういうことではあるらしい。だがどのみち、それは無む傷きず無ぶ事じを示すものではないのだろう。

　切り裂かれたテントは、確かめるまでもなくもう使い物にはならない。繕つくろうための道具がなかった。もとより硝化の森に持ち込める造りではないため、野営の間に合わせに過すぎなかったのだが。こんなに早く駄だ目めになってしまうとは思っていなかった。

「どうしよう」

　つぶやく。

　毛布があれば野営は不可能ではないが、この気温で雨でも降ればお手上げになる。

「父さんの装備が手に入ったら、すぐに硝化の森に入るつもりでいたんだけど。やっぱりそう簡単にはいかないね……」

　話しかけたつもりではなかったのだが、フリウは自然と人精霊のほうを向いていた。スィリーは枕の四よ隅すみを伸ばすことがどれほど大事かを熱弁中ではあったのだが、あっさりこちらに向き直ってくると、

「そもそも小娘は、どうして硝化の森に入るんだ？」

　ひどく根本的なことを聞いてきた。疑問ついでにということだろう。さらに近づいて質問を重ねる。

「しかもわざわざテント切り裂きまくりの謎なぞの風習を持つこの村から」

「あたしだって、みんなの気持ちを逆さか撫なでするのを分かってて、望んでここから森に入ろうと思ったわけじゃないけど」

　言いよどんで、彼女は項うな垂だれた。

「でも、あたしが一番よく知っていて、最さい古この森に早道なのがこの村からのルートだから……」

「目的地はぞこぞこ森か？」

「ぞこぞこ？　いや、だってきっと父さんが目指してたのは森の一番奥地だったと思うのよね。だからそこに行けば、なにかあるんじゃないかって」

「具ぐ体たい性せいおよび将来性ゼロだな。さすがは夢見る小娘。しかし小娘ひとりで辿たどり着ける場所でもないと思うんだが」

　呆あきれたようにスィリーが言ってくる。

　人精霊に呆れられるのは珍しくもなかったが──まれに、その理由が正論ということもあった。今回のように。

　そのせいだというわけではないが、フリウは激しく反はん駁ばくした。

「仕方ないでしょ！　それに、きっと逆よ」

「逆？」

「そこにはあたししか行けない。森の最奥って、強力な精霊がたくさんいるようなとこなんでしょう？」

　と、左眼を覆おおう眼帯に触れ、あとを続ける。

「……なら、きっと……そこはあたし以外の精霊使いには行けない場所よ」

「ふうむ」

　スィリーは曖昧なうめき声だけを発して、黙り込んだようだったが。

　恐らくそれは消極的な同意なのだろう。いつもの戯たわ言ごとすら口にしなかった。

「とりあえずは」

　無事だった荷物をまとめて、彼女は立ち上がった。捨てていくつもりのテントを見下ろし、告げる。

「もっと、ちゃんと隠れられるところに野営地を探さがそう……」

　村から出て、やはり人の姿はなく。

　聞こえるはずのない囁き声は──まだ聞こえてくる。そんな気がしていた。




　闇やみの中、どんな夢を見ていたのかは忘れた。育った木の下にできた小さな窪くぼ地ちに入り込んで、毛布にくるまった短く浅い眠りで、居い心地ごこちの良い夢を望んだわけではない。分ぶ厚あつい毛布を通して染しみ込んでくる寒気と湿しつ気けに身震いしながら、フリウは眼を開いた。眠ねむっていた間、ひどく歯を食いしばっていたのだろう。顎あごに痛みがあった。

　息をついて身体を動かす。寝返りを打つほどのスペースはないが、枕にしていた鞄かばんの上で頭を巡めぐらせると空はまだ真っ暗だった。星も見えない。曇くもっている──雨が降るのかもしれない。

　最後の思いつきに彼女は顔をしかめた。雨に降られると厄やつ介かいだった。

　まだ眠気はあったものの、こうなると眠っているわけにもいかない。起き上がろうと、フリウは頭を持ち上げた。

　と。

　起きる頭と、なにか大きく鋭するどいものがすれ違っていったことは感じ取れた。空を切る轟ごう音おんが首のすぐ脇わきをすり抜け、彼女の鞄に突き刺さる。ようやく意識が覚かく醒せいし、彼女は跳はね起きた──毛布を身体に巻き付けていたため動きづらいが、それすらも言っていられない。自分の身体を狙ねらう鉄てつ塊かいの気配ははっきりしている。

（斧おの……？）

　伐ばつ採さい作業用の斧だった。暗闇に眼を凝こらし、ようやく見いだせる。影の中にある輪りん郭かくは人の姿をしていた。彼女の枕元に立ち、斧を振り下ろして命を狙っている。

　幻ではない──まばたきしても、その影は消えなかった。舌した打うちが聞こえた。失敗を悟ったのだろう。再び斧を振り上げ、こちらへと向き直る。

「灯あかりを！」

　叫んだのは彼女でも、その影でもない。別方向からだった。声とともに、なにかをはね除のける音も聞こえた。ランタンに布を被かぶせて灯りを閉とざしていたのだろう──それが取りのけられ、炎の煌きらめきが顕あらわになる。

　光量は大したものではない。が、暗がりに慣なれた眼にとっては眩まぶしく閃ひらめいた。フリウは眼を閉じまいと懸命に抵抗しながら、様子を見て取った。

　状況を理解すること。それこそが精霊使いに必要とされる資質。リス・オニキスの言葉を思い起こす。彼女を狙ったのは男で、やはり斧を構えている。やや離れて木の向こうから数人の男が小さな武器と灯りを携たずさえていた。光に反応して光る眼が、すべてこちらを向いていた。燃え上がる宝石のように、あるいは逃げても追ってくる鬼おに火びのように。

　男たちはそれ以上なにを言うでもなかった。言葉など必要なく、意い図とも、理由もその眼が、武器が物語っている。目の前の男が斧を振り上げるのを見て、フリウは後ろに跳とんだ──足に絡からみつく毛布を蹴けり払はらい、背後にあった木に背せ中なかをぶつけた。斧は振り下ろされなかったが、男は一歩近づいてきている。

（やめて……！）

　叫ぼうとしていた。が、声は出ない。

　言えるはずがない。言う資格などあるわけがない。木に打たれた背中よりも、胸に浮かんだその制せい止しこそが神経を引き裂いた。叫ぶために吸った息はそのまま喘あえぎ声として漏もれ、彼女は咄とつ嗟さに身を翻ひるがえした。今度こそ叩きつけられてきた斧が、すんでのところで彼女の身体を外れて木の幹みきに突き刺さる。

　ほとんど転ころがるように、彼女は間合いを開いた。めり込んだ斧を引き抜くために男が力を込めている間、なんとか離れようと足を引きずる。ランタンの灯りは自分のところまではとどいていない。見えない足元に靴底を滑すべらせて、彼女はまた転てん倒とうした。

「殺せ！」

　また、叫び。男たちの誰かが発したのだろう。それとも全員が叫んだか。

　揺ゆれる炎の灯りによって照らし出された凶きよう器きが、暗い風に揺れている。

　発はつ射しや音おんが聞こえた。耳元をかすめて、矢が飛んでいく。

「ごめんなさい……」

　死の恐怖とは異ことなる。

　ここで死ねないことは分かっている──が、別種の恐れに取り憑つかれ、フリウは叫びだしていた。

「ごめんなさい……ごめんなさい！　もどって来られる立場じゃないのは分かってます。でも、でもここしか分からなかったから……すぐ通り抜けるつもりでいました」

　声をあげている間にも、二度、三度と身体を矢がかすめていく。その感かん触しよくに耐たえながら、地面に這はいつくばって彼女は続けた。

「なにをされても仕方ないって思います。逃げようって思ってるわけではないです。償つぐなわなくていいなんて思ってません！　でも……でも、今はこうする他ないんです！」

　やがて、矢の音が止まる。

　それとともに罵ば声せいが聞こえた。

「なんで……当たらないんだ！」

　灯りに映うつる男のひとりが、持っていたボウガンを地面に叩たたきつけた。

「失敗だ」

　と、これもまた誰かがつぶやくなり──

　全員が、退ひいていく。

　高鳴る動どう悸きの数を数えながら、フリウは地面に座すわって遠ざかる足音を聞いていた。足音は消えていくが、鼓こ動どうはどこまでも続いていく。

　やがて。

「なんだなんだ？」

　どこにいたのか、頭の上から垂すい直ちよくにスィリーが漂ただよい下りてきた。

「お祭り騒ぎだぁな……斧だの弓ゆみだの。あれだ。よくある祭りではあるが、困ったことに斧を使うとあまりにもあっさり終わり過ぎてしまうってのが、愚おろか者には分からんのだろうな」

　不思議と、光がなくとも人精霊の姿は見ることができた。わずかに発光しているのか。腕組みするいつもの格好で、人精霊はあとを続けた。

「お勧すすめは石だ。次いでロープだな。ただ吊つるすと斧以上に一瞬だからして、できれば馬につないで──」

「あのさ」

　スィリーを遮さえぎって、フリウはつぶやいた。

「お願い。黙ってて」

　眼をこすり、震える膝ひざを押さえてなんとか立ち上がる。知らない間に捻ねん挫ざしていたのか、ひどく痛んだ。

　蹴り捨てた毛布や、斧で真っ二つになった鞄を寄せ集め、荷をまとめる。全身にかいた冷や汗で、いっそう身体が凍こごえていた。胃の下に瘤こぶでもできたような違和感を覚える。頭を抱えてすべてを締しめ出したかったが、その時間もない──この場から少しでも離れて別の隠れ場所にでもこもらない限り、落ち着けないことは分かり切っていた。

　改あらためて、夜の暗さに身を縮める。朝までの長さに絶ぜつ望ぼうする。

（駄目だ……あたし、もう二度と眠れない）

　目眩めまいとともに、彼女はうめいた。




　だがそれでも、眠りは訪おとずれた。眼を覚さますとそれまでの暗さがなにかの冗談だったとばかりに、薄うす明あかるい朝日が差し込んできている。空は白く、雲の切れ間に、もう少ししたら消えるのだろう月も見えた。

　鳥の声と風の音。葉は擦ずれの囁きは、影から忍び寄ってくる人の声にも化けた。名前を呼ばれている。フリウは身体を丸めて、囁きを閉め出そうとした──が、結局は無駄と悟さとって起き上がる。

　彼女が寝ていたのは、昨夜とそれほど変わりない洞どう窟くつだった。恐らくもとは獣けものの巣す穴あなだったのだろう。大した広さはない。野宿の結果として泥どろだらけになった自分の身体を見下ろし、フリウは落胆した。

　と、ずっと起きて待っていたのか、それともたまたまか、スィリーが目の前に滑すべり込んできた。彼女の視線と同じく、じっとこちらを観察してから、

「なんつーか、あれだな。不衛生見本だな」

「……そうよね。どこかで身体洗わないと、病気になるかも」

　答えながらも、その続きを口にはできなかった──洗うためには水がいる。水を手に入れるためには、村に近づかなければならない。

　せめてもの抵抗で、両手で顔や身体の泥を払い、つぶやく。

「食べ物も水も、硝化の森に入るつもりだったから結構買い込んであるけど、節約しなくちゃいけないし……お金、もうないのよね」

「誰もが、金なんかなくても幸せはあると言うんだが。噓うそをついてるのは社会か個人か？　これは人生の難なん題だいだ」

「そのへんはよく分からないけど……」

　無念にうめいて、彼女はまた荷物をまとめようと身体をよじった。が、手が止まる──どこへ向かうあてがあるわけでもないのだ。

（あれじゃ、もう村にはもう近づけない……よね）

　路ろ銀ぎんが尽つき、業者も姿を消した以上、装備を手に入れられる可能性もこれで終わった。残る方策は装備なしで硝化の森に入ることだが、それは論外だった。防ぼう寒かん服ふくなしでは数分も持つまい。

　途と方ほうに暮くれ、肩を落としていると。

　人精霊が声を上げた。

「なにか聞こえねっか？」

「幻聴ならたまに聞こえるよ」

「そうか。幻聴か。それを他人に聞かせられるようなら本物だ。次の課題は夏場の集しゆう団だん幻げん覚かく。しかしこれが幻聴なら、俺の幻聴ではないな──なにしろ俺ではなく小娘を呼んでいるようだから」

　つぶやくスィリーに、フリウは顔を上げた。

「あれ？　そういえばなんであんたに聞こえるのよ」

　疑問に思いながら耳をすます。と、森の中に声が響いていた。まだ遠いが、彼女の名前を呼んでいる。

「フリ……リスコー！……にきた…答えてくれ……」

　はっきりとは聞き取れなかったが、妄もう想そうの類たぐいではないようだった。声の方向が読みとれたわけではないが、普通に考えれば村から近づいてきているに違いない。鞄を抱えて、フリウは逃げる態勢を整えた。ここで負ふ傷しようするわけにはいかない。

「いったん山を下りるしか──」

「フリウ・ハリスコー！」

　不意に──本当に突然としか言い様のない唐とう突とつさで、声が近くなった。

　冷ひえた体液が内臓の隙すき間まを伝ったかのように、体内に緊張が走った。一瞬、理解に難かたかった。が、すぐに悟る。精霊アマワの契約において、あらゆる偶然は味方をすることもある。敵に回ることもある。

　それは、将来に待つ約束のために、容易たやすく変へん貌ぼうするのだ。

　駆かけ出そうと、彼女は身構えた。自分を探さがしている村人の位置はまだ分かっていないが、かなり近い。また接触してしまえば──仮に彼女自身が安全だとしても、相手まで無事とは限らない。

（もう、あたしのせいで誰かが死んだりなんて……嫌だ）

　しゃにむに、無人の方向を探る。

（だから、ひとりで来たのに。だから、ひとりで行くのに。父さんがそうしたみたいに、ひとりで──）

　繰くり返しながら、一歩を踏み出す。

　が、よりによってその行く手に現れた人影に衝しよう突とつしかけてフリウは足を止めた。声も出せずに喘あえいでから、きびすを返そうとした。だが。

「フリウ・ハリスコー！　待つんだ！」

　伸びてきた手が、彼女の服を摑つかもうとしたことは気配で知った。身体をかがめてそれをかわしてから、なんとか走り出す。

　彼女を呼んでいたのは中年の男だった。不ふ相そう応おうに老ふけ込んではいたが、それほどの歳としではない。その男の声が背後からさらに大きくなる──

「ハリスコー夫妻は、君の世話をわしに頼んだのだ！」

「…………？」

　思わず動きを止めたのは、無論、聞かされた内容によるものだった。振り向きこそしなかったものの、次の句を待つ。

　男は控えめな足取りで、彼女の前に回り込んできた。近寄ってきたわけではない。飛びついてもとどかない距離を保っていた。

　フリウはようやく思い出した──その男は村長だった。何度か顔を見かけたことはある。ほかの村人同様、話したことはほとんどなかったが。

「本来ならば、そうだったということだ。夫妻は自殺する前に、君のことをわしに任まかせると。実際は、流れ者の医者に押しつけてしまったが……」

　低い声でそんなことを言ってから、手招きしてくる。

「来なさい」

「いや……」

　反射的に、フリウは後あと退ずさりした。緩ゆるやかにかぶりを振る。

　村長は、無表情にこちらを見ていた。

「来なさい。来るんだ」

「い──」

　繰り返そうとして、声が引きつる。

　仕方ないというように、村長が両手を広げて見せる。

「わしひとりで来た……当面のところ、危険はない」

　それは噓うそだ。

　離れた場所に、飛び道具を持った数人が身を潜ひそめている──陽光を反射する金具のひらめきを木こ陰かげに見たわけでも、遠い息いき遣づかいを勘で悟さとったわけでもなく。フリウはただ、道理において確信した。

　山中の、澄すんではいるが湿った空気に震える。彼女は横目で、スィリーを見やった。人精霊はそれほど面白くもなさそうに村長を見つめている。なにを言っても無視されそうだと、肌で感じ取ったのかもしれないが。

　と──間を置いて、再び村長が話しかけてきた。

「話し合いに来たのだ。昨夜は、若い者が先走ったようでな」

　彼がこちらを見る目つきを多少変えたのは、哀あわれでも催もよおしたのか。それでも決して柔やわらかくはない口調で、あとを続けてきた。

「失敗したとかで、泣きついてきたよ。ひどく怯おびえている。君が、仕し返かえしにまた村を壊しに来るのではないかと」

「そんなこと……」

　つぶやきながら、フリウはその言葉の虚むなしさに気づいた。同じことを思ったのだろう。村長が、まったくの同意見を伝えてくる。

「そうしない理由があるかね？　あったとして、それを納なつ得とくさせられるかね？」

「あたし、すぐにここを離れます」

　口走ってから、フリウは失言を言い直した。

「……どうしても行かないといけないところがあるんです。それが終わって、もしあたしがまだ生きていたら、もどってきて償つぐないます。必ず」

「どうやって」

　これもまた、彼女自身の自問と同じではあった。フリウが言葉に詰まっているうちに、村長は厳きびしく言い足してくる。

「教えてくれ。死んでいった者にわしはどうやって償えばいい？　君をベスポルトに任せ、なんの手も打たなかったことを。村の者たちはどうやって償う？　八年間、一度も君という災さい厄やくに向き合わなかったことを。君はどうやって償う？　災厄そのものであることを」

「あたしは……」

　答えなどない。

　すべて分かり切っていたことだった。なにを思ったところで、言葉にならない。言葉にならず、償いにもならない。

「来なさい」

　実にならない会話を打ち切って、村長は再度手招きした。

「荷が重くて置いてきてしまったが。こちらに、君が取りにきたものを用意してある」

「え？」

「来るのならば説明する。来ないのならば、もう好きにするがいい」

　村長は背中を向けると、木々の間を歩き始めた。逃げることもできたが──フリウは黙ってついていった。夢の中を、理由も分からず歩くように、様々な道理や理屈を置き去りに従したがって進む。

　やがて、数分も歩くと目的地に着いたようだった。村長が置いたのだろう。その小さな林間地には防水シートでしっかりと梱こん包ぽうされた荷物がいくつか置いてある。背負い袋にもなる折り畳たたみテントから、耐たい刃じんロープ、防寒服まで。

　それらを示して、村長は言ってきた。

「昨日、村でその精霊に話していただろう。ハンターの装備を取りにもどってきたんだそうだな」

「は、はい……」

　呆ぼう然ぜんとしているフリウに、彼は説明を続けてくる。

「これを持っていけ。古いものだが、使えないことはないだろう。セヘクは腕の良いハンターだった」

「セヘクの爺じいちゃん……の装備」

　防寒服に触れて、フリウは懐なつかしい老人のことを思い出していた。これでも多少大きいだろうが、彼女にも着られないことはない。

「あとは、水と食料、携けい帯たい燃ねん料りようだ。これも大量にはないが。これで水の余裕ができるのなら、着替える時に身体を拭ふいておいたほうがいいな」

「……はい」

　ただ同意を繰り返し、フリウは村長の顔を見上げた。礼を言うべきなのは分かっていたが、相手の眼まな差ざしがそれを拒きよ絶ぜつしている。

　口に出すべき言葉を見つけられずにいるうちに──村長が、また先に声を発してきた。

「償いの話だが、フリウ・ハリスコー」

　強こわ張ばったその声音に──

　フリウは息を止め、うなずいた。

　村長は、居心地の悪さを気にするように喉のどを鳴らした。次に聞こえてきた声は、かすれるほどに小さなものだった。

「二度ともどってこない、永遠に姿を見せない。村人たちに、君など最初からいなかったのだと忘れさせてやるのが、最初の償いであるべきだと思っている」

　と、告げながら立ち去っていく。

「早く行きなさい。そうすれば、わしは村人に、フリウ・ハリスコーは硝化の森に死にに行ったと伝えることができる」
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　去り行く彼を、フリウは無言で見送っていた。身体を暖あたためてはくれない弱い朝日に鳥とり肌はだが立っていることを自覚する。防寒服を抱えたまま、彼女は何度も頭を下げた。うなずいていたわけではない。

　許されることはない。

　償う方法もない。

　それでも。

　フリウは頭を下げ続けた。

　そうしていると──

「つまりはだ」

　人精霊が、最後につぶやくのが耳に入る。

「独り言は言っておくもんだってことだな」




　硝化の森は変わらない。

　今は亡き老ハンターの防寒服を着込み、森に踏み入れて、フリウは眼を見開いた。

　最後にこの森に入ったのは、数か月前──たったそれだけでしかない。だがそのわずかの間に、世界は大きく変わっていた。帝国が滅ほろび、大勢が死んだ。

　いや。

　この森だけではなく、実際にはなにも変わっていないのかもしれない。違う場所、違う眺ながめになったようで、まったく変化していないのかもしれない。

（それでも、あたしの眼で見られるものは、変わっちゃったんだ）

　右眼で見る世界と、閉ざされた左眼で見る世界。

　違うと思っていた。まったく違うものが見えるのだと。だが、帝都で両眼を見開いた時に悟さとった──それは同じものを見ている。同じものを違う眼で見ているに過ぎない。

　帝国が存在し、永遠に続くかと思えた時と。

　それが滅び、二度と同じものが現れることはないと思える今この時と。

　違う眺めでも、同じものを見ている。

　同じ眺めでも、違うものを見ている。

　父が生きていた時も……

　父が死んでしまった今も。

（あたしは……この世界に同じものを見られるの？　父さん）

　祈るように胸の前で合わせていた手を解いて、彼女は無言で眼帯を外した。

　硝化の森でならばもう隠す必要はない。

　長く白い息を吐き、その凍える森の中で、彼女はこの世界、最古の領域への一歩を踏み出した。







　第三章　フィレイン・シンパシー

　　　　　　（孤独の共感）







　防ぼう護ごゴーグルのレンズはよく磨みがかれていたが、それでも古い傷きずが縦たてに二本、視し界かいを煩わずらわしていた。

　そんなものでもなければ硝しよう化かの森はいつだって人を落ち着かせた──一度硝化したものは変化なく、ただそこに在あり続ける。硬こう化かした砂すなが風に飛ぼうと、その砂が減へったりはしない。風が大たい気きを減らさないのと同じように。

　人が入ればそれは変わる。

　フリウ・ハリスコーは防寒服の奥で寒さむさに震ふるえながら、凍こごえる森を進んでいた。

　彼女の通った後には足あし跡あとが残り、それは消えない。吐はいた息いきの温ぬくもりはすぐに奪うばい去さられるものの、鼻び孔こうから漏もれた白い靄もやは尾を引いて続いている。

　荷物は重かったが、うまくまとめられてもいた──一度中身を出せば同じサイズにもどせるか、フリウには自信がなかった。確かにセヘク老人は優すぐれたハンターだったのだろう。結局のところハンターの優ゆう劣れつとは、森に持ち込める荷物の量で決まる。十分な装そう備びを持っていなければなにもできない。余よ分ぶんな装備は常に役に立つ。

「思うにだ」

　彼女の担かついでいる鞄かばんの上に腰こし掛かけ、薄うす青あお色いろの羽はねを休めてスィリーが声をあげた。いや、今まで口を閉とじていたわけでもなかったが。

「小こ娘むすめが空を飛べれば、森の最さい奥おうなんてのはあっと言う間に着つくわけだ」

「じゃあ、あんたが今まで最奥に行ったことがないのはなんでよ」

　皮ひ肉にくを告げると、人じん精せい霊れいは気にするどころか気づきもせずにうなずいてみせた。

「うむ。かつて部ぶ族ぞくに、有ゆう志しからなる森の最奥を目指そう会というものがあった。奴やつらは言うまでもなく向こう見ずかつ無む教きよう養ような若わか造ぞうどもで、合い言葉は〝うぜぇよ馬ば鹿か〟っつーかそれ以外の言葉を知らなかったんじゃないかと思うこともある」

　森の静せい謐ひつにそぐわない人精霊の軽口はどこまでも続いた。

「とまれ奴らは会を結けつ成せいしてしばらくしてから、ようやく自分たちの会の目的を思い出した。奴らは森の最も古い領りよう域いき目指して真まっ直すぐに、決して無む抵てい抗こう飛ひ行こう路ろを出ることなく飛んでいけば、安全に目的地に着けると信じ切っていた」

「……それで、着けたの？」

「さあ。目的地に着いたかどうか確かめるには無抵抗飛行路から出るしかないからな。今もまだずっと飛んでるんじゃねぇかな」

「…………」

　フリウは無む視ししかけたが、不意に気づいて声をあげた。

「あ、そうか。空を飛べても駄だ目めじゃん」

「む？　なんだ小娘、飛べもせんくせに飛ぶことを否定するとは小こ癪しやく千せん万ばん」

「あー、いや、そうじゃなくて。だって森の最奥なんて言ったって、そう書いてあるわけじゃないし……結局、最奥って一番強い精霊がいる場所のことでしょ。それに会わないと分からないんじゃない」

　彼女が指し摘てきすると、人精霊は一応納なつ得とくしたのだろう。だがそれでもなにかの反はん論ろんをしなければ気が済まない性さがか、不ふ服ふくそうに言ってきた。

「だがお前たち卑ひ劣れつなハンターは、その最奥の森から魔ま神じんを狩かったりしたこともあったのだろうと俺は思い出すわけだが」

「大昔のことだから、正せい確かくな地図なんてないもの。当時の人は森が広がるなんてこと考えもしなかっただろうし。だから最奥がどこか、分かってるわけじゃないのよね」

　肩ひもが食い込んで痛いたむため荷物を担ぎ直すと、振り落とされかかった人精霊がそのまま浮ふ揚ようした。

「ふむ。ならば小娘はこれから強い者を求めて血ちで血を洗う流離さすらい道か……師し匠しようだな。飲んだくれの師匠と出会うんだな」

「わざわざこんなとこで飲んだくれる人はいないと思うけど……」

「どうやら小娘は酔よっぱらいの漂ひよう流りゆう能力を侮あなどっている。まあ師匠は宿しゆく敵てきと戦い命を落とすが泣くな小娘。拳けんの神しん髄ずいは小娘の中に生きている」

　と、スィリーは言い捨すてつつ逃げるように高度を上げ──

「おんや？」

「なに？」

　遠えん方ぽうを見て声をあげる相手に、フリウは警けい戒かいして身み構がまえた。この人精霊の言葉を真に受けることは愚おろかではあったが、硝化の森でなにかを発見するとなればそれは危険なものである可能性が高い。

　スィリーは吞のん気きな口く調ちようで、

「人がいる」

「そんなの──」

　いるはずがない、と言いそうになりフリウは口ごもった。彼女にも見えたのだ。

　ただし、人ではなかった。

　硝化の木々の間に、赤あか茶ちや色いろの塊かたまりがある。それは人精霊の大おお雑ざつ把ぱな感覚にならば人ひと肌はだの色と映るのかもしれないが。

　フリウは瞬時に荷物を落とすと、防護ゴーグルに手をかけた。すぐにでも開かい門もん式しきを唱となえられる自信はあったが、相手との距離からまだその要ようはないと判はん断だんし、待つ。

　それは精霊だった。実じつ体たい化かした精霊などというものは、森に入ってまだ浅いこの領域ではそうそう見られるものではない。それは人よりは獣けものに近い形をしていた。全身を体毛が覆おおっているが、一本一本の毛が蛇へびほどの太さを持っている。硝化の木に手をかけ、身体を休めるような姿勢を取っていた。毛の間から覗のぞく眼がん球きゆう──まぶたはないのか、剝むき出しに近い──は視線の向きを特とく定ていするのも難むずかしかったが、こちらを見ているようでもあった。

　息を止めたまま、フリウはその精霊をにらみ返した。精霊は動かない。が、やがて幹みきに引っかけていた太い腕うでを地面に落とした。軽い地じ響ひびきとともに、氷ひよう片へんのように輝く硝化の砂が縦たてに跳はね、散ちる。

　見た目通りの重量ではないのだろう──休んでいるのもそのせいか。

（重精霊……？）

　名付けてフリウは、ゴーグルを額ひたいまでずらした。と。

　そのせいではないだろうが、重精霊は身体の向きを変えると、重い足音を引きずって無関係な方向へと歩き出した。速くはないが、遅くもない。複ふく雑ざつに入り組んだ硝化の木々の間を、音を立て去っていく。

　やがてその足音も十分に遠ざかってから、フリウは長々と息をついてゴーグルをもどした──緊きん張ちようしていたために座すわり込みたくなるほどに背せ筋すじが痛んだが、そういうわけにもいかない。荷物を摑つかむと、いつの間にかその上に座り直していたスィリーにつぶやく。

「……まだ何日も進んでないのに、あんな大きい精霊が出てるなんて」

「初しよっぱなの雑ざ魚こ相手から怖おじ気けづくとは。小娘は段取りというものを分かっていない」

　なにやら細こまかく文もん句くを言っているスィリーごと、彼女は荷を担ぎ直した。

　そのまま改あらためて進もうとし、そうしなかったのは純じゆん粋すいに勘かんだった。

　わずかな違い和わ感かん──五感に疼うずくものを覚える。フリウが無む言ごんで荷を地面に落とすと、衝しよう撃げきでまた振り落とされたスィリーが悲ひ鳴めいをあげた。が、抗こう議ぎを聞いている余よ裕ゆうもなく彼女はゴーグルをむしり取った。

（いる……！）

　向き直る。

　予想していなかった方角に、それはいた。地面に肩まで埋うまって、先ほどの重精霊の頭部だけがこちらを見ている。途中で足音を消し、無む音おんでここまで回り込んだ──自じ重じゆうを変化させる程度のことは、精霊には不ふ思し議ぎなことではない。

　フリウは開門式を唱えだしていた。が、やはり動どう揺ようのせいだろう。わずかに遅れる。

　重精霊はその場で跳び上がった。

　重さなどないかのように、梢こずえの高さにまで一気に上昇していく──が、危険はそこではない。全身を埋めていた精霊が地面から跳ちよう躍やくしたことで、勢いよく砂が吹き飛んだ。津つ波なみのように、高い壁となって押し寄せてくる。

（防ふせげない⁉）

　視界を覆おおい尽つくす硝化の砂を見上げて、フリウは悲ひ鳴めいをあげた。開門式を中断はしないが、間に合わない。

　刹せつ那な。

　爆ばく音おんが轟とどろいた。無抵抗飛行路から現れたのだろう。別種の精霊が突とつ如じよとして彼女の眼前で実体化し、強力な振しん動どう音おんを広げる。

　重精霊に比くらべれば、さらに人の形に近い。というより、その精霊には人間が入っていた──鋼こう精霊である。黒い髪を翻ひるがえし、振動音の刃で砂の波を縦に切り裂く。致ち命めい的てきな津波は左右に分わかれ、木の表面を引ひっ搔かいて楽がくのような音ねを奏かなでた。

「……マリオ・インディーゴ！」

「おお。初めて吹き飛ばずに来たな」

　ぼんやりと、スィリーがつぶやいている。

　マリオは反応しなかった。それも当然ではあった。重精霊の攻撃はまだ続いている。跳び上がった次には勢いよく落らつ下かし、地面に触れると同時に先せん刻こくとは比ひにならないさらなる激げき震しんを引き起こした。それこそ木々が倒れかねないほどの威い力りよくである。浮揚しているマリオと鋼精霊はともかく、フリウは転てん倒とうしかけて地面に手を突こうとした──へたをすると手て袋ぶくろを破やぶいて手首ごと失いかねないが、考えてる時間はない。

　が、倒れかけた彼女の身体を、力強い手が摑んで引っ張り起こそうとする。

　フリウも反射的にその腕にしがみつき、転倒を免まぬがれた。見ると、彼女を摑つかまえたのは懐なつかしい顔だった。野や性せい的てきな顔立ちだがどこか抜ぬけた印いん象しようもある。その若い男はフリウが倒れないと見ると、重さのある防寒服ごと彼女を軽々と抱だきかかえた。

「こんな時には」

　彼はにやけながら言ってみせた。

「首に抱きつき、キスをして感激するといいみたいだぞ。分かってないようだから忠ちゆう告こくしてやったんだが」

「お前、そういうのはな、大人のレディに言うことだ。いや言わないか」

　もうひとり、対たい照しよう的に落ち着いた様よう子すでそうつぶやいた男もまた、知らない相手ではなかった。防寒服にゴーグルで人にん相そうはかなり隠れているのだが、構かまえた鉄てつ棒ぼうにも呆あきれたような声の調子にも、すべて覚おぼえがある。

　ラズとアイゼン──手て練だれのハンターふたりだった。とりあえず彼らは重精霊に挑みかかるつもりはないらしく、その場は鋼精霊に任せて数メートルほど後こう退たいした。ラズはフリウを、アイゼンは放ほう置ちされていた荷物をと、自然に役やく割わりを分けている。

　見やると、重精霊は戦法を変えてがむしゃらに腕を振り回し、マリオを襲おそっていた。が、鋼精霊は攻撃を冷れい静せいにいなして逆に重精霊をその場に釘くぎ付づけにしている。飛び、打ち、裂き、かわし、時に振動音を束たばねて相手の足場を打ち崩くずし牽けん制せいする。

　手て堅がたく、効こう率りつの良い動きだが、精霊を仕し留とめるには至いたらない。

　ラズに抱えられ、運ばれたのは大した距離ではなかったろう。だが木こ陰かげに入りひとまずの安全を確かく保ほすると、空間を隔へだてた以上の安あん堵どが胸を満みたした。そして、そこに──

「フリウ……」

　彼女に呼びかけてきたのは、サリオンだった。予想していなかったわけではない──彼がいないとしたら、むしろ驚いただろう。だがそれでもフリウは言うべき言葉を失った。彼の眼まな差ざしに向かってなにを言えばいいのか分からない。

「まずいな」

　アイゼンの囁ささやきが、意い識しきの空くう白はくを掬すくい取った。彼は重精霊とマリオとの戦いを観かん察さつしている。隣にアイゼンの顔かお真ま似ねをしているつもりらしい人精霊が、もっともらしくうなずいている。

「まずかろう、まずかろう」

「地じ力りきで負けてる」

「地力で負けておろう、負けておろう」

「このままじゃ止められなくなるぞ。もう少し距離を取ったほうがいいかもな」

「このままじゃ……かろう」

　と、いろいろ省はぶいて繰り返してから──

　スィリーがアイゼンに文句をつける。

「もう少し気き遣づかうべきだと思う俺だ」

「なんで俺がお前に合わせないとならないんだ！」

　言い合うふたりを押しのける形で、フリウはその場から抜け出した。意識を集中し、精霊の戦いを見み据すえる。

　アイゼンの懸け念ねんはもっともだとフリウにも思えた。鋼精霊はうまく動いているのだろうが、相手を退ひかせる手しゆ段だんをなにも持っていない。逆に重精霊は進めないながらも、その場で腕を振り回してマリオを捕らえようとしている。もっと距離を取れば俄が然ぜん有利になるのだろうが、恐らくはこちらを気にして戦法を制限されている。

　持ったままだった防護ゴーグルを指に挟はさみ、フリウは息を吐いた。その声は冷れい気きを持っていたのか──白く変じない。

「通るならばその道……」

　唱えられた開門式は水すい晶しよう眼がんの封ふう印いんを解とき、閉ざされていた視界をも開いた。輝きに霞かすむ彼女の左眼に、同色の光を放はなつ銀色の巨きよ人じんの姿を紡つむぐ。

　重精霊がわずかに動きを止めた。

　同時に──察さつしたのか、マリオが猛もうスピードでその場を離り脱だつする。

　精霊の動きを封ふうじたのは破壊精霊の影かげだった。触ふれただけで麻ま痺ひしたように硬こう直ちよくする。自分以上の重量に圧あつ倒とうされ、逃げる間もなく──

　忽こつ然ぜんと姿を見せた銀色の巨人、破壊精霊ウルトプライドが拳こぶしを垂すい直ちよくに打ち下ろした。その一撃で重精霊の頭部は胴半ばまで陥かん没ぼつし、原型を留とどめず崩れ去る。

　閉門式を唱え、水晶眼を閉じてからフリウは振り向いた。そこに、呆ぼう然ぜんとした顔がいくつか並んでいる。

「どうして……？」

　彼らに向かってフリウが口に出せたのは、その一言だけだった。




　鋼精霊を身につけたままマリオがもどり、重精霊を検けん分ぶんしている。彼女の表情は険けわしく、一言も口をきこうとしない。

　先ほどアイゼンとラズに連れられて後退したあたりからそちらを見やり、フリウは話しかける好こう機きを捕つかまえられずに足跡で地面に輪わを描えがいていた。助けてもらった礼れいを言ったほうがいいのだろうが、そういったことが求められていない空気もまた感じる。

「余よ計けいに歩くと、靴底がすり減るぞ」

　言ってきたのは、アイゼンだった──誰に頼まれたわけでもなく、手て際ぎわよく荷物を開いてまとめ直している。

　と、こちらの視線に気づき、肩をすくめて彼は言い直した。

「文字通りの意味だぜ？　靴は、一番大事なツールだからな」

「うん……」

　それは、父からも何度も聞かされたことではあった。普ふ段だんは物静かで思し慮りよ深ぶかいとはいえ激しやすいこの若者が、それほど父に似ていたわけではなかったが、ハンターは時折まったく同じ言葉を自然に共有していることがあった──硝化の森での心こころ得え、精霊に対する考え、あるいは悪あく罵ばの類たぐいも。

　ラズとサリオンは、連れだってここを離れている。森のこの領域で実体化した精霊を見る異い常じよう事じ態たいに、森深部と同等の警けい戒かい輪りんを張はることをラズが提てい案あんしたためである。ハンターが定てい期き的てきに行おこなう偵てい察さつ方法をそう呼よぶのだが、どうして単に見回りと呼ばないのかはフリウも知らなかった。

　ハンター流の警戒方法を教えるからといってラズはサリオンを連れて行ったのだが、あるいは気を遣ってくれたのかもしれない。スィリーも、そちらについていった。

　つまるところ、そこにいるのはアイゼンとフリウふたりだけだった。ハンターは硝化の刃を防ふせげる柔毛牛の革かわを重かさねたクッションの上に腰掛け、驚くほどの手際で荷物をまとめている。彼らが持ってきた四人分の荷にフリウの荷を混ぜて、どうしてもとの荷と同じ大きさにまとめられるのか。手品でも見ているような心地でフリウはそれを眺めていた。

「あの……」

　フリウが呼びかけても彼は手を休めなかったが、それでも一いち瞥べつ程度の気を引いたのは感じられた。

「どうしてみんな、ここにいるの？」

　訊きく。こんな質問は、確かにこの男が一番しやすかった。

　と。

　アイゼンは苦笑したようだった。

「あれだな。いちいち野や暮ぼなこと言わせたがるよな」

「でも」

「ああ、分かってる。どうして追いかけてきたのかといえば、また会うって約束だったからさ。なんで追いついたのかといえば──」

　そこまで言って、彼は言葉を止めた。

　口を滑すべらせたわけでも、口ごもったわけでもないだろう──ただ、考え込んでいるように見えた。待っていれば続きを言ってくれるには違いないと感じつつも、フリウは促うながさずにいられなかった。

「ちゃんと話して。どうやってここが分かったの？」

「君の村に行った」

　早口で、彼は答えた。

「雇やとわれたのさ。追いかけていって、殺ころしてこいってね」

「…………」

　フリウが目を見開いていると。

　彼はこちらを向いて、指先を今まで歩いてきた方向へと向けた。

「あとは……まあ、痕こん跡せきを辿たどってきた。そう難しくはなかった」

「あたしを──」

（殺してくれって言ったのは、誰？）

　訊きこうとして口には出せず、フリウは胸の支つかえを防寒服の上から手で押さえた。そんなことを確かめても意味はない。村長の告げた言葉が耳に蘇よみがえる──だが、奇き妙みような不安が感情を暗く染そめていた。それはもしかして、村長ではないのか？

「あー……これを言うと気を悪くするかもしれないが」

　アイゼンは決まり悪そうに頭に手をやると、困こん惑わく気ぎ味みにあとを続けた。

「頼まれて、金は受け取ったよ。引き受けるってことにしないと君の行方を聞き出せそうになかったから。ま、殺しのためにハンターを雇おうなんて相手だと思えば罪ざい悪あく感かんはなかったが、君には悪かったかなと思う」

「ううん……いいよ」

　言いながら、フリウは腰を下ろす場所を探した──が、迂う闊かつに座れば防寒服を傷いためかねない。と、アイゼンが察さつしてクッションを差しだしてくれた。それを地面に敷しいて、膝ひざを抱かかえる。

　考えていたのは、その金きん額がくがいくらだったのかを質問すれば彼はそれを皮肉と受け取るだろうかということだった。だがハンターを雇えるほどの現金を持っているのは、恐らくきっと村長だけなのではないかと思えてならない。父があの村で現金を使って取引できたのも村長だけだった。

（あたしが許してもらえるはずがない……）

　分かっていたはずのことが、今さらどうしようもなく喉のど元もとを締しめ付けようとする。

　アイゼンは作業を再開していたが、話もやめなかった。

「ハンターなんてのは、そうでない人間からしてみれば鼻つまみ者さ。たいしたことじゃない。去さり際ぎわに石を投げられたことなんて、俺もある。ま、大たい抵ていは自じ業ごう自じ得とくなんだが」

「あたしだって……そうだよ。自分で招いたの。全部」

　膝を抱く腕に力をこめて、フリウは足元を見つめた。透すき通るように輝かがやく硝化の砂だが、その奥は決して見通せない。

　それは森全体にも言えた。硝化した木々は重かさなり合い、遠く最奥を隠す。精霊もまた、なによりも純じゆん粋すいなように見えてひとつとして理解できない。

「自分のしたことを抱えて行くってのは大変なことさ。しかしま、放り出しちまったらなんにも持ってけない。そういうもんだろ」

「……スィリーみたい」

　他意はなく思いついたことを言っただけなのだが、アイゼンは嫌そうに顔をしかめてみせた。

「なるほど。確かに」

　と、渋しぶい表情を自じ制せい的な笑えみで塗ぬり直なおしてから彼は訊いてきた。

「俺からも、いいか？　君がどうして森の中に入ったのか、それが分からなくて」

「あ……」

　思わず、絶ぜつ句くする。答えたくないわけではなかったが、どう説明すれば良いものか思いつかなかった。

　フリウはとりあえず、端たん的てきに告げた。

「あたし、森の一番奥に行こうと思って」

「水みず溶とける場所に？」

「とける？」

　当たり前のようにアイゼンが口にした呼び名を、フリウは問い返した。防護ゴーグルの奥で瞬まばたきしてから彼は続けた。

「古典的な言い回しだよ。ハンターはよくそう言う……知らないか？」

「うん。父さんは、ただ森の最奥って言ってたと思う」

「ま、言い回しには意味はないさ。かつて伝説にいわく水の死すところ……凍こおる風、透く炎ほのお、墓はかが死を抱いだき……」

　抑よく揚ようをつけ謡うたうように、アイゼンの声が硝化の風に流れ出す。

「ええと、あとはなんだっけ。まあどうせ、うろ覚えだ。なんにしろ水が溶けてるなんてのは当たり前に思えるんだがね。古人の考えることは分からんよ」

「すべてが硝化するところ」

「うん？」

　彼女のつぶやきに応こたえたアイゼンに、フリウは顔を突き出して続けた。

「あたし、ずっと考えてたの。森の奥なんて言って、どうしてそこには強い精霊がいっぱいいたりするのかって。それでひゃあっ⁉」

　悲ひ鳴めいをあげたのは、突然後ろから抱きかかえられたからだった──そのまま為なす術すべもなく持ち上げられ、肩の上に腰を下ろす形で乗せられる。見下ろすと、ラズの頭がそこにあった。アイゼンがくつくつと笑っている。気づきながら黙っていたらしい。

「どうだ、楽らく勝しようだろうが？」
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　ラズはゴーグルを額まで上げている。本来は危険なのだが、おかげで視線の向きはよく分かった。調子者の剣けん士しが自じ慢まんげに指ゆびを振ってみせているのは、滞たい空くう姿し勢せいの人精霊に対してだった。スィリーは腕うで組ぐみし、腑ふに落ちない様よう子すでうなっている。

「むむむ……なんということだ。重装備仕し様よう小娘、しょせんはこの細ほそ腕うで若わか造ぞうに軽々と運うん搬ぱんされる存在か。ああ、体重の耐たえられない軽さよ」

「細腕とは言ってくれるなぁ、おい。言っとくが俺は──」

「……？……⁉」

　状況が理り解かいできずに眼を白黒させながらとにかくラズの頭にしがみついていると、

「危ないだろう」

　横から、サリオンが手を差し伸べてくれた。それを摑んで、ゆっくりとラズの肩から下ろしてもらう。

　サリオンの責せめるような眼差しから身をかわすように、ラズは手を振ってフリウに詫わびてきた。

「いやあ悪かったな嬢じようちゃん。だがこの人ひと虫むしが、成功したら俺を剛ごう力りき招しよう来らい風ふう雲うん児じと呼んでやると言うもんだから」

「なんでそこに魅み力りよくを感じたの」

「それより、虫扱いには断だん固こ抗こう論ろんする。お前たちはあの虫精霊という代しろ物ものを見たことないからそんな残ざん酷こくなことが言える」

　スィリーの抗議はいつものように黙もく殺さつされるが──

　全員そろったところで、最後の気け配はいも近寄ってきたことをフリウは察さつした。鋼精霊とマリオ・インディーゴが精霊の残ざん骸がいから離れ、こちらに向かってきている。

「ここで休むのがひとまず安全よ」

　提案するマリオに、アイゼンが聞き返した。

「どうしてそう思う？」

　マリオは精霊のほうを指で示し、

「あの精霊にはかなり戦闘跡が見られた。歩き回って手当たり次し第だいに精霊を潰つぶしてきたのではないかしら。それなら少なくとも知ち能のうのあるような精霊は、しばらくここに近寄ってこない」

「俺も同意だな」

　ふと真ま面じ目めな面おも持もちでラズもうなずく。彼はサリオンに陰いん気きな視線を振ってからあとを続けた。

「ふたりで見回ってきたが、かなりでっかい精霊が潰されてるのを見つけた。あんな規き模ぼの精霊がうろうろしてるようなら、わずかでも安全を期待できる場所で休むのが得とく策さくだと思う」

「ふむ……」

　口に拳を当て、アイゼンが沈ちん思しする。

「硝化の森が広がって、精霊の発生範囲も変わってるのか？」

「幸い、わたしたちにも精霊が二体ある」

　それを言う頃には、マリオ・インディーゴはフリウらの前を通り過ぎていた。無警戒だった側を遠く見通すように首を伸ばしている。ずっと無む駄だ話をしていたことを当てこすっているのかもしれないが。

「あなたたちハンターが支し援えんしてくれれば、かなり奥まで無事に進めるでしょうね。考えてみればわざとらしいくらい、おあつらえ向きの人選だわ」

「進む？　帰るんじゃないのか」

　疑ぎ問もんの声をあげたのはラズだった。視線をそらしてフリウが顔を下げると、背はい後ごからサリオンの声が聞こえた。

「……さっきもどってきた時、森の奥の話をしていたみたいだったね」

　彼が触れてきたわけではなかったが、肩を摑まれているような感覚はあった──フリウは後ろ暗い心地ここちで身をすくめながら、なんとかつぶやいた。

「あたし、森の一番奥に行きたいの」

「どうして」

　かなり意表を突かれたような面持ちで、ラズが声をあげる。

「師匠を探しに。いやもうむしろ超師匠とか探しに」

　スィリーの返答はやはり無視されたが。

　ようやく盗むように視線を上げ、フリウは答えた。

「そこに、なにもかも全部の元げん凶きようがあるって思ったの」

　アイゼンとラズが、顔を見合わせて不可思議な視線をかわすのが見えた。どちらともなくさらに訊たずねてくる。

「なんで」

「……大した根こん拠きよなんてないんだけど……危険を冒おかすほどの根拠は。でも」

「そうじゃない。君もハンターなんだから勘に頼ることだってあるだろう。だが元凶だかなんだか分からないが、危険を冒してまでってことなら、どうしてわざわざそんなものに挑むんだ？」

　それは考えたことがなかった。

　むしろそのことに驚き、フリウは面めん食くらって身体を退いた。だがそれは、かつて自分が抱いたことのある疑問でもあった──父はどうして挑んだのか。

　ベスポルトは娘のために挑んだのかもしれない。だが、フリウにはもう父はいない。

「よく分からない。でも」

　さらに反論されることを──答えられない詰きつ問もんを返されることを覚かく悟ごして、フリウはかぶりを振った。

「でも、許ゆるせないことがあったから……だと思う」

　だが予よ想そうに反して追つい及きゆうはなかった。

「……なるほど」

　と、アイゼンが小声で囁くのが聞こえる。

　納得してくれたわけはないし、理解してくれたということもないのだろう。それでもフリウは安あん堵どを覚えた。

「お前たちにひとつ言っておきたいことがあるぞ」

　無視されたことを根に持ってか、あたりを飛び回りながら人精霊が提案を発する。

「これから一切、質問とか禁止するのはどうだ。どうも無駄なことをしてるとしか思えんのだが」

　が、やはり無視された。




　夜中になり、自分が眠る番になって、フリウは一時間ほど眼を閉じていた。微睡まどろみの中、少しは眠ったのかもしれない。だが移ろう物思いと思い出せない夢ゆめとに境きよう界かい線せんはない。

　彼女と交替で警戒に立ったのはマリオだった──アイゼンとラズの予備の防寒服はサリオンが着ているため、彼女の分はない。そのためマリオはテントの外では常に鋼精霊を身にまとっていた。行こう動どう範はん囲いは誰よりも広いが、本ほん音ねを言えば、アイゼンたちの耳を誤ご魔ま化かす自信はなくとも、マリオならば自分に気づかないのではないかと思えていた。

　テントの中では、かろうじて防寒服を脱ぬぐことができる。が、フリウは自分用のテントで、ゴーグルだけは外して防寒服を着込んだまま横になっていた。熟じゆく睡すいしないためにそうしたのだが、首のあたりがひどく痛む。それでも、なにかあった時にすぐ飛び出さないとならないことを考えれば、こういったことにも慣れないといけないのかもしれない──ひとりで硝化の森を進むつもりならば。

　暗くら闇やみの中、フリウはテントから忍しのび出た。

　昼と夜とで硝化の風の冷つめたさが変わるわけではない。ここは天てん候こうも関係ない、ただひたすらに人が無事に生きることを拒こばむ自然だった。殺意すらあるのではないかと感じさせるほどに。

　足音よりも呼吸を殺す。重いブーツを地面に下ろすと、砂が擦こすれて耳みみ障ざわりな音を立てた。これはどうしたところで防げない。精霊ならば話は別だろうが。

　外に出るとそのまま歩き出す。心しん臓ぞうが跳ねる痛み、血けつ液えきの流れる暑苦しさに汗が吹き出ている。見回せば野営地にはテントが三個。フリウが持ってきたものと、アイゼン、ラズ、サリオンが交替で使う二個と。ひとりしか入っていないほうのテント、もしくはフリウのものを、マリオと兼けん用ようすることになっている。スィリーは……いつものように、どこかにいる。見える範囲に鋼精霊の姿はなかった。

　と。通り過ぎる途中で、テントのひとつが開いた。入り口を押しのけて、顔がひとつのぞく──

「ひとりで行きたいのかい？」

　それは小声で、話しかけてきた。

　唾つばを吞のんでフリウは、足を止めた。

　テントから顔と手だけを出している格好のサリオンは、防寒服を着ていない──走って逃げれば、追ってくることはできないだろう。彼はひとりで寝ていたはずだった。

　が、フリウは走り出さなかった。進むつもりもなくなっていた。肩を落とし、彼の向ける哀かなしみの眼まな差ざしに身体を晒さらす。と、サリオンの瞳が和やわらぐのがうかがえた。

　それでも彼女が黙していると、彼は続けて言ってきた。

「ぼくらは君を追ってきた。それでも君はひとりで行きたいのか？」

　違う。ひとりで行きたいわけではない。

　それは反射的に浮かんだ言葉だったが、フリウが小さな声で応じたのは、別のことだった。弱く、低く、告げる。

「あたしは……ひとりで見つけないと」

　もう少し自信に満ちて言っていたとしたら、サリオンはどうしただろう──胸中で思い浮かべていたのは、そんなことだった。激しく叱しつ責せきしてくるのだろうか。それとも悲しむだけなのだろうか。

　それは分からない。

　残ったもうひとつのテントからアイゼンのものかラズのものか、あまり大きくないいびきが聞こえてくる。起き出してくる心配はないようだった。態たい度どには出さなくともふたりとも相そう当とうに疲れているはずではあった。通常、精霊が実体化するようなこの深度まではハンターも滅めつ多たに入ってこない。そしてハンターだからこそその危険性を知っている。

「復ふく讐しゆうしたいのか？」

　唐とう突とつに、サリオンが口を開いた──小声だが、鋭するどく。かまいたちのように。

「君は、許せないと言っていた。復讐がしたいのか？」

　フリウは彼の指し摘てきを避さけるように、腕を上げてゴーグルに触れた。

「……村の人たちに殺されてあげられなかったあたしには、それは言えないと思う」

　位置を直すふりをしてレンズを傾かたむけ、眼に溜たまった涙を隠かくす。が、声に震ふるえが出ることは防げなかった。

「あたしのせいで、あたしより多くを失った人だっているんだもの。仕返しってことなら、あたしがサリオンに仕返しされたっておかしくない」

　サリオンが、素す早ばやく否ひ定ていの声をあげた。

「それは違う。ぼくがなにを失ったにしてもそれは君のせいじゃない。ぼくは自分で選んだんだ。じゃなければ、ここにこうして追ってきたりしない」

　が──

「……違うの」

「フリウ？」

　かぶりを振った彼女に、サリオンが嘆たん息そくする。彼の気持ちが分からなかったわけではない。が、フリウは衝しよう動どうのまま話し続けた。

「あたしが追いかけているのは、なにかの都合のために人の考えとか偶ぐう然ぜんとか全部思い通りにしてしまう相手なの。マリオの言う通りこれはまるでなにかに用意されたみたい──帝てい都とに行くために爺じいちゃんが現れ、帝都に着いた途と端たんに殺されてしまったみたいに。これって偶然なのかな」

　彼がなにも言えずにいるうちに、早口になっていく。

「信じたいものほど、簡かん単たんになくしてしまうのはなんでなのかな」

　声はそれほど大きくはならなかった。ただ次第に荒れていくのは自分でも感じていた。手の中にあるガラスの瓶びんを、なにかにぶつけて壊こわしたくなるように、激しくなっていく。

「なくしたくないものほど、簡単に奪われてしまうのはなんでなのかな。あたしは、一番触さわられたくないものを盗んでいくあいつが許せない」

　と──

　これがまったくのやつあたりだと気づいて、フリウは言葉を止めた。吐く息だけがあとを継つぐ。

　サリオンがすべて丁てい寧ねいに聞いていてくれていることは分かっていたが、それでも彼の答えを聞きたくはなかった。今はなにを聞いても否定してしまう。

　後あと退ずさりして、フリウは頭を下げた。

「ごめんなさい。変なことを言っちゃった。でも、これが用意されたことなら、あたしがひとりで進もうとすると絶対に誰かが気づくんだろうなって……そんなこと思って。おやすみなさい」

　告げて、急いでテントにもどる──そのまま横になった。サリオンも誰も、近寄ってはこないことを確かめてから、彼女はようやく眼を閉じた。

　泣けば朝までは眠れるだろう。テントの中でひとり、彼女はそれを夢見た。







　第四章　オニキス・フォー

　　　　　　（オニキスの老人）







　会話と笑い声、テーブルとジョッキの擦こすれる音──椅い子すの脚は床を叩たたき、壁と窓の内に押し込められた室内の空気は暖房と人いきれに暖あたためられ汚お染せんし尽くされている。橙だいだい色いろの灯とう明みようは、店の外から見れば不格好な人間の顔を映うつしてさぞ滑こつ稽けいなことだろう。自身、その中に入り込んで自分の外側だけを笑うことはそれこそお笑いぐさだろうが、それでも彼は嘲あざ笑わらった。どうせ誰もがそれと分かっていて滑稽さを演じている。

　酒場の喧けん噪そうは宵よいの口から続いていた。その奥まった座席でメルソティは、黒くろ装しよう束ぞくの連れに問いかけた。

「ここは毎夜、これだけ客が集まるものなのかな？」

　視線は向けずに、ただグラスを傾かたむける。温ぬるいグラスにまだ少量残っていた液体は、粘ねばるように器の底を移動した。

　連れがその黒装束の奥に隠れていた寡か黙もくな両眼をわずかに現す。それを勘かんで悟った。そうでなければ、この老人の低い声こわ音ねは聞き取れなかったかもしれない。浅い吐息にも似たつぶやきだった。

「でしょうな」

「帝国が一夜にして没した。それにしては誰も吞のん気きなものじゃないか」

　皮肉のつもりで、あたりを示す。

「経済的な影響というのは、すぐには現れないでしょう」

　老人の答えはあくまで簡かん潔けつで、それらしい感情も感じられない。

「アスカラナンの侵しん攻こうの手て際ぎわによっては、まるで影響の出ないまま収しゆう束そくすることもあり得ます。というより、アスカラナンはそうするべく行動するでしょう」

「……ふむ」

　反論する点を見いだせず、メルソティは黙だまり込んだ。別に今さらそんなまっとうな返事を求めていたわけではないのだから、そうした正論は無意味なものだった。が、かといってこの老人相手にそういった会話の機き微びなど期待するだけ無む駄だなことではある。

　横目で盗み見る。

　イーシス・オニキスはメルソティが誕生する前から帝国に仕つかえた兵士だった。が、生きつ粋すいの帝国民ではない──この老人が生まれた頃にまだ帝国はなかったのだから当然である。

　聞いたところでは、侵攻の最初期に植民地となった、今はもう名も伝えられていない国の軍人だったというが、これも当人から聞かされたわけではない。その後、戦乱の中で奴ど隷れい兵へいの身から黒衣教官にまで上り詰つめた。退役したイーシスの能力をメルソティは惜おしみ、配下として招しよう聘へいしようと自ら出向いたが、その時もこの老人はこう言っただけだった。

「四人で使っていただけませんか？」

　元黒衣教官のイーシス・オニキス、トリュー・オニキス、キザク・オニキス。

　加えて、当時筆頭軍属精霊使いとしてまだ現役だったリス・オニキス。

　帝国でも随ずい一いちの念術能力者である四人。義兄弟、そして戦友として何十年も共に戦ってきた関係だという。リス・オニキスについてはその役職上、密約に留とどめざるを得なかったが。それでも八年前のあの日以来、文句なく仕えてくれた。

　一度だけ、それは何な故ぜかと問うたことがあった。どうして彼らは、七光りで名ばかりの情報局長を務つとめるだけのこの自分の配下になどなってくれたのか。

　四人の誰に訊きいても、答えは同じだった。

「我らの国を征服したのは、帝ていでも、帝国でもありません。軍にいて、我々はそれを知ることになりました。そして生涯をかけてそれを滅ぼすと決めたのです。そのためには、我々は帝に仕えていてはいけない」

　その時は理解できなかったが、今ではその言葉の意味は分かる。八年前に彼も知ったからだ──この国の本当の支配者が誰か。

　黙もくしたまま、時をどれだけ過ごしたのか。メルソティはそれほど退屈してたわけではなかったが、あくびした。室内のよどんだ空気のせいかもしれない。

　イーシス・オニキスは当然のようにそれを無視した。が、別のことに反応して頭を巡めぐらせたらしい。

　彼に倣ならってメルソティは酒場の戸口を見やった。イーシスとそっくりの黒くろ覆ふく面めんを着けた老人が戸口に立っている。イーシスが無言のまま席を立った。

「終わったか」

　言わずもがなのことを口にしてメルソティもグラスを置いた。ついでに支払いの硬貨を空からのグラスへと放り込む。

　終わってから呼びに来るよう指示を出していた。オニキスの老人たちは、必ずそれを遂すい行こうする。だから、彼の独り言はまったく無駄なことだった。

　それを当てこすったわけではないだろうが、やはりイーシスは無駄なつぶやきに答えてくることはなかった。




「ほう」

　木の下に転がっていた男の死体を、メルソティは軽く蹴け飛とばした。

　故こ意いにではない。そこまでの度胸はなかった。月が出ているとはいえあたりは薄暗く、こんな街外れの林間地を夜よ目めだけで歩けるのは野生動物か物ものの怪けか、それに類るいするものだけだ──メルソティは胸に浮かんだ皮肉の出来に満足した。彼はつまずいた。老人たちは足音すら立てようとしない。

　だがそれでもイーシス・オニキス──か、もしくは残りのふたりのどちらかが足を止めていた。メルソティが蹴った首は歪いびつな上まだ水気を含んでおり、ほとんど転がらなかった。それを見下ろしている。

　メルソティはそこにいるオニキスの老人がいったい誰か、推すい察さつしようとした。だが老人らはいつの間にか既すでに三人集まり、夜よ闇やみの下、もう見分けもつかなくなっている。結局のところ、誰でも構いはしない。メルソティも立ち止まると、老人のひとりが嗄かれた声を発してくる。

「この近辺に六人分の死体がありました」

　それは形式上メルソティに向けられた報告だろう。理解した印しるしに彼がうなずくと、別の老人が応じる。

「そのうち三人は離れた小屋で眠ったまま殺されていました。恐らく見張りの交代要員だったのでしょう。起きていた三人も、すべて抵抗もなく死んでいます」

「いくら我が兄が達人でも、武装した六人をこう手際よくは無理だな」

　目を見開いたまま月を睨にらむ首だけの死体をのぞき込み、つぶやく。おおよそのことは、彼にも想像はついていた。

　イーシスが懐ふところから手を出し、黒一色の装束の中に血の気のない白く節くれ立った指が映えた。指は真まっ直すぐに伸ばされている。手刀のような手つきだった。

「黒衣でしょう」

「兄は帝都から黒衣を連れ出せたのか？　全滅したと聞いていたが」

「兄帝はフリウ・ハリスコーおよびミズー・ビアンカの捜索に黒衣を帝都外に出すことがたびたびあったようです。都外に兵力が残っていたのでしょう」

「ふむ……」

　口元に手を当てメルソティは考え込んだ。一応の筋は通っている──が、厄やつ介かいだった。場合によっては追跡のつもりが狩られる側に追い詰められかねない。

　死体にでも問うつもりで、彼は答えの出しようがない質問を口にした。

「その黒衣は、何人だ？」

　もっとも、仮に死体から聞き出せたとしても、この不運な見張りはなにも知るまい。気づくことすらなく殺されたのだ。一瞬で首を飛ばされたのは間違いなく念糸の能力だろう。イーシスの老人らも優すぐれた念術能力者だが、黒衣には通用しない。

　が、キザク・オニキスがつぶやいた。

「単独、あるいは多くてもふたりではないでしょうか」

「何故そう思う？」

　目を上げて、訊く。

　メルソティの命を受けて、ここの偵てい察さつをしたのはキザクとトリュー・オニキスだった。辺境を探し回り、思いのほか早く兄帝の足取りを摑つかんだ──ベッサーリ・キューブネルラは硝しよう化かの森に入るため、必要な装備を探しているという。身を隠した精霊取扱業者を探すために兄帝は情報屋に何度も接触していたので、ここまでの追跡は容易だった。

　その兄の取引の現場を押さえようというのが彼らの計画だった。が、ここに黒衣が絡からむと話が違ってくる。

　キザクはそのまま続けてきた。

「見張りたちは離れた場所で、ひとりずつ殺されていました。念糸で人を殺す場合、訓練された能力者はよほど急がない限り多対一は避けます」

「三人いっぺんに殺していないからふたり以下というわけか……他も同意見か？」

　見回すと、三人の老人からは否定の声は返ってこなかった。結局のところそれに気づいていなかったのは自分だけだったということなのだろう。

　だが肝かん要ようなのはそこではなかった。メルソティは声をひそめ、訊いた。

「黒衣がひとりかふたりであれば仕留められるか？」

「可能です」

「どうやって」

　質問の口調が厳きびしくなったのはこの老人たちの技量を信じなかったからではない。相手が黒衣だったから。すべてはそこに尽きた。

　イーシス・オニキスは当たり前の問答のように答えてくる。

「黒衣は絶対にふたりそろっては仕掛けてこないでしょう──こちらが三人ですから、正面戦では確実に彼らの犠牲が出ます。奴らは必ずこちらを分断してひとりずつ潰つぶしにかかってくるはずです」

「では、分断されなければ勝てる？」

「いいえ。それでは逃げられるだけです。あえて相手の手に乗ります。危険はありますが成算もあります」

　それがどれだけの確率を言うのか。そんなことを訊くのは愚おろかだろう──メルソティは直感した。これは好機なのだ。

（兄よ……八年ぶりの再会だ）

　彼は頰ほおに笑みを寄せた。夜よ露つゆに湿しめった外がい套とうの下で拳こぶしを握る。

「よし。それでいこう。それでは黒衣を見つける必要があるな」

「いえ」

　最後まで、オニキスの声は淡たん泊ぱくだった。

「黒衣ならば当然、とっくに我々を見つけています」

　三人の老人が一歩ずつ、三方に散った。

　わずかに遅れてメルソティも倣ならった──が、もとより最初の攻撃が自分を狙ねらったものではないことには気づいていた。そうでなければ老人たちは彼を庇かばっただろう。どこから飛来してきたのか分からない矢のようなものは、やはり彼には見切れなかった場所を抜けて地面に突き刺さった。

　キザク、トリューが身体の向きを変え、遠い空間へと駆け出していく。やはり足音もなくなんの合図すらない。メルソティの傍かたわらにはイーシスだけが残っていた。覆ふく面めんの隙すき間まから、ほとんど瞬まばたきしない眼が覗のぞいている。

　ふたりとふたりに分かれた。音のない夜を、恐らく急速に遠ざかっているのだろう黒衣と追っ手ふたり。物言わぬ死体が転がる狭せまい森の中。メルソティは息をついた──静せい寂じやくに自分の息だけが大きく響ひびくことを覚悟しながら。決着までには、どれだけの時間がかかるのだろう。

　懐には護身用の短剣を忍ばせていた。彼も一応の訓練を受けた身ではあったが、それももう八年前のことである。もとよりこんなものが黒衣に通じることはない。額ひたいに滲にじんだ汗を肩で拭ふいた。ものの数秒だというのに喉のどの渇かわきを覚えている。

（まったく……こうまで厄やつ介かいなものか）

　相手の気配を気け取どれないのであれば、夜のすべてが敵に回ったようなものだった。どの暗がりから手が伸びてきても不思議はない。

　耳になにかが触れた。

　羽は虫むしか──いや、そんなはずはない。

　そう思った時には、もう遅かった。なにか糸の輪のようなものが首にかかり、彼を引きずり倒そうとしている。糸の輪が閉じる前に、メルソティは咄とつ嗟さに左手の指を割り込ませた。反射的な警戒信号がまず告げたのは、これが念糸かということだった。

　が、違う。糸の輪はすぐに絞しまって、彼の首を上に吊つろうとしていた。念糸はこういった働き方はしない。鋭するどい糸の切れ味が、触れている肌に痛みを残す。彼はできる限り逆らわなかった──というより逆らえる余よ地ちがなかった。爪つま先さき立ちになる程度彼を吊り上げたところで、唐とう突とつに糸が解ほどける。
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　勢いのまま地面に尻しりを打ち付けながら、彼はイーシスが抜き打ちに剣を振り抜いた姿勢であたりを探っているのを見上げた。老人が持っているのは反そり返った片刃刀である。服の下にも隠せるよう、それほどの長さはない。イーシス・オニキスは抜いた際とまったく同じ速度で愛刀を再び鞘さやに納めると、その時には既すでに虚こ空くうのある一点へと視線をやっていた。恐らく、糸の出所だろう。

　メルソティは咳せき込みつつなんとか糸の輪を首から外はずした。人ひとりを吊り上げるほどの糸である。普通のものではないだろう。イーシスの抜き打ちに速度がなければ刃も効きかなかったかもしれない。ほとんど重さもないこんな糸をそう遠くに投げられるわけはない。道理の導いた敵の間近さに、メルソティは身震いして立ち上がった。

　我が慢まんできず短剣を抜く。掌てのひらほどの丈もないナイフだが、刃は肉厚で貫かん通つう力りよくはある。投げられる造りにもなっているが、彼はこれしか武器を持っていなかった。

　イーシス・オニキスが睨み上げていたのは、やはりそれほど離れていない木の上だった。視線を辿たどっても誰もいない。

　が、確かにその何者の姿もない枝から、黒いものが飛び降りてきた。

　空中に無む防ぼう備びな身を晒さらすことへの牽けん制せいだろう。宙に舞った影は落下中に腕を広げなにかを投げ放った。

　同時にメルソティはイーシスに突き飛ばされ、また後ろに転ころぶことになった。こんなことがあるので、あなたは武器を抜いていてはいけない──またこの説教を聞かされることになるだろうと、彼は苦笑した。手にした武器というのは転んだ拍子にどこを傷つけるか分からない。それがたまたま彼自身の掛け替えのない脾ひ臓ぞうかもしれない。だから武器は使う時にだけ抜けばいい、というのがこの老人たちから受けた教えだった。実践はなかなか難しいが。

　なんにしろその当のイーシスも同じく一歩下がり、影の投げた手しゆ裏り剣けんをかわしている。影が地面に落ちるや否いなや、老人は再び剣を一いつ閃せんさせた。見えない白刃は落ちてきた人影に触れて金属音を奏かなでた。

　影は黒衣だった。手にした長剣でイーシスの抜き打ちを受け、その衝撃を受け流すことも兼ねて数歩後退する。

　痛む腰をさすりながら、メルソティは再度立ち上がった。幸さいわいにも自分で自分を刺すことはなかったが、次もないとは限らない。邪魔にならないよう離れていくうちに、イーシスは黒衣へと殺さつ到とうして二回三回と斬きり結んでいく。互いに黒を纏まとった殺人者同士はまるでもつれるように剣けん戟げきを続けていった。無数の刃が舞い、たったふたりの兵が踊る。

　イーシスは剣の軽さを活いかして下方から立て続けに斬ざん撃げきを放ち、黒衣が長剣を振り上げることを防ふせいでいた。

　だがそれは、攻めている立場でありながら防戦一方ということでもある──短剣の柄つかを握り締しめ、メルソティは今さらながら息を潜ひそめた。黒衣の仮面はなにも物語らず、イーシスの覆面も表情を現すことはない。ただ刃と刃の打ち鳴らす音だけが悲鳴のように連なっていく。

　火花すら闇やみに溶け、次第に激しさを増すその動きもまたかえって夜に潜んでいく。

　やがて唐突に音が途と絶だえた。

　イーシスの剣は、大きく身をかわした黒衣の胸ををかすめて空を切り──

　その反撃に振り下ろされた黒衣の剣は、地面に転がって避よけたイーシスの身体を捉とらえられなかった。

　だが間合いが離れてしまえば、一方的にイーシスが不利になる。黒衣が剣を斜ななめに掲かかげるのが見えた。が、イーシスはもう剣を上げてすらいない。片手でぶら下げるように持っているだけだった。その肩が疲労と呼吸に揺れている。

　踏み出そうとする黒衣に対して、老人の行動はたったひとつだけだった。剣を逆さか手てに持ち直し、その柄の先端を敵に向ける。

　メルソティもまた短剣を鞘さやに入れた。イーシスが黒衣に戦闘を挑いどんだのは、単にこちらから黒衣を遠ざけるため。もとより戦ったところで黒衣には勝てない。

　念糸は既すでに紡つむいでいたのだろう。イーシスのつぶやきが小さく漏もれ聞こえた。老人の剣の柄、その先端には籠かごのような装飾の中に水晶檻おりのような球体がひとつ収まっていた。

「開封」

　彼の召喚式に応じ、その球体の色彩に変化が起こる。

　光り輝き、なにかが弾けた。

　亀き裂れつを描き、輝きがひとつの幻影を導き出す。幻影、それは幻影には違いない。しかしその存在の投影は、単なる幻像に過ぎないものですら実際の破壊力を持っている。

　実在を愚ぐ弄ろうするように。

　イーシスは柄に組み込まれた球体の向きを慎重に定めている。使い慣れた武器を手にしているに過ぎないのだが、老人が全身全霊を使っているのは確実だった。現れるその巨人は風を振りまき、木々をざわつかせ、雲までも揺らす──

　剣の柄を向けられたその空間に、まずは腕が突き出た。

　無数の刃やいばに覆おおわれた腕と指、反り返った肘ひじの内側すらも鉤かぎのような刃物に埋め尽くされている。氷を踏み砕くだくのにも似た音を立て、刃は折れては砕片を散らしている。なにもせずとも刃の群は広がろうとしていた。

　精霊はそのまま全身を現した。頭の高さはゆうに人の倍はある。全体を包む羽毛、あるいはとさかと見えるのはすべて半透明の刃だった。獣の体毛とは異なった生え方をし、身体の全面、関節の内側にも隙間がない。長く伸びた首、突き出した顎あご、歯のない口こう腔こうは鳥類を思わせた。

　その黒衣は、現れたその巨人の正体を知っていただろうか。攻撃も反撃もせずに、即座に後退して逃げようとした。

　が。

　まるで間に合わない。巨人の腕の一振りで黒衣は動きを止めざるを得なかった──指の間から一瞬で伸びた刃が一本、黒衣の胴を貫つらぬいている。

　仮面の下からは悲鳴どころか苦く悶もんの息すら聞こえない。

　物言わぬ黒衣を見据えて、イーシス・オニキスが告げた。敵を射い竦すくめる、恫どう喝かつの囁きだった。

「最古の精霊のひとつ……戦いくさ精霊イシュカルリシア」

　その巨人の名を口にし、そして最後の言葉まで紡つむぐ。

「こちらが罠わなだ」

　それで終わりだった。

　巨人が右半身の刃をすべて逆さか立だたせる。刃は数倍にも膨ふくれあがると一斉に黒衣の黒装束へと殺到し、死体を細切れにした──剣の檻、槍やりの豪雨は標的を余あますところなく切り刻み、そのまま壁のごとく広がった刃は耳障りに砕け散った。

　その甲かん高だかい音から察すれば、刃は鋼はがねではない。もっと硬質な物体で、すべて硝しよう化かしている。この世で最も鋭えい利りな刃物だった。伸びた刃をすべて切り捨てて元の姿にもどった巨人は、嘴くちばしを天に向けると雄お叫たけびを発した。両腕を突き上げ、胸を張り、喉を振動させ、足の裏すべてで地面を鷲わし摑づかみにして。

　その声は巨人自らが語る名と、ただ純粋な存在としての務めを果たそうとする意志だけを強く示していた。数々の伝説に残る魔神の叫び。その中で。

「……封ふう緘かん」

　イーシスのつぶやきが、巨人を封じた。

　輝きが失うせ、精霊も消え失せる。イーシスは改あらためて剣を納めるとこちらに近づいてきた。巨人が身体から切り離した刃の檻も精霊とともに消えてはいたが、そこに残るはずの黒衣の死体はどこにもない。痕こん跡せきすら残らないほど分断されてしまったのだろう。

　そのイーシスの剣に組み込まれた球体。それを眼にして──

　メルソティは自然、眼を背そむけた。あまり見て気分の良いものではない。

　剣の柄に収められているのは水晶檻ではなかった。人間の眼球である。

　遥はるか昔に魔神を封じた水晶眼。この眼の本来の持ち主がどのような人物であったのかはなにも伝えられていない。が、遠い昔の人物である。その肉体が滅ほろんでも水晶眼だけは無傷で残る。現在その眼は柄の細工とガラス球に覆われ、視力のない瞳ひとみを今もなお世界へと向けていた。

（既に死したというのに、休むためのまぶたもなく残された眼球、か）

　メルソティは感傷的につぶやいた。魔神を封じたこの剣は元は聖庁レント・ジルオージラに厳重に保管してあったものだが、それを数十年前、帝国が強制的に接収した。そうした来歴がある。

「ひとり消したか」

　やはり無駄な言葉を、メルソティは吐き出した。自分が何故そうするか、不意に彼は悟った──死体すら残らないほど完全な殺人を見れば、かえってこうした無駄が欲しくなる。これは無駄ではない。むしろ必要なものだ。

　嘆たん息そくし、彼は繰り返した。イーシスが答えてこないことは承知していたため、ひとりで会話でもしなければあとが続かない。

「これで、兄の連れている黒衣は残りひとりということになるか。いくらなんでも、そうそう多くが辺境に残っていたということはあるまい」

「ええ」

「もし、あのふたりが追っていった黒衣を仕留めていれば、兄は丸裸だ──」

　拳を手のひらで撫なでながら意気を高めていると、やはりイーシスがあっさりと水を差してくる。

「いいえ」

　老人は、背後に草を踏む音を聞くより先に否定してきた。

「逃がしました」

　と報告を口にしたのは、草むらを踏み越えてもどってきたキザク・オニキスである。トリューもともに無事のようだった。

　さすがに半なかば驚きよう嘆たんして、メルソティはため息をついた──

「お前たちは感覚でもつながっているのか？　まるで互いのしたことがその場で分かるようではないか」

「そのために役割を決めるのです」

　憎らしいほど落ち着いて、イーシスがほかのふたりを示す。

「ふたりは黒衣を追いましたが、本気では追いません──相手はこちらを分断しようとしているのですから追えば追うほどこちらの不利を招きます。そして黒衣と一対一で戦う役のわたしが敗れた場合に、すぐにその取り返しがつく範囲内にいることがふたりの役目でもあります」

「だがお前たちは、今は事前に相談などしてなかっただろう」

　彼が抗こう弁べんすると、イーシスはやはり口調を変えないまま続けてきた。

「あらゆる状況を想定し、あらかじめ役割を決めておきます。分断への対応は比較的当たり前の展開です」

「……そうか。そうだな」

　自分に向けられた冷静な声音と、冷徹な眼まな差ざしと。相手を言い負かそうとむきになりかけていたことを自覚して、メルソティは咳せき払ばらいした。それこそ無駄なことだった。頑がん固こな老人と議論するなど。

　と、彼はもっと実際的な事こと柄がらに注意をもどした。腕組みし、軽く呼吸を止める。

　黒衣は逃げた。

（ということは、兄も逃げおおせたか。そのまま硝化の森に向かっている……目的はなんだ？）

　いつしか声に出してつぶやき出す。

「奴がどこに向かったかは大した問題ではない。彼の意図を考えるべきだ。帝都を失ったあの男が危険を冒おかして、なにをしようというのか──」

　視線を上げてメルソティは、順番に老人たちを見やった。見れば分かる。ここでも三人はとっくに結論に辿たどり着いている。

　試ためされるような心地で、彼は声を絞しぼった。

「契けい約やくなしでは生きられない男だ。精霊アマワを探しているに違いない。兄は、アマワが硝化の森にいると考えているのだな」

「妥だ当とうなところでしょう」

　それは兄に対してか、それとも自分の推測に向けられたものなのか。メルソティには分かりかねたものの、問い質ただすつもりにもなれなかった。

　変わらずに転がったままの首に気づき、彼は死体に同情を求めた──どうだ？　もしかしてわたしたちは瓜うり二ふたつの表情を浮かべていないか？

　だが彼が口に出して言ったのは、やはり幾分かは実際的な内容だった。

「ふむ……こいつらの守っていた倉庫に、我々の分の装備も残っているだろうか？」

　黒衣の逃げていった方角へと視線をやり、そして決心を固める。

「わたしたちも兄を追おう。硝化の森へ」

「はい」

　オニキスの老人たちは、やはりただ必要な同意だけを返してきた。




　フリウ・ハリスコーは硝化の森を踏みしめる自分の足元を見つめながら、一歩一歩歩いていた。規則的な呼吸が、いったんは白く丸く象かたどられてから消えていく。

　既すでに森に入ってから十数日が経過していた。よほど慣なれたハンターでもそろそろ引き返す頃合いではある。だがフリウの体感では、まだ目的地は遠いと思えていた。

　どれだけ進んでも硝化の森の風景は変化に乏とぼしい──が、危険は加速して極大化していく。警戒は常に必要なものだった。

　とはいえ彼女が黙だまっていたのは警戒心からではない。単に、止め処どもないラズの話を聞いていたからだった。大半は自慢話か相棒の失敗談である。常に脈絡のないところから始まり、そして終わりどころなく続く。

　だが彼女はそれをあえて遮さえぎった。

「ねぇ、どうしてふたりの昔話ってさ、ふたりから聞くとそれぞれ違う話になるの？」

　フリウが訊たずね聞くと、今まさに高潮を迎えようとしていたラズの話が止まった。

　彼女らは全体の最後列にいた。わずかに離れて鋼こう精せい霊れいをまとったマリオが先行するのは自然と決まった約束だった。あとはアイゼン、ラズ、サリオン、フリウの四人が特に決まった順番なく続く。今日はアイゼンとサリオンが前に立って前方を警戒していた。それに比べれば続くフリウらにはやることがないのだが、一応は時折後ろを見ておかなければならない。

　剣を持ち上げた格好で固まったまま──乱闘騒ぎについて殺た陣てらしきものまで披ひ露ろうしてくれていたのだ──、ラズは、それでも自信たっぷりに返答してきた。

「そりゃあ、奴が噓うそつきだからだよ」

　この主張に関してだけは、両者ともに共通している。

　どう答えて良いものか分からずフリウが眉み間けんにしわを寄せていると、傍らを飛んでいたスィリーが聞こえよがしにつぶやいた。

「噓つきクイズは人生のいたるところに待ち構えているな……〝さてこのふたりはどちらも噓つきです〟答えようがないが」

　それに対してラズがなにか言おうとした、その時だった。

　ふと気配を感じてフリウは前を見やった。前を歩くサリオンが小さくつぶやくのが聞こえてくる。

「なんだ？　マリオが……」

　列から顔だけ横に出して見やると、確かに先行していたマリオがこちらに背を向けたまま、足を止めている。待っているというよりは、立ち尽くしているようだった。

「崖がけでもあったかな？」

　と、これはアイゼンである。硝化の森で稀まれに遭そう遇ぐうする崖は、非常に面倒な障害のひとつだった──膝ひざをつくことすら危ない硝化の地で、段だん差さを上り下りすることは極きわめて難しい。さらに硝化の森でも使えるよう加工されたロープは貴重品でかつ重量もあり、せいぜい二十メートルほどしか持ち込めない。

「でもマリオに運んでもらえば──」

　フリウが提案する頃には、もう会話を聞き取れる距離になっていたのだろう。振り向いてきたマリオが声を発した。

「崖じゃないわ」

　近づくと、彼女が呆ぼう然ぜんとしていた理由はよく分かった。

　マリオが待っていた木々の壁の向こうは、まるで更さら地ちのように開けている。が、それは自然に生じたものなどではない。

「なにこれ」

　眺めて、フリウはつぶやいた。

　そこは、もとは今までと変わらない硝化の森が続いていたに違いない。が、今は見渡す限りの大量の木々が薙なぎ倒され地面も大きく抉えぐられている。とてつもない力が一撃で攫さらわなければ、こうまで巨大な傷きず痕あとはつけられまい──だが触れただけで人の骨まで裂さく硝化の木を逆に切り刻んで打ち倒す力とは、どのようなものなのか。フリウには想像がつかなかった。

　一言二言合図をかわしてから、アイゼンとラズが離れていった。あたりを探索してこようというのだろう。フリウは眼を凝こらし、破壊の中心を見定めようとした。倒れた木々には砂が降り積もり、これだけの規模の破壊があったのならば当然生じただろう粉ふん塵じんはもう大気にはない。

「いつぐらいに起こったことかな……これ」

　彼女が疑問を口にすると、サリオンは考え込むように光景を一望してから答えてきた。

「それほど前ではないんじゃないかな。木の折れた跡が新しいし、少なくとも何日も前ではないと思う。でもぼくらが物音を聞かなかったってことは、そう最近のことでもないだろうね」

　それは元警衛兵としての観察なのだろうが、フリウも同感だった。

「そうだね。でも、なにがこんなことしたんだろう」

「精霊以外には考えられない」

　突き刺すような口調で、マリオが割り込んでくる。彼女は鋼精霊に覆われた指で破壊の中央あたりを指し示した。

「ほとんど原型を留めていないけど、あそこに精霊の死体が見える。精霊同士が戦って、こんなことになったのよ」

「恐ろしいな。人知を越えてる」

　サリオンが囁ささやくのを聞きながら、フリウは刮こそぎ取られた地面を爪先で軽く蹴けった──地面は硬い。砕かれたわけでも、吹き飛ばされたわけでもない。

（鋭利な刃物で斬られたみたい）

　刃物で断ち切られた傷が、それこそ数万本も数十万本も地面を切り刻んでいる。硝化の木々を粉々にしたのも同じ刃物だろう。

　これが一本や二本ならば、たとえばマリオの鋼精霊にも同じことはできるに違いない。が、規模が違い過ぎる。

（それはどんな精霊なの）

　こんな破壊は見たことがない。

　いや。

　左眼の奥に鈍にぶい痛みを感じながら、フリウは訂正した。見たことはある。同じ規模で似たことができるであろう精霊が、彼女の眼球に封じられている。

　アイゼンとラズがもどってくるまで、一時間ほどはかかったのだろう。その間ずっとスィリーの無駄話を聞き流しながら、フリウらは特に言葉をかわすこともなく待っていた。帰ってきたラズが、手招きしながら報告を口にする。

「人間の足跡を見つけた」

　その声にはいつもの軽薄さも調子の良さもなく、熟練した剣士の本性といったものすら感じさせた。

　彼に連れられて全員で移動する。と、確かに複数の人間が野営した痕こん跡せきと足跡が発見できた。足跡は遥か遠くから続き、そして破壊の中へと向かっている──恐らく順番としては、彼らが入っていった後にこの破壊が起こったのだろうが。

「森のこの域まで、精霊への備そなえなしで入ってくることは無理だ。こいつらきっと精霊使いだな」

「じゃあ、あの死んでた精霊はこいつらの連れていたものか？」

　推測を語り合うアイゼンとラズに、マリオがかぶりを振る。

「一度、あの破壊跡の向こうまで飛んでみたんだけど、そこからも足跡が続いていた。むしろ、彼らの精霊があの破壊を起こしたと考えるほうが正しいんでしょうね」

　会話をよそに、フリウはただ足跡を読み取ろうと観察を続けていた。気を紛まぎらわせようと顔をこする──肌を刺さす冷気に頰が凍こおりそうだった。

「四人」

　時間はかかったものの結論を出して、フリウは身を起こした。

「全部で四人……だと思う。この足跡。その方角ってことは、森の奥に向かってる」

　すると、アイゼンが付け足してくる。

「別の場所には、もうふたり分の足跡があった。この四人は、どうやらそのふたりを追跡しているみたいだ」

　防寒服の胸に拳こぶしを押しつけ、フリウは身を震わせた。綿に包まれた身体は熱を保っていたが、その内臓に氷を差し込まれたような心地を覚える。

　寒さむ気けはそのまま結論を押し出そうとしていた。素直にそれを読み上げる。

「あたしたちより先に、森の最さい奥おうを目指してる人たちがいる」

　あれだけの破壊をもたらす精霊を引き連れて先行している。

　一同の沈黙の中──

「ま、別に先着順ってものでもないだろうしなぁ」

　人精霊の声にだけは、緊張に類るいするものは含まれていなかった。







　第五章　ダブル・インパクト

　　　　　　（多重破壊者）







「足あし跡あとを追っていけば、いつか必ず出くわすことになる。そこまでは道どう理りの問題だ。そいつは分かるな？」

　森の奥へと続く、複ふく数すうの足跡。それを剣の先で示してラズが聞いてくる。

　フリウはうなずいた。

「うん……でも、この人たちがあたしたちと同じ森の最さい奥おうを目指してるのなら、結局いつかは会うことになるんじゃないかな」

「分かった。なら、足跡を追っていったほうがいくらか安全だ。じゃあ、遭そう遇ぐうしたらどうする？」

　それに対しては即そく答とうできず、彼女はラズの顔をしばし見上げた。剣けん士しはゴーグルの奥から真剣な眼まな差ざしを見せている。フリウは自分の答えを言うよりも、ふとどうして彼のような男が自分にそれを問うのか疑ぎ問もんに思った。

　問うて聞くだけではない。彼女が返答すれば、彼はそれを真剣に受け止めてくれるだろう。受け入れるかどうかは彼次第だが、はぐらかすことも聞き流すこともなく考えてくれるに違いない。

（どうして？）

　何か月かともにいたという程度の知人に過ぎないが、フリウが知る限りラズは手て練だれの剣士だった──そして何十回となく硝しよう化かの森で精霊を狩かってきたハンターであり、そして生きつ粋すいの調子者でもある。もっともそれが本当にどこまで生粋であるのか、それは時折見せるこうした表情によって確信が薄うすらぐこともあった。

　彼はよく剣の練習をフリウに見せてくれた。そしてその度たびに、自分は氷ひよう海かいの剣士にも引けを取らない凄すご腕うでだと強調した。フリウはその氷海の剣士なるものがなんなのか知らなかったため特に否定したことはなかったが。

　腕が立ち、自分の力量に自信を持った若いハンター。今、それに問われている。フリウは改あらためて考え込んだ。うつむいて思し案あんを重ね、そして口を開く。

「この足跡の人たちが誰だかは分からないけど、でもそれはきっと敵なんだと思う」

「どうして」

　その場にはもちろん彼と彼女ふたりだけではなく、アイゼンもサリオンもマリオもいた──が、誰も話を見守る形で中に入ってはこない。

　今度はそれほど間をおかずに、フリウは考えを付け足した。

「今この時に、あたしと同じ場所に向かおうとしているのは、きっと同じ目的を持っている人たちなんだと思う。あたしの父さんと同じ目的を」

　胸への支つかえを覚えたのは気管を刺さすような熱い空気のせいだった。唐とう突とつに湧わいた怒り。

「でもその人たちは、今まで一度も父さんを助けようとしなかった。父さんはひとりで戦っていたもの」

　と、その言葉に反応を見せたのはひとりだけだった──ほんのわずかな変化だが、マリオが小さく眉まゆを動かしたのが見えた気がしてフリウは訝いぶかった。

　マリオはなにか気づいたことがあったに違いない。が、なにも言ってこないということは、話すつもりはないのだろう。追及するべきかどうか逡しゆん巡じゆんしている間にラズが剣を鞘さやに納めながら声をかけてきた。

「父さん、亡くなったんだってな」

　ラズの手袋は特別製で、利きき手だけ指を外に出せる隙すき間まがついている。もちろん普ふ段だんは指を外に出すことはないが、剣を扱う際には微び細さいな触覚が必要だからというのが彼の主張だった。

　その手に軽く頭を触ふれられ、フリウはその重さに任まかせて顔を下げた。

「……うん。帝都で」

「しかし敵って、あれだけのことができる連中と敵対するのなら大変なことじゃないか」

　サリオンが話題を変えてくれたのは、こちらへの気き遣づかいなのだろう。沈しずみかけていた感情をなんとか持ち上げて、フリウは背はい後ごを見やった。先行しているその集団がもたらしたと思われる森の破は壊かい跡あとは、かなり歩いた今からでも目もく視しできる。

　適当に周囲を旋せん回かいしていた人じん精せい霊れいが、こんな時だけ発言してきた。

「ま、小こ娘むすめに増ぞう長ちようはつきものだからな」

　フリウはポケットからマデューの水すい晶しよう檻おりを取り出し威い嚇かくしたが、人精霊は多少高度を上げるだけで懲こりずに後を続ける。

「むしろ増長しないでなにが小娘か。次はきっと、測はかりもせず目分量でカーテンを買う。最悪だ。足りなくても長すぎても最悪だ。ああ俺は憂うれう。物差しの使い方を知らんわけでもあるまいに」

「うるさいなー」

　いくら口を尖とがらせても手がとどかなければどうしようもない。文句を言いながら水晶檻をまたしまい込んでいると、ラズが陽よう気きな調子にもどって声をあげた。

「ま、凄すげぇ精霊ならこっちにだってあるさ。な？」

　彼が普段の気安さを見せてくれたことに少なからず安あん堵どして、フリウはうなずいた。

「うん……」

「これはずっと思ってたんだが、俺ら理想的なチームだぜ？」

　片目を閉とじてそんなことをつぶやく彼には──

　喉のどから出かかった言葉も吞のみ込むより他になかった。

（どうしてラズは、そんな簡単に信じられるのかな）

　が、疑問を咀そ嚼しやくするような間もなく、サリオンが手をあげる。

「今まで以上に注意しながら進もう。相手がこっちに気づいてない保証なんてないんだ」

「そうだな。隊たい列れつを少し変えよう。フリウとラズは今までより距離を空あけてついてくること。一いち網もう打だ尽じんになるのは避さけたい」

　アイゼンは言ってから、顔をしかめて人精霊の姿を視線で追った。

「あいつも斥せつ候こうとかしてくれたら助かるんだけどな」

「無茶だよ……スィリーに役に立てなんて」

　心の底から、フリウはつぶやいた。




「結局この隊列ってさ、一番危険なのはマリオよね」

　再びラズと並んで最後尾を歩きながら、フリウは訊きいた。

「なんでマリオは、文句も言わずにその通りにしてるのかな」

　彼女らは続けて足跡を追っていた──そのためはぐれることはないが、それぞれだいぶ距離を空けている。一番後ろを歩くフリウらより、マリオ・インディーゴは百メートルほど先行していた。その中間に、アイゼンとサリオンがいる。スィリーはいつものように気ままについてきていた。今はアイゼンの頭上につきまとっているらしい。ハンターが不ふ機き嫌げんに腕を振り回して追い払おうとしているのが後ろから見えた。

「んー？」

　剣けん帯たいの位置が気に入らないのか、先ほどからいろいろ確かめながらラズが答えてくる。

「そうとも言えないんじゃないか。なにかあった時、無事に回かい避ひできる可能性が高いのはあの娘だろうし」

「そうだけど」

「サリオンはあれでも元警官で目め端はしが利きくが、硝化の森には不ふ慣なれ。だからアイゼンがついてる。俺は君の護ご衛えい役やくさ。理想的なチームとは言ったが、本ほん音ねを言えば少し人手が足りないな。本当は荷物持ちと斥せつ候こうがあとひとりは欲しい」

　彼の言葉に、フリウは思いついた。

「マデューとお父さんがいてくれればちょうどだったね」

「ああ、あいつらか。そういやそうだなぁ」

　頭を搔かいてラズがぼやく。

　硝しよう化かした砂すなを踏ふみしめる耳障ざわりな足音。溶とけない新雪を踏むような感触をえんえんと繰り返し、森の中を進んでいく。雑ざつ談だんをしながらも、不意に飛び出ている枝に首くび筋すじでも撫なでられれば大変なことになるため、警戒は解とけない。

　ラズはまたもしばらく剣帯の締しめ位置を変えるのに苦心していたが、やがてあきらめの印か舌打ちをした。森に入るとトレーニングができないため体格が変わるのだというのが彼のここ数日の愚ぐ痴ちだった。

　唐とう突とつに、彼が声をあげる。

「あいつら、探さがしてみるか。そうしたら本当に理想チームだ」

　フリウは彼を見上げて、きょとんとした。彼の右側を歩いているため、ラズの顔を眺ながめるには首を大きく曲げないとならない。

「まあ別にあいつらじゃなくてもいいんだが……体力ある奴と、はしっこいのを見つければいいんだよな」

「今からまた森を出て探すの？」

　続けるラズにフリウが問いかけると、今度は彼が呆あつ気けに取られた顔を見せた。

「なに言ってんだ。これが終わってからのことを言ってんのさ。特に行くあてないんだろ？　だったら組んで仕事でもしようぜ」

　彼はまったくの真ま顔がおだった。

　眼を見開いたままフリウは絶ぜつ句くしていた。とりあえず、なんとか出せる言葉だけは口に出してみる。

「な、なんで？」

「あれ。行くあてあったのか」

「ないけど……そうじゃなくて、なんでそんな話に」

　フリウが訊くと、彼はますます困ったように首を傾かたむけた。

「なんでって言われてもな。普通、考えねぇか？　先のことくらい」

　それは正論なのだろうが、彼女が言いたいこととは微妙に違った──いや、自分で思っているほどには違わないのかもしれない。どう判断を下したものか分からないまま、フリウは続けた。

「なんで、あたしなの？」

「さっきから何な故ぜってばかり言うんだな」

　ラズは見せつけるように大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。

「そういうの、いちいち聞くまでもないことだろ」

「どうやって聞かずに分かるの？」

　思わず身を乗り出したため、ラズに体当たりしてしまいそうになる。彼はそれを軽くかわしてから、逆に訊たずね返してきた。

「聞きゃ分かるのか？」

　と。

　鼻先をかすめるようにして薄うす青あおい羽が通り過ぎていった。見ると人精霊がまたもどってくる。

「いささか行き過ぎたようだが、しかし人生はいつも行き過ぎる」

　やはり余よ計けいなことをわざわざ挟はさんでから、スィリーは両手のひらをこちらに向けた。

「いや、待て小娘。懐ふところに入れた手をゆっくり外に出せ。愚かな真似はするな。今の俺はメッセンジャー。メッセンジを聞かねば後悔するぞ。うむ」

「メッセンジ？」

　取り出しかけた水晶檻から手を離し、フリウは疑問符を含めた。と、スィリーも不思議そうに腕組みする。
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「ん？　いや俺は間違ってないはずだ。メッセンジャー、メッセンジ。確実に正解だ」

「それはどうでもいいから。どうしたの」

　フリウが告げると、今度はあっさり人精霊は答えてきた。

「いや、あの金属小娘がいなくなっちまったらしいぞ」

「え？」

　行く手を見やると、アイゼンらが立ち止まって手招きしている。ラズと顔を見合わせてからフリウは急いでふたりに追いついた。

「足あし跡あとが途と切ぎれてるんだ」

　待っていたサリオンが、最初に発してきた言葉がこれだった。

　見ると、確かにそれまで地面にはっきりと残っていた通過の痕こん跡せきが奇き麗れいに消えてなくなっている──四人分の足跡だけではない。先行していたマリオのものすら途と絶だえていた。

「どうも、彼女が急ぎすぎてるなと思ってはいたんだ。だんだん追いつけなくなって、姿を見失ったと思ったら」

　説明しながらアイゼンが、手品でなにかを消すような仕し草ぐさをしてみせる。

「あの娘は飛べるから……」

　サリオンは今まで進んでいた方向に首を伸ばし、森の奥を見通そうと無む駄だな努力をしている。と、近づいたフリウに合わせてこちらに顔を向けた。気遣わしげないつもの顔に、虚きよを突つかれたような拍ひよう子し抜ぬけの気け配はいを混まぜて奇妙な表情を浮かべている。

「彼女も足跡がなくなっているのを見つけて、飛んで追いかけていったのかもしれない」

「後こう続ぞくになにも言わずにか？」

　彼の推すい測そくをラズが否定する。

「それより、足跡を消していったのもあの娘だと俺は思うね──例の鎧よろいの振しん動どうで地面を削けずりながら、自分も浮かんでいけばできるだろ。そのほうが筋すじが通ってる」

「もうひとつ可能性がある」

　言うが早いかアイゼンは、荷物から鉄てつ棒ぼうを数本取り出した。組み合わせると長い一本の棒になる──それを手早くつなげながら、

「敵が俺たちの追つい跡せきに気づいて罠わなを張り、先頭を歩いていたマリオを始末した。ま、どの説にも根こん拠きよと言えるほどの根拠はないな」

　言葉とは裏腹にアイゼンは鉄棒を組み立てると今度は剣帯を取り出し肩に固定した。小振りな投剣を何本も吊つるした帯である。

「どうするの？」

　戦闘準備を整えるハンターに不安を感じながら、フリウは問いかけた。空気の冷たさよりも重く厄やつ介かいな不安感が胸の内を圧あつ迫ぱくする。ラズが理想と評した体制は、それを体感することすらないままに崩ほう壊かいしてしまった。

　短剣を抜いて確かめながら、アイゼンが振り向いてくる。

「変化には対たい処しよする。硝しよう化かの森じゃ、それだけは忘れちゃならない」

「あたしは、どうすればいい？」

「どうするのかは状況次第だが……君は俺たちの切り札だ。まずは君の安全を確保する。その上で君が敵を無力化しなければならない。分かるか？」

　告げてくるアイゼンに続けてうなずき、フリウはなんとか理解に努つとめた。今のところ、彼の話は吞のみ込めた。彼はそのままてきぱきと後を続けてくる。

「隊列を変えよう。先行は俺。残りは三人でついてくる。ただし互いが見える距離は保たもつこと」

「俺とサリオンが護ご衛えい役やくだ」

　と、ラズが背中の荷物を軽く叩たたいてくる。フリウは思いつきながら言いあぐねた言葉を喉のどの奥で転ころがした。

（……でもあたしは、守られなくても死なないことになってるかもしれないのに）

　彼女を守ろうとすることで、三人が危険にさらされるということは考えられる。だが、どう説明すればいいのか──

　視界に入ったサリオンの顔が、無言のまま首を左右に振ってみせる。フリウが迷まよっているうちに、彼はかがみ込むように顔を近づけてきた。

「正しいことに従したがうべきだ。ふたりの判断は納なつ得とくできる」

　彼の囁ささやきにフリウは顔を伏ふせた。そんなことは分かっている──分かっているつもりだった。が。

（あたし、人の言うことよりも精霊アマワとかのことを信じそうになってる……？）

　彼女の肩に置かれているサリオンの手に触れようとフリウは手を伸ばしかけたが、ほんの数すう瞬しゆん遅おそかった。躊ちゆう躇ちよ──自分でも正体の知れない躊躇──をしているうちに、サリオンの手は速すみやかに離れていってしまった。彼は向き直って、アイゼンに自分の役割分担を確認している。

「じゃあぼくが連絡係になろう。なにか異変があったらぼくが伝言に行く。ラズはフリウの傍そばを離れないほうがいいだろう」

　仕方なしに自分で自分の肩にだけ触れてフリウは全員を見回した。

　何故。ラズに問い返されたその言葉を、今度は声に出すことなく嚙かみしめる。

　どんな物事にも、どんな言葉に対しても据すえ付けることのできる〝何故〟──だが返ってくる答えには限りがある。

　心の実在を。

（もし心の実在を証しようしたなら、人は信じることしかできなくなる……）

　精霊アマワの、いや御み遣つかいの言葉を胸きよう中ちゆうで唱え、フリウは不ふ快かい感かんに身もだえた。




　数時間ほど進んでから休きゆう憩けいを取り、再び硝しよう化かの森の奥を目指す。進行速度はこれまでのものと変わらないが、呼吸と心しん拍ぱくの数は増えていった。

　傷を撫なでるように静かに足音を忍しのばせても、硝化の森では砂すなの擦こすれる音を消すことはできない。さほど大きな音というわけではないがその耳障りな雑ざつ音おんは意識の表ひよう層そうを引っ搔き続けた。

「人生は出会いと別れ。これはまあ故こ事じ成せい語ごなわけだが、どう考えても別れより出会いのほうが多い」

　スィリーの無駄話を聞き流すため、フリウは自然と注意を足音に集中していった。

「何度も数えてみたんだから確かだ。だが誰に訊いても、出会いより別れのほうが厄やつ介かいだと言う。どういうことだ？」

「──リウ。フリウ」

「……え？」

　ついでに別の声まで流しかけていたことに気づき、フリウは我われに帰った。なにも変わっていない。ラズとサリオンは彼女の両りよう脇わきを固め、頭上の人精霊が成り行きなど気にせず話を続けている。

　ラズは足を止めないまま、また顔の向きさえ変えずに剣の柄つかに手をかけている。

「来るぞ。多分な」

「どうして？」

　彼女が訊ねると、彼は剣を振るう空間を確保するためだろう、いくらか距離を空けながら後を続けた。

「今、油ゆ断だんしてたろ？　なら来る」

　それが単なる警けい告こくなのか、それとも彼が本心から言っているのか、判断するのに数歩を要した。

　日ひ暮ぐれまではまだ間があるが、傾きかけた陽光は少しずつ暗がりを作りつつある。光に煌きらめく硝化の森はこの段階でもまだ明るい。ばつが悪くなり、フリウは森の奥を見み透すかそうと眼を細めた。刹せつ那な──

　眼にも止まらない速度で銀色の線せんが、木々の隙すき間まを縫ぬって飛来してくる様を確かに見た。遥はるか遠方、それこそ数百メートルの奥だろう。即そく座ざに、念ねん糸しだという見当はついた。見えない距離から放たれたその念糸は狙ねらいを迷うこともなく、無む防ぼう備びなサリオンの首に巻き付いた。

「サリオン！」

　フリウは叫さけんで、彼の身体に触れた。防ぼう寒かん着ぎ越しの肌の感かん触しよくに手のひらを食い込ませて、感じる──彼を捕らえた念糸と、その繫つながり、経路を。

（できるはず──）

　自然と生まれた確信に乗って、フリウはサリオンの身体を通してその念糸を追跡した。思った以上に遠い。その距離からこちらの位置を確認することもなく念糸をとどかせる使い手が実在することに戦せん慄りつする。歯を食いしばり、フリウもまた渾こん身しんの力を搾しぼって念糸を放った。敵の念糸を追跡すれば、こちらも同じことができる。

　こちらもまた相手を念糸で捕らえれば、敵もおいそれとサリオンを攻撃することはできなくなるはずだった。が。

　自分の紡つむいだ念糸が相手に触れるのを感じながらフリウは叫んだ。かからざるを得えない罠わなにかかってしまったことは、自分でも分かっていた。

「……あたし、封ふうじられた！」

　敵はサリオンの身体から念糸を解とこうとしない。この状態を維い持じする限り、彼女もまた念糸を外はずすことができない。

「フリウ、ぼくのことは構かまわずに──」

「黙だまって！」

　言ってくるサリオンを、フリウはただ一いつ喝かつして黙らせた。視線を振って、ラズに合図を送る。

　ラズは察さつしてくれたのだろう。すぐに念糸を辿たどって駆け出そうとした。彼に託たくすのは儚はかない希望ではあった──距離がある上に敵は恐らく複数いる。それでもほかに手はない。

　が、アイゼンが制止する。

「お前は行くな！　俺のほうが速い」

　鉄棒を投げ捨て、代わりに森の奥へ突進しようとした彼の上に。

　巨大な木の枝が落下した。咄とつ嗟さにフリウは警告の声を発しようとしたが、まったく間に合わない。硝化した木から折おれ落ちてきた太い枝が地面に激突すると、爆発するように砂が舞った。これが直撃していれば、いや身体にかすめただけで防寒服は裂さかれていたに違いない。

　が、アイゼンはフリウの反はん応のうよりも数段早く跳とび退のいていた。鉄棒だけが枝の下敷きになって視界から消える。もう二度と取り返すことのできない硝化の砂の下に。

　平へい衡こうを失いながらも倒れずに済すんだのは、彼の運動神経の賜たま物ものだろう。同時にアイゼンは短剣を抜いて身構えていた──枝を落とした木の上を睨にらみ据すえて。

　樹上にいたのは、全身に黒装束をまとった男だった。顔まで黒布で覆おおい、隠かくしている。

　その姿には見覚えがあった。

（爺じいちゃん……⁉）

　自然、フリウはうめいていた。あり得ないことだと分かっている。死人は蘇よみがえらない。そんなことは、拭ぬぐっても二度と落ちないほど身に染しみている。

　だがそれは、リス・オニキスの生前の姿に酷こく似じしていた。

　もっとも、それはよく見れば多少の違いはある。現れた老人の黒装束はリスのものとは異なっていた。軽装の防寒服に黒色の上着を羽は織おっているのだろう。覆ふく面めんの上にゴーグルも着けている。

　枝を折ったのは黒装束の男が紡いだ念糸だったらしい。銀色の思念通路を、腕に巻きもどしていくのが見えた。ゴーグルと覆面から覗のぞく眼は目まぐるしく動いていた。まずはアイゼンを、ラズを、サリオンとフリウとを見て取り、そしてもとにもどる。

　老人だ──とフリウは直感した。この黒装束もリスと同じ老人だ。立ち居振る舞い、眼の色、すべてがあまりにリスと似すぎている。同じような体格、同じような境きよう遇ぐう、同じような信念、きっと声まで同じなのではないか。その勘かんは、警告をも自然に引き出していた。リスと同じく、この老人は危き険けんだ。

　老人は、その樹上でずっと待ち構かまえていたのだろう。こちらの進行を見張った上で、恐らく通るであろう経路を予測した上で。考えるまでもなく、硝化の木に登るなど正気の沙さ汰たではなかった。そのために警戒を忘れていた。

　なにもかもが迂う闊かつだった。

（爺ちゃんなら、きっとそう言うね。あたしが迂闊なだけなんだって）

　現れたその黒装束の姿を見れば、老人の声は否いや応おうなく蘇ってくる。

　だが、恐ろしいのは待ち伏ぶせではない。

　身動きできないまま、フリウは必死に思考だけを回転させ続けた。この老人は声すら出さず、仲間に不ふ意い打うちの機を伝えてそれを実行したのだ。

　樹上で動かないその男に、アイゼンが剣を投げつける。が、下方から投げつけたところで十分な効果は得られない。とどかなかった短剣など相手にせず、老人はぶら下げるようにしていた右手を胸の位置まで持ち上げた。その老人の意図は、フリウには痛いたいほど理解できた。

　老人はその場所から下りる必要もない。安全な位置から念糸を紡ぐだけで全員を殺すことができる。

（念糸の攻撃に対抗できるのは……あたしだけなのに）

　自分は動けずにいる。

　が、この態たい勢せいを維い持じしたところで結局は殺される。

　サリオンの服へしがみつく手に力を込めて、フリウはうめき声をあげた。

　状況を判断すれば、答えはひとつ。

（サリオンを見捨てれば、三人は助かる可能性がある）

　違う。

　たったひとつの正しい答えなどない。今まで一度たりとなかった。

「あああ……ああ……」

　既すでにまぶたは閉じ、なにも見ていない。頭を下げ、肩を震わせてフリウは肺はいを絞しぼった。うめきは声になり、叫びになり、祈いのりにまで高まっていく。

「あああああ！」

　身体の向きを変え、張り裂けんばかりの喉とともに眼を見開いて、フリウは老人の姿を指さした。

　可能性を覚えていた。これが可能であるということを記憶していた。

　フリウが念糸を放つと、それは瞬時に老人の身体へと巻き付いた──サリオンの身体を通した一本目の念糸は残したまま、二本目の念糸が。

　覆面を通して見えたわけではないが、老人の顔色が変わった。今度は逆に、フリウがふたりを相手に念糸を封じている。老人はこの場合のセオリーとしてフリウへと念糸を使わざるを得ない。でなければ一方的にフリウに倒されることになる。

（勝った……あたしは、封じられてない！）

　ぎりぎりの高こう揚よう感かんとともに念ねんじた、その時だった。

　違和感を覚えた。老人は念糸を紡つむごうとしない──いや、紡いではいる。だがその念糸をフリウにではなく別のものへと繫つなげたように見えた。同時に、懐ふところから細長いものを取り出してみせる。刀身の反そり返った短い剣を。

　装そう飾しよくは凝こったものだった。それは遠目にも分かる。中でも目立っていたのは柄の先端に仕込んである白い宝石だった。老人の念糸は、その宝石に触れている。

　水晶檻。老人は、開門式を唱となえようとしている。

（殺さないと、精霊を呼び出される）

　息を吞のむ。念糸によって敵を捻ねじり切る。それは容易だった。容易過ぎた。背筋に走った戦せん慄りつが、恐れによるものか、力で相手を支配する予感によるものか──その疑問こそ、おぞましく神経を引き裂く。高揚感はそのまま失意の奈落に吸い込まれた。だが、殺さなければ全員死ぬ。

「あ……」

　気が付けば、肺に詰まった息はそのまま吐き出されていた。

　半秒ほどだろう。フリウは掲かかげていた自分の腕がゆっくりと下がっていくのを見下ろし、身震いした。彼女の念糸は解とけていた。二本とも集中を失って虚こ空くうを漂ただよい出す。

　サリオンの短い悲ひ鳴めいが耳に入ったが、振り向く力も残っていない。敵の念糸によって打ち倒されたサリオンが背後で転てん倒とうした──足元に落としていた視線に、彼のほうから転がり込んでくる。凍こおり付いた舌に喉を焼かれ、フリウは声も出せず彼を見ていた。硝化の森で倒れることは無論のこと危険極まりないが、サリオンが神経質なまでに防寒服を几き帳ちよう面めんに着こなしていたことが幸さいわいした。一応の受け身も取って、防寒服が破れることはぎりぎり防いでいる。もっとも、敵の念糸が彼の身体にどのような効果をもたらしたのかはまだ分からない。

　とにかく、まだ息いき絶たえてはいない。苦く悶もんにうめくサリオンを見つめ、フリウは自分まで倒れかかっていることにようやく気づいた。踏みとどまり、拳こぶしを握る。

（眼を閉じちゃいけない）

　口の中で、フリウは繰り返した。

（殺されても仕方ないのに、ここまで生きてきた……だから、あたしひとりがつらいからってだけで今さら死ねない）

　腕を振り上げる。その手で防ぼう護ごゴーグルをむしり取り、両眼を見開いた。

　敵を見据える右眼の光と、視力のない左眼の闇やみとを、両眼の奥にある別の視覚が同時に見据えている。

　老人が木から飛び降りた。

　硝化の木に登ることが正気でないならば、飛び降りることはさらにそれを上回る。森の砂は一粒一粒がすべて致命的な刃やいばだった。重力のままにそこに飛び込めば、靴が保もつはずがない。

　が、老人の身のこなしは道理をねじ伏せた。柔らかく膝ひざを曲げるだけでその衝撃を受け流すと、こともなげに立ち上がる。

　アイゼンとラズが、ともに動いた。ラズは老人の胴に水平に剣を抜き放つ。だが彼の裂れつ帛ぱくの気合いはそのまま空から振ぶりした。老人は大きな動きすら見せずに水晶檻の剣でその斬ざん撃げきを打ち払った。さらにアイゼンが投じた剣もまた、体たいを反転してやり過ごす。

　勢い余あまって通り過ぎるラズ、もとより離れていたアイゼン──老人はさらに一歩を踏み込んだだけだったが、それだけでふたりは完全に戦いの間合いから外はずされてしまった。ふたりが再び間合いを正すまでには数秒かかるだろう。老人は、その間にすべての決着をつけるつもりでいる。

　フリウは相手の意い図とを読み取ると、両腕を広げて真正面に構えた。彼女もまた、その時までに開門式を唱え終えていた。

「開門よ──成れ！」

「開封」

　ふたつのつぶやきが、ふたつの精霊を解き放つ。

　水晶眼の視界が開くとともに、フリウはさらに次の集中に努めていた。破壊精霊は、解き放たれれば視界の中にあるなにを破壊するか分からない。今、彼女の視界にはアイゼンとラズも含まれていた。これはまったくの賭かけだったが、その賭けを少しでも確かなものにするためには一瞬で確実に閉門式を唱えなければならない。

　破壊の王者たる精霊──自称するその名の通り、ウルトプライドは敵を見分けなどしない。何者にも脅きよう威いを感じることなく、在あるものすべてを等しく破壊する。恐らくは、手近にあるものからなにもかも。

（なら多分、真っ先に攻撃するのはあたしの視界の真ん中にいる相手……）

　眼前の敵に集中し、フリウはそこに銀色の巨人が現れるのを待った。銀の肌はだ、銀の背せ骨ぼねを震わせて破壊精霊が咆ほう吼こうする。威い嚇かくではなく、純じゆん然ぜんたる衝しよう動どうの叫び。そして。

　まったく同時に、巨人の前にもまた別の巨人が現れる。

　それは予想していた──老人が剣の水晶檻から精霊を解放するのは見ていたのだから。

　身の丈は、両者ほぼ等しい。

　だが老人が呼び出した精霊は人というより鳥とりのような風ふう貌ぼうをしていた。全身を剣で埋うめ尽つくされ、それを広げれば体格は数倍にもなる。鈴にも似た音を奏かなでる刃の群むれを見て、フリウは例の破壊跡を思い浮かべていた。

　無数の、無限数の刃に切り裂さかれた巨大な傷きず痕あと。硝化の森の、最も鋭えい利りな木々をも切せつ断だんしていた。

　二体の巨人、その声が混まざり合う。

『我は破壊の王、ウルトプライド──』

『我は戦いくさの王、イシュカルリシア──』

　破壊精霊がその拳を振り上げる。

『すべてを溶かす者！』

　対してイシュカルリシア──戦精霊は身体を丸め、全身の刃を前方へと向けた。

『すべてを消す者！』

　輝く刃が膨ぼう張ちようする。

　伸張したすべての刃が破壊精霊の身体を貫つらぬいた。どの部位も隈くま無なく、隙すきもなく。

　だが。

　破壊精霊はそれでも止まらない。身体を粉こな々ごなにされながら、拳だけは振り下ろした。その先せん端たんが轟ごう音おんとともに戦精霊の胴の中央へと突き刺さる。

　すべての刃ごと、戦精霊が砕くだけ落ちた。破壊精霊もまた細切れにされ──

　ふたつの巨人は、その場で消えた。

「くっ……！」

　激しい痛いたみに左眼を押さえ、フリウは右眼だけで老人の姿を探した。精霊は消えたが、滅ほろびたわけではない。もとより水晶眼の中にいる精霊は開門式を唱えたところで外に出られるわけではない。視界に現れるのは、水晶眼からかろうじて投とう射しやできるその精霊の幻像に過ぎなかった。

　が、幻像とはいえ破壊精霊の力そのものである。それが相あい打うちに砕かれた。眼の中の精霊が力を回復するのには時間がかかるだろう。その苦く痛つうが伝わってくるものなのか、水晶眼からの痛みは耐たえ難がたいものだった。顔を搔かきむしりたい衝動をなんとか堪こらえ、フリウはあたりを見回した。あの老人を探し当て、今度こそ念糸で無力化しなければ。
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　首を左右に振りながら、自分が水平に立っているのかどうかも自信を持てずフリウが四苦八苦していると、真っ先に見えたものは青いひらひらした羽はねだった。

「よぉ」

　気楽に手をあげる人精霊に、答える言葉を思いつけず、フリウは無視しようとした。が、別方を向いた彼女の視界に、しつこくスィリーは回り込んでくる。

「ん？　なにか探し物か？　探し物の九割はハサミと決まっているが」

「違うよ。邪魔しないで」

　ただでさえ激げき痛つうで気が遠くなっているところに、人精霊の無駄話は煩わずらわしいだけだった。手を振って追い払おうとするがその目もく測そくさえ利きかない。

　と。

　涙でにじむ右眼の視界になにも見つけられないまま、人精霊のものとは別に耳に入ってくる声があった。

「まだ戦いを諦あきらめないその意い気きや良よし、というところだが──」

　背後から、足音とともに現れる理性的なその声は、かえって感情を逆さか撫なでする。吠ほえながら、フリウは振り向いた。そこに、その男はいた。老人ではない。

「君たちの負けだ。我々がここまで、君たちを殺さずに捕とらえようと努力したことには気づいて欲しいな」

　若い男だが、サリオンよりも年上だろう。あるいは若いのは見た目だけで、父と同じくらいかもしれない。武器は持っていないが、倒れたサリオンのすぐそばに寄って、その足をサリオンの身体に当てている。

　その意味は理解できた。サリオンは仰あお向むけに倒れている。が、蹴け転ころがされれば硝化の砂に顔を埋うずめることになるだろう。

　苦い感情を嚙かみ潰つぶし、フリウは声をあげた。

「アイゼンを、殺そうとした！」

「……うん？」

　男は本気で分からなかったのか、不思議そうに顔をしかめた。が、落下した硝化の枝を見つけてから苦笑し、

「ああ、まあ、できる限りという話だ」

「終わりました」

　横から口を挟んだのは、例の黒装束の老人である──両手でそれぞれアイゼンとラズの腕を捻ひねり上げ、悪態をつくハンターらを拘こう束そくしている。

　その姿は見れば見るほど、覚えのある老人を連想させる。フリウの視線に気づいたのか、先の男が笑みとともに言ってきた。

「我が兄は君のもとにノニ・イシュカリスを送り、わたしはリス・オニキスを遣つかわせた。この者たちはオニキスの老人という」

「え……？」

「運命を切りひらくのは人の意志だろうか」

　フリウの問いかけとはまったく別に、その男がつぶやいた。防寒服の手袋に覆おおわれているというのに、その指先の仕草にまで優雅さがある。語ることに慣なれた動作だと、フリウは感じた。

　男は語り続ける。

「本当にそうだろうか。常に、人は従うことを選ぶ。人に従うのでなければ己の信念に、言い訳に従う。君がフリウ・ハリスコーか？　わたしは君と同じ、契約者だ」

「あなたは──」

　フリウが発した声を、またもやその男は手で制した。

「これから君を従わせるわたしの名を教えておこう。わたしはメルソティ・キューブネルラ。精霊アマワの支配者になろうとし……奴ど隷れいにされた」

　彼が口元に浮かべたものは自じ嘲ちようの笑みなのだろうが、自信に満ちている。

「だが、ついていたよ。支配者を殺すのは常に奴隷だ。それは、この八年間でわたしが学んだことだ」







　第六章　ヴァーサス・ミスノーマー

　　　　　　（強くなること）







（マリオはどこに行ったんだろう）

　武器を取り上げられたラズとアイゼンに挟はさまれた場所から、取り上げる側──黒布で顔を隠かくした厳きびしい眼の老人を観察しながら、フリウが気にしていたのはそのことだった。マリオが精霊とともに姿を消した後、この老人らに襲撃を受けた時は、彼女もまた先に捕とらえられているのだろうと連想していた。が、今見回してみてもその気配はない。

　ちらと、やはり間近にいるサリオンの顔に視線を遣やる。彼らも恐らく同じことに気づいているには違いなかった。が、迂う闊かつには尋ねられない。

　全員がひとかたまりに集められていたのは、単にそう指示されたせいだった。黒くろ装しよう束ぞくの老人のひとり、イーシスと呼ばれたその男がラズの剣を手に、しばらくその重さを確かめるように柄つかを握っている。意識しての動作ではなく、単に武器に慣なれ親しんだ者の癖くせなのだろう。が、彼は前触れもなくその剣を抜くと、その刀とう身しんを硝しよう化かの木に叩たたきつけた。剣がまるで幹みきを両断するようにすり抜け──

　折れたのは剣のほうだった。硝化の木に小さな傷を残し、千ち切ぎれた刀身が跳はね返って地面に落ちる。

　剣を破壊して、老人はさほどの感かん慨がいも見せずに柄と鞘さやも捨てた。ラズが舌打ちするのが聞こえてくる。が、苦々しく口を開いたのはアイゼンのほうだった。

「この素人しろうとが。硝化の森で装備を無む駄だにする奴は馬鹿者だ」

　老人は答えない。懐ふところに手を入れる格好で、ひとりひとりに注視することすらなく全体を見つめている。

　代わりに、

「なるほど。ハンターというのはそういう考え方をするわけか」

　答えてきたのはメルソティとか名乗った男だった。彼が連れている老人は三人──彼だけが若い。笑みを浮かべて、後を続けてくる。

「だが彼らは元軍人でね。捕ほ虜りよが再武装する余よ地ちが許せない。彼らに仕つかえてもらって何年にもなるが……うん、そうだな。その方針が間違っていると思ったことはないな」

　老人三人に関しては見分けをつけることすら怪あやしいというのに、老人たちとその男に関しては様々な点で異ことなっていた。いや、なにひとつ共通項などないかもしれない。フリウはその四人をつぶさに観察していった。男は中肉中背で表情も皮肉混じりではあるが快活、言葉数も多い。いや無駄口すら多い。老人はといえば、見れば見るほどリス・オニキスを思い起こさせる。無言のまま厳しく、ただ冷れい徹てつな視線だけを隙すきなく振りまいている。

　精霊アマワの契約者だというそのメルソティに、フリウは小声で告げた。

「あたしたちは、森の最さい奥おうに行きたいだけです。あなたたちの邪魔はしません」

「我々としても邪魔をしているつもりなどはないよ。互いに協力できるはずだ」

「誰が、あなたみたいな人に協力なんか！」

　癇かん癪しやくに任まかせて、声を荒あららげる。思わず飛び出そうとまでしたところを、サリオンに肩を摑つかまれた。

　だが、メルソティは物もの憂うげに手を振るだけだった。

「そうかな。だが君は、わたしの兄を殺したいんじゃないか」

「え？」

　意気を挫くじかれフリウが疑問符を漏もらすと、彼は気楽に言ってきた。

「わたしの兄は、帝ていだ。言っている意味が分かるかね？」

「帝に兄弟なんて──」

　サリオンがつぶやきかけるのをこれもまたメルソティが手で制する。嘆くように、わざわざ手のひらを翻ひるがえすことまでしてみせた。

「ああ、そうやって世間は人の死など忘ぼう却きやくしていくのだろうな。わたしは八年前に死んだことになっている。八年前の、あの日にだ」

　わざとらしくおどけた口調。だが、彼が最後の一声だけ目の端はしでこちらを鋭く睨にらみつけたのをフリウは見逃していなかった。

　反射的につぶやく。

「八年前？」

「それ以上は私事で、君が知る必要のないことだ」

（噓うそだ）

　フリウは直感で断定した。

（話したくてたまらない顔をしてるくせに）

　と。

「どうでもいいが、立ち話ってのは人生で一番無駄な時間だな。だが、だからといって止めるきっかけがないあたり、まさに人生という気もする」

　それまで暇ひまそうに漂ただよっていたスィリーが、文句を言いながら目の前を横に通り過ぎていった。一応こちらに顔を向け、挨あい拶さつらしく手も挙げているあたり独り言ではないらしい。

　メルソティの面前に言い放ちそうになっていた単語を、フリウは吞のみ込んだ。肺の中に押し込めるにも苦く、固く、暑苦しい一言を。まだ左眼はきつく閉じているが、まだ痛みが残っているおかげで涙が止まろうとしない。勝ち目がない勝負を挑いどんでしまうところだったことを自覚し、自分を責める。それでは駄目だ──それでは、このオニキスの老人たちには勝てない。

　深呼吸して、息を抜く。それと入れ替わりに頭に浮かんできた言葉があった。通り過ぎていったスィリーは今はサリオンの頭の横を経由して、アイゼンの頭頂に下りようとして追い払われていた。やはり意味の分からないことばかりを言いながら。

　かぶりを振って、フリウは口を開いた。落ち着いて告げる。

「あなたは、あの人じん精せい霊れいと同じ」

　不意を突かれたような顔を見せるメルソティを、フリウは冷たく睨みつけた。

「本当にそっくり。人間のくせに、精霊でもないくせに、精霊にそっくり」

　繰り返して、彼女は口をつぐんだ。

　それが罵ば倒とうであることは通じたのだろう。メルソティはただ笑みを浮かべたまま、後は任せると老人に言い残し場を離れていった。




　メルソティらは捕虜にしたハンターふたりを先行させた。その上でフリウとサリオンを近くに置き、オニキスの老人たちに監かん視しさせている。

　これは上う手まい手だと、フリウにも感じられた。彼らは森を安全に進むための斥せつ候こうを手に入れ、相手を分散させて反撃も防ふせいでいる。みじめな思いでフリウは付け足した──彼らは硝化の森にいるハンターを警戒はしても、念糸が使えるだけの子供や元警衛兵、ついでに人精霊などというものは無力な人質程度にしか見なしていない。

（この人たちの目的も、森の最奥……そこに精霊アマワがいるって思ってる？）

　フリウ自身、それは予想していたことだった。帝都にいた精霊アマワ。帝都は失われ、別の場所に行くならば、硝化の森しかない。根こん拠きよといえる根拠もないが、そう考えるしかなかった。

　さらに帝が──あの男が同じく森の最奥を目指しているのならば、その確信も深まる。帝宮の森で数秒見かけただけの男だが、それがこの帝国を治めていた帝、そして精霊アマワの契約者だという。だがフリウにとっては、そんなことはどうでも良かった。

（父さんを……死なせた人たちのひとり）

　それをつぶやいてみても彼女自身が期待するほどの復ふく讐しゆう心しんは集まらず、ただ森を進みながらフリウは嘆たん息そくした。

（どうでもいい人でしかないんだ）

　胸きよう中ちゆうでみじめに続ける。

（あたしには、どうでもいい。だって父さんも、そんな人のこと眼中になかったんだもの。父さんは、もっと……悪いものと戦おうとしていた）

　人よりも悪であるもの。

　フリウは左右を見回すと、人目を盗んでサリオンの袖そで口ぐちを軽く摑つかんだ──特に引っ張って呼んだわけではない。なにか摑まるものが欲しかった。幸い、サリオンは気にした様子もなく普通に歩き続けている。

「思うに人生は、家に似ているな。どんなにしっかり設計しても必ず傾かたむいている」

「そんなに傾いてるもんか」

　人精霊にいちいち反論している元警衛兵の横顔を見上げながら、フリウはまだつぶやいていた。

（善悪、かぁ。もの凄すごく今さらって気もするし、こんなことを考えるだけで恥ずかしいのかもしれない。とにかく、人には言えないよね、なかなか……）

　善とはなにか。

　悪とはなにか。

　あまりにも単純過ぎ、そしてまた幼よう稚ち過ぎる。そうして人はこれを嗤わらう。嘲ちよう笑しようし、そのままにしておく。

　だが父の手紙には、それが記しるしてあった。別れの言葉とともに添そえてあった。

　と。

　ふと思いついて、フリウは顔を上げた。

「ねぇ、スィリー」

　呼びかけ、空いている手で手招きする。

　人精霊はすぐに反応したものの、サリオンの頭の上から疑わしげにこちらを睨みつけてきた。

「彼方かなたから小娘が俺を呼んでいる。さてどうしたものか。思い出してみるに、小娘はここ最近、俺をやたら殺したがっていた」

「そんなことしてないでしょ」

　言うが、人精霊は警戒を解こうとしない。

「まあ少し違うかもしれんが、殺人と監かん禁きんは大差ないのではなかろうか。被害者はきっとそう言うだろう。まあ殺された奴は異論があるかもしれないが、多分なにも言えんだろうと思う」

「分かったわよ。水すい晶しよう檻おりに入れたりしないから。聞きたいことがあっただけ。耳打ちするからちょっと来て」

　見るからに渋しぶ々しぶと近寄ってくる人精霊を捕まえて、フリウはそっと囁ささやいた。

「マリオはどこにいると思う？」

「さあ。考えたこともないが」

　わざわざこちらが小声で話しているというのに、人精霊は無む頓とん着ちやくに大声で答えてきた。

　が、どちらでも同じことだった──どれだけ声をひそめても近くを歩く黒装束の老人には絶対に聞き取られてしまうだろうという確信は元々あった。

　なんにしろ続ける。フリウは相手の言葉を無視した。

「そう。じゃあ呼びに行ってくれる？」

「なにがそうなんだか分からないが。あと、なにがじゃあなのかも不明だ」

「無む抵てい抗こう飛ひ行こう路ろだかなんだかで行けばすぐよね。頼んだからね」

　と。フリウは手の中に隠し持っていた水晶檻をスィリーに押し当てた。たちまち人精霊の姿が消える。マデューからもらった水晶檻はそれなりの大きさがあるが、防ぼう寒かん服ふくの手袋をした彼女の手で持つと、完全に外から見えないように握ることができる。

　これで、人精霊が無抵抗飛行路に姿を消したように見えてくれるかもしれない。

　彼女が顔を上げると、老人たちは既に行動を起こしていた。

　素早く見て取る──会話を聞いていたオニキスの老人のうち、ふたりは新あら手ての奇き襲しゆうに備そなえて警戒態勢を取っている。そして残ったひとりが尋じん問もんするつもりなのだろう。フリウへと手を伸ばしていた。

　ここまでは予想通りだった。

（やっぱりこの人たち、爺じいちゃんと同じだ。役割を決めていて、まずそれに従う）

　老人のひとりに触れられるより先に、フリウは持っていた水晶檻を投げ捨てた。数歩先を歩くメルソティの足元に。

　精霊は水晶檻に閉じこめることができる。だがその水晶檻に大きな傷がつけば脱出する。脱出する際に精霊は大きなエネルギーを発するのだが、これが水晶檻を爆発させる仕組みとなっていた。

　もともと水晶檻はかなり頑がん丈じようだが、硝化の砂に比べれば脆もろい。地面に触れれば爆発する可能性はかなり高かった。

　だが爆発したとしても、それがメルソティを傷つけることはないだろう。

　のたうつほどにゆっくりとしか進まない時間の中で、フリウはそれもまた確信していた。水晶檻の爆発は内部の精霊の強さで規模も変わるが、完全に実体を持った人精霊の強さでならば人間などひとたまりもない威い力りよくを出す。それを至近距離で食らえばメルソティは死ぬ──だが、契約者は死なない。

　彼女が行動を変えたことで老人たちの動きもさらに変化していた。奇襲の警戒に移りかけていた老人が──例の剣を持っている一番背の高い老人だとフリウは気づいた──、メルソティに投げつけた水晶檻へと腕を伸ばしている。無論手はとどくはずがないが、老人は速やかに念ねん糸しを放って水晶檻に絡からみつかせていた。

　瞬間、水晶檻が消え、また別所に現れる。まったく方向の違う、離れた場所に。

（移動させる……念糸）

　虚こ空くうに現れた水晶檻は真っ直ぐに落下していく。

　爆発まではまだ刹せつ那なの間がある。

　眼前に迫る黒覆面の老人は無視して、フリウは念糸を紡つむいだ。目標へと結びつけ、開門式を唱となえ始める。

　スィリーを封じた水晶檻は地面に触れ、無音のままに爆発した。多少距離を離したとはいえ爆風は小さいものではない。白い瞬きとともに地面が揺れる。

　平へい衡こうが危うくなる中、サリオンの腕にしがみついてフリウは開門式を唱え続けた。彼女自身の水晶眼に、ではない。

　爆発が終わる。えぐれた地面の真ん中に仏ぶつ頂ちよう面づらのスィリーが無傷で浮かんでいた。メルソティ、老人たち、サリオン、全員転びそうになりながらも無事でいる。

　改めて老人に肩を摑まれた時には、フリウは既に唱え終えていた。

　狙ねらっていたのは、老人のひとりの懐──彼は気づくと、水晶眼の剣を取り出した。柄つか頭がしらの水晶にフリウの念糸が巻き付いている。

　光が溢あふれた。淡い輝きはそのまま精霊を形作り、鳥に似た姿の巨人が地上に転げ落ちる。そのままだった。半身しかない戦いくさ精せい霊れいが頭から地面に落下し、奇怪な声をあげる。その叫びは未いまだ肌を粟あわ立だたせる鋭さを持っていたものの、それだけだった。

　まだ再生が終わっていない。

　あてが外れたわけではない。思った通りだった。

　老人に腕をねじ上げられ、サリオンと引き剝はがされながらフリウは悲鳴をあげた。だがそう長く叫ぶこともなかった。サリオンはただ突然のことに呆ぼう然ぜんとし、メルソティは皮肉な笑みを浮かべている。なにを意図してのことか分かっていないのはこのふたりと、あとは人精霊だけだろう。自分を拘こう束そくする老人の手から動揺を感じ取り、フリウは満足して念糸を解いた。のたうつ巨人の姿が再び消えたのは彼女ではなく、剣の持ち主が閉門式を唱えたからである。

　なにかを言えば老人はすんなりと彼女の腕を折るかもしれない。が、フリウは覚かく悟ごの上で声をあげた。

「再生途中の精霊を……出した。その精霊が復活するのはすごく遅おくれる」

　メルソティに告げる。

「これできっと、あたしの精霊のほうが先に再生する。あなたたちにとって、あたしは危険になった。もう連れて行けないよね」

「…………」

　無言で、メルソティは剣を持つ老人へと顔を向けた──問いかけたのだろう。老人がうなずく。

　が、彼は笑みを崩くずさないままこちらへと言ってきた。

「だが我々も同じことができる。君の精霊を今、出してしまえばいい」

「あたしの檻は、自分の身体の一部だもの。あたしに気づかれずに念糸を巻くのは難しいよ。そうしたらあたしは、その爺じいちゃんたちが開門式を唱える間にひとりずつ念糸で対抗できる」

　そんなことが可能なのかどうか。

　あまり考えられないほどには、気が動どう転てんしていることを彼女も自覚していた。だがそのおかげで次々と言葉が浮かんでくる。

「あなたたちはあたしを殺すこともできない。あたしが契約者だから」

「右眼を潰つぶすというのはどうだ？　無力にできるのではないか？」

　それが脅おどしではなく、本心からそれが有効かどうか訊きいているのだということは、メルソティが彼女にではなく老人に訊たずねたためにすぐに知れた。顔色すら変えていない。

　そしてやはり感情など表さないオニキスの老人が首を横に振る。

「その娘は開門式を唱えれば水晶眼でも視界を得られるはずです。殺せないのならば無力化は難しいでしょう」

　安あん堵どの息を吐いたのはサリオンだった。ついでに、ゆっくりと飛んでもどってきた人精霊が、いつもの半眼で声をあげる。

「さて議題が出そろったところで、精霊の扱いについて少しばかり言っておきたいことがあるんだが」

「水晶檻が爆発したって中の精霊が傷つくことはないでしょ」

　余計な横やりを入れてくるスィリーに口を尖とがらせた後で、フリウはメルソティに顔を向けた。

　彼は緩ゆるやかに首を傾かしげ、嘆息してみせた。

「我々は同盟できると思っていたのだがな。わたしは君を守るためにリス・オニキスを派は遣けんし、君の父を守るためにマリオ・インディーゴをつけた。挙げ句にリスは死んだが、わたしはそれで君を責めなかった」

「親子を都合よく利用するためだろう」

　サリオンが吐き捨てる。

　フリウはもとより動じなかった。

「あたしはリス爺ちゃんには感謝しても、あなたにはなにも思わない。爺ちゃんが死んだのはあなたのためでもあるんだから」

「賢さかしいな」

　ようやく笑みを消すと、メルソティは手を振って話を変えた。

「それで、どうしたいというのだ？　なるほど君は我々を脅きよう迫はくできる立場になったようだが、今すぐこの場で我々の息の根を止められるわけではない。君の優位はそれほど長時間は続かない。こちらの精霊が復活するまでのことだ」

「短い時間しかなくても、その間にあたしは森の最奥に着く」

　胸を張って応じる。ついでに彼女は言い直した。

「水の溶ける場所に着く。そこに精霊アマワがいるのなら、あたしは──」

「滅ぼす？」

　ほんの一瞬言いよどんだ隙すきを、その男は見逃さなかった。勝手に付け足してから身振りで合図する。と、フリウを拘束していた老人が手を放してくれた。

　限界まで捻ひねられていた関節をほぐし、フリウはかぶりを振った。

「違う」

「うん？」

　それは意外だったのだろう。彼の元に集まる老人たちの向こうから、メルソティが怪け訝げんそうにつぶやくのが聞こえた。

　森は騒ぎなど起こらなかったように静まりかえっている──いや、水晶檻の爆発も無音で、ここ数分で唯一騒がしかったといえるのは彼女らの声くらいなものだろう。舞い散った粉ふん塵じんに光が反射し霧のように白く、暗く、視界を曇くもらせている。真っ白い闇やみ。夢の中のような、明るい闇。

　フリウは告げた。

「壊こわしても殺しても、精霊アマワを消すことはできない」

　胸に手を当て、続ける。

　不思議と動どう悸きも焦あせりも感じはしない。ただ思い浮かんだことを口にするだけだった。

「地図を埋め尽くしても怪物の棲すみ処かがなくならなかったように。それは征服も支配もできない。だからあたしは言ってくる」

「言う？」

「なんの言葉かは分からないけど、言うべきことがあるはずだから、言いに行く」

「意味が分からんな」

　失望の仕し草ぐさだろう。肩をすくめながら、遠ざかっていく。

（そうだね。分からない……）

　何な故ぜ、夢で見たことなどを口にしたのか。

　反抗心も立ち消えていく中、フリウは自然とうつむいた。自分の足が触れている場所。ここも地面──どこかの地図に記されているはずの場所には違いない。

　だがここは何ど処こなのか。自分がいる場所。どの地図も語りはしないだろう。

「……アイゼンとラズに合流しよう」

　彼らの姿が見えなくなってから、フリウはサリオンに呼びかけた。




「精霊が再生するまでの時間なんて具体的には分からないけど、そんなに先じゃないと思う……眼の痛みもそんなじゃなくなってきたし。一日か二日じゃないかな」

　アイゼンらの足跡を追いながら、フリウはサリオンに向かってというより自分で確認するために話し続けていた。

「あいつらの精霊が回復するのがそれより何時間か遅れるとして、あたしたちが自由でいられるのはそれまでってことだね。相手の精霊も復活したら勝つ方法はないと思う」

「それよりも、ここが硝化の森だということが問題だ」

　彼の指摘に、フリウは躊ちゆう躇ちよしながら防護ゴーグルに触れた。左眼に重なるように手を当てて、つぶやく。

「そうだね……森の奥に行くのに、精霊なしで進まないとならないんだ」

「そのあたりはアイゼンたちに相談するしかないか。あれ？」

　疑問の声をあげた彼に続いて、フリウも気づいて口を開いた。なにも言うわけではなかったが、ただ呆然としていた。

「おんや？」

　代わりに、スィリーの声が聞こえてくる。

「どうだろう。俺の気のせいか。剛ごう力りき招しよう来らい風ふう雲うん児じが金きん属ぞく小こ娘むすめに化けて、元の自分にそっくりな人形を置いてアリバイ作りをしているように見える」

「そうだよね。三人いる──」

　言いかけて、フリウは留とまった。さすがに無視することも難しい話ではある。人精霊を見上げ、訊く。

「なんでまたそんなややこしい見方になってるの？」

「殺人事件にはよくあることだ。お前たちが先ほど小娘消失トリックについて愚ぐにもつかない推論をあーだこーだしている間に、俺は完全に見破っていた」

　明らかにそれ以上聞く必要のない話だと見切りをつけ、フリウは木々の奥に立ち止まってこちらを待っている様子の三人へと視線をもどした。

　アイゼンとラズ。このふたりがいることは不思議ではない──追いつくために急いだのだから。だがもうひとり、マリオの姿まで見つけることは予想していなかった。

　合図をしてくるラズに、手を振り返す。まだ距離があるため表情は分かりづらいが、アイゼンは不ふ機き嫌げんそうな様子だった。肝かん心じんのマリオは鋼こう精せい霊れいをまとったまま、余計に顔を察しづらくしている。

　近づくまでに一分ほどかかったのだろうが、その間に動きもない。ラズが手を下ろした程度だった。

「アイゼン、ラズ、あのね」

「いや、どういうことになったのかはだいたい聞いた」

　と、彼らはマリオのほうを示した。ふたりがフリウの姿を見ても驚きもしていないことが疑問ではあったのだが、先にマリオに聞いていたらしい。

　つまり──

「あたしたちのこと見てたの？」

　こちらこそ驚いて、フリウはマリオに問いかけた。

　鋼精霊をまとった少女は、冷ややかな輝きを湛たたえた瞳ひとみで一いち瞥べつしてから、顔の前にかかった前髪を除のけるような仕草をした。もっとも、髪などどこにもかかっていなかったようには見えたが。

「わたしなりに先読みをした結果よ」

　きっぱりと告げてくる。

「相手がどういう奴らかってことも、それが奇襲してくることも想像がついてた。そして必ず負けることも分かってた。だから早いうちに退たい避ひしたのよ」

「俺たちに警告もせずにか」

　小さく横からつぶやいてみせたのはアイゼンだった。

　珍めずらしく険けん悪あくな調子で、マリオ・インディーゴを睨みつけている。フリウはちらりと、サリオンと視線を見交わした。あまり良い状況とは言えない。

　が、当の精霊使いは音を立てて吐息しアイゼンに応じた。

「わたしが警告にもどれば、その時点で奇襲を受けていたはずよ。彼らに捕らえられてもあの子の精霊は取り上げられようがないでしょうけど、わたしの精霊は……」

　わずかに声を落とすが、すぐにもどる。

「その後は、距離を取って追跡してた。機を見て助け出そうと思って。でも、わたしがやるまでもなかったみたい」

　揚あげ足を取ってか、得意げに背そむけた彼女の頰ほほに──

　いきなり、アイゼンがマリオの横面を平手で張った。

「なんのための斥候だと思ってるんだ！」

　無論のこと、精霊の甲かつ冑ちゆうによって守られるマリオは痛みも感じなかったろう。だがよほど驚いたのか、大きく眼を見開いて立ち尽つくしている。

　逆にアイゼンは痛そうに手を引っ込めながら、それでも話は止めなかった。

「いいか、そういうのを浅知恵というんだ。この際だから言っておく──もう遅すぎたかもしれないが。君だって人間だ。なにかを見て感じて、考えることもあるだろう。考えついたことを試してみたいと思うかもしれない。だがひよっこだ。なにを考えたって浅知恵でしかない。念糸が使えようと、精霊を持っていようと、なんにもならない。知識も経験も人並み以下の奴が人並み以上のことをしようとすると、そうなる」

「そんなこと──」

　長い話の間になんとか立ち直ったのだろう。マリオが言い返す。

「なら、わたしとあの子のしたことになんの違いがあるのよ」

「変わりはしないさ。同じだ」

　唐とう突とつに矛ほこ先さきを向けられ、フリウは息を詰つまらせた。だがアイゼンはこちらにも容よう赦しやなく厳しい眼まな差ざしを向けてから、

「フリウ。君はあいつらをうまく追っ払ったかもしれないが、食料のほとんどはあいつらが運んでいたことに気づいてなかったのか？　今の俺たちには帰りの分の食料もない」

　一息に告げてくる。

「食料が尽きても、水があれば十日やそこらは歩けるかもしれない。だが飲料水だってそう残ってないぞ」

　まったく反論できずに、フリウは下を向いた。指摘されれば、自分の取った行動が短たん絡らく的だったことは疑いない。だがそれよりも、自分が怒ど鳴なられるということを考えていなかった──自分をある程度認めてもらって調子に乗っていたことも否定できない。そのことに搔かきむしるほどの羞しゆう恥ちを覚え、硝化の森の冷気の中ですら赤面する。

　ふたりともに沈ちん黙もくされて、調子を崩くずしたのだろう。アイゼンは口ごもったようだった。それでも最後に、彼は締しめくくった。

「……別に怒ってるわけじゃない。ただ、自分のすることというのは必ず自分に返ってくるんだ。あるいはもっと悪いことに、自分だけでなく他人にも。分かって欲しい」

「うむ。つまり俺の言いたいことはそういうことだ」

　と、アイゼンの横で浮かんだまま彼の真ま似ねをするスィリーを指さして──

「俺としては、こいつを閉じこめる水晶檻をなくしちまったことが最大の損そん失しつだと思うんだけどな」

　つぶやいたのはラズだった。




　その後の進行は気まずいものになったが、それでも引き返すと言い出す者はいなかった──まずは今からもどったところで食料が足りないことは覆くつがえらないため。目的地となる森の最奥はもう遠くないはずであったため。そして目的を達したならば、そのあとはマリオの鋼精霊にでもひとりずつ輸ゆ送そうしてもらえば森の外へ脱出するのはそれほど難しくないだろうという結論のためだった。

　隊列は最初のものにもどっていたが、それぞれの距離はそれほど空けないという程度の変更はある。原初の森、硝化の森の最奥へと近づけば近づくほど強大化した精霊とも遭そう遇ぐうすることが予想されるので単独で先行すれば各かつ個こ撃げき破はされると、マリオが言い出したことが大きかった。

　数時間は、特になにと遭遇することもなかった。恐らくこの深度まで達したハンターはいない──だがそれについて歓かん喜きや興こう奮ふんがあるわけではなく、その感情を映すように森はますます静かになっていった。気温も少しずつ下がっている。分厚い防寒服を通して伝わってくる冷気は、意識すれば簡単に筋肉を縮ちぢませた。

　休きゆう憩けいは、集まって取ることになった。クッションに腰を下ろして乾燥ビスケットをひとかけら口に入れると、しばらくしゃべることもできない。

　硬い塊をなんとか飲み下した頃には、いっしょにいたはずのサリオンは、アイゼン、ラズ、あとおまけにスィリーの茶ちや々ちや入れまで加わって、地図を囲んでの進路確認に立ってしまっていた。遅れてその輪に加わることも気が引け、することもなくあたりを見回していると、フリウの視線は自然とひとつのところに集まっていた。やはりひとりで座っているマリオ・インディーゴに。

　立ち上がり、クッションを持って近づいていく──間の悪いことにマリオはこちらに気づこうともしなかった。

（……せめて足音にでも振り向いてくれれば、挨拶できるんだけどな）

　そんなことをつぶやきつつ、間近で足を止める。

　と、マリオは気づいていないのではなく気づいていて無視しているのだと、ようやくフリウは思いついた。しばし迷うが、意を決してマリオの座るすぐ横にクッションを置く。

「あの。話してもいい？」

　ハンターらの邪魔にならないように小声で、フリウは呼びかけた。マリオが眼だけでこちらを向く。彼女がわずかにうなずくのを確かめてからフリウは座り込んだ。

　だが口火を切ったのは、マリオが先だった──主導権を取られたくなかったのかもしれない。やはり囁くように小さく言ってくる。

「ベスポルトといっしょにいた間に、いろいろ聞いたこともあるわ。なにか聞きたいんじゃないの？」

　多少面食らったものの、フリウは緩ゆるやかに首を振った。

「ううん。父さんは、あたしに言わないといけないことは全部言ってくれたんだろうと思う……きっと。今は分からなくても」

「そう」

　つまらなそうな口振りで、マリオはそのまま黙もくしてしまった。特に気分を害したわけではないのだろうが、言うことがなくなったのだろう。ただぼんやりと森を眺めている。
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　再びフリウが話を探している間に、彼女の声が聞こえてくる。

「……助け出せる見込みはないと思ってた」

　なんのことか分からずフリウは戸と惑まどったが、マリオは構わずに先を進めていく。

「彼らは黒こく衣いの教官だったこともある連中なのよ。しかもちゃんと精霊を用意してる。帝国の切り札のひとつ、戦いくさ精せい霊れいイシュカルリシア。いくらわたしのカリニスでも勝ち目は」

　そこで言葉を切る。

　だが聞いた部分だけで、フリウはなんとか理解した──あのオニキスの老人たちのことを言っているのだろう。

「どうしてわたしに勝てないものがあるのかしら」

　憤いきどおりを、マリオは軽く拳こぶしで地面を叩いて繰り返してみせた。

「わたしは黒衣の訓くん練れん生せいだった。無敵の存在の黒衣になるのに、どうしてわたしが勝てないのよ」

　さすがに驚いて、フリウは眼を丸くした。

「黒衣に……なるの？」

　訊ねると、マリオは表情も変えずに即答してくる。

「いいえ。国がなくなってしまったもの」

「……ごめん」

「あなたに謝あやまられるのも変ね」

　なにが可お笑かしかったのかフリウには理解できなかったが、マリオの表情がわずかにでも柔やわらかくなることには安あん堵どを感じずにいられなかった。

　それでもそれが明るいものではなく、落らく胆たんから来るものだということには気づいていた。勢いきおいなく嘆息してからマリオがあとを続けてくる。

「訓練は厳しかった。わたしは……多分、ついていけていなかった。そこを弟てい帝ていに拾われたのよ」

　つぶやいて、初めて完全にこちらを向く。

「弟帝を勝たせて、帝国が弟帝の国になれば、わたしのほうが勝ちでしょう？」

「……うん」

　実際どうなのかは実はよく分からなかったのだが、つられてうなずく。

　マリオはますます吐息をこぼして、膝ひざを抱かかえ込んだ──甲冑に覆われている背を丸くして、いつになく弱々しい。

「国がなくなってしまったら、それも意味がなくなった。わたしにはもうやることもない。カリニスといっしょに放浪して……あの殺し屋みたいに生きていくことになるのね」

「あの人は、きっと殺し屋をやめたんじゃないかな……」

　話し相手がその名を言わずとも、どの殺し屋のことを言っているのかは自ずと知れた。ミズー・ビアンカの眼──帝都で見せたあの瞳を思い出しながらフリウは付け足した。

「なんとなく、そう思うだけなんだけど」

　反論することもなく、マリオはじっとうつむいている。膝の上に額ひたいを押しつけている彼女を見て、同じ高さまで顔を下ろせばやはり同じような姿勢になる。

　自分と彼女は似ているかもしれない。似ていないかもしれない。

　独り言のように、フリウは囁いた。

「リス爺ちゃんがあたしを最強の精霊使いだって言ったのは、調子づかせて利用するためかもしれないけど……でもそうなれるなら、あたしは本当に強くなりたいって思う」

　盗み見てもマリオの反応はなかったが、続ける。

「そうなれるんなら、精霊アマワなんてなんでもないよね。最強って、壊こわすことでも殺すことでもない。壊すことなら、一番弱いあたしにだってできたもの」

　まるで時が止まったように、言葉を吐いてから次の吐息をするまでに時間がかかった。

　硝化の森は冷たい風に凍こごえつかされ、なにも動かない。噂うわさ話ばなしのごとくそよぐ葉もなく、硝化した枝は揺ゆれもしない。光ですら一所から動かないように見える。

　防寒服の中で身を縮ませてしか、この森にいられない。森にいれば人間は脆ぜい弱じやくさを意識せずにはいられない。たちまち体温を奪うばう風。触れるだけで人を切り裂さく硝化の森。その中に生まれ、理解を拒こばむ精霊たち。そのいずれに対しても、人は無力だ。

　人はここに来ることができる。

　震えながらでも、今ここに座っている。

　だがそれでも森への恐れはなくならない。地図を埋め尽つくしても、隙すき間まは絶対になくならない。

　フリウは自然と立ち上がった。召しよう喚かんの瞬間は、前触れがなくとも何故か理解できた。

（父さんも……そうだったのかな）

　誰も動かない。

　話が途中で遮さえぎられたというのに、マリオはうずくまったまま顔を上げようとしない。話し合っているサリオンらも、いつの間にか黙して固まっている。無論こちらに気づこうともしない。ただ人精霊だけが不規則に飛んでフリウのすぐ横まで漂ってきていた。

「なんだ？　なんかおかしいか？」

　よく分からないまま騒ぐ人精霊を無視して、フリウは待っていた。

　やがて現れたものがあった。

　木の陰から、ひとりの老人が姿を見せる。

　立りつ派ぱな風ふう貌ぼうの男だった。にこやかに笑っている。彼が手をかざすとまた違う陰から別の人影が現れた。こちらには見た覚えがある。無ぶ精しよう髭ひげを生やした中年の男──帝である。

　比べて見れば、先の老人は帝によく似ていた。ふと視線をそらすと、今まで誰もいなかったはずの場所にメルソティが立っている。その近くに、気味の悪い笑みを浮かべた男。これも覚えていた。高地の村に、父を訪たずねてきた黒衣だろう。男の傍かたわらに、女が連れ添そっている。鮮あざやかな赤い髪の、若い女。ミズー・ビアンカによく似ていたが、別人だった。そのミズーもまた、離れた場所に登場する。

　みな、微笑ほほえんでいた。次に見つけた父、ベスポルトもまた両腕を広げて歓迎するように笑っている。

　見ればそれで終わりというわけではなかった。次から次へと、違う風貌の人間が姿を見せる。

　フリウは告げた。

「あなたが人の姿を勝手に借りて人間を嗤わらうなら、あたしはあなたを滑こつ稽けいだと思う」

「噓うそを言うな。本当に滑稽と思うなら、怒りを覚えることはない……」

　だが大勢の虚きよ無むの姿はすべて消え失うせた。

　たったひとり──左眼に水晶眼を宿した娘だけがひとり残ってフリウと対たい峙じしていた。その娘は防寒服は着ていない。手袋もつけていない手で硝化の木に寄りかかり告げてくる。ただ寒風のように率直に。

「では、フリウ・ハリスコー」

　彼女の姿を盗んだものは、優雅に一礼してみせた。

「ここからは案内しよう……そしてこれだけはまず言わせてもらいたい。ようこそ、我らが故郷へ」

　なにも答えず、フリウは胸中でつぶやいていた。

（そうだ。あたしは戦おう）

　この悪に勝つまでは自分を信じることができないから。







　第七章　ネイチャー・ディーティ

　　　　　　（最古の森）







　硝しよう化かの森の最さい奥おうへと続く道は、踏みしめる砂の心地ここちだけがどこまでも続く。それは今までの森と変わりないが、違うのはむしろ身体からだの中だった。一歩を進むごとに感覚が細こま切ぎれになり、先の歩ほと今の歩が連続しない。一踏みごとに眠っているかのように長く、また短い。時間も、距離も、方角も、なにもかもが続かない。

　ただどこまで歩いてもそこは光を乱反射させる硝化の森であり、常に前方に案内人である精霊アマワの後ろ姿──そしてそれを見つめる自分がいる。果たしてそれが連続なのか、それとも単に同じ瞬間を見続けているに過ぎないのか。

　理解できないながらも、フリウ・ハリスコーは迷わなかった。そして、

「んー。あれだな。人生というのは言うまでもなく、もともと面白いといえるほどのことなんぞひとつもない」

　何な故ぜか隣となりを飛んでいる人じん精せい霊れいが、絶たえ間なくしゃべり続けている。

「それでもそう悲ひ観かんしたもんじゃない。ひとつ諦あきらめるだけでひとつ満足が得られる。諦めるのには金も資格も時間もいらん。こりゃ、楽園と言ってもいいんじゃねぇか？」

　フリウは答えなかったが、話だけは聞いていた。人精霊の話はいつものように取り留とめなく、つながりもなく、結論もない。人精霊は常に人生について語っている──だからなのだろう。生きることそのものが、取り留めなくつながりもなく、結論もない。

　防ぼう寒かん服ふくの手袋の中で、手のひらにかいた汗の感触を確かめる。

「まだなの？」

　先を歩く精霊アマワにフリウは問いかけた。振り向いた精霊は彼女自身の姿を模もしている。防護ゴーグルをつけていない水すい晶しよう眼がん、本物であったなら視覚のないはずの左眼をこちらに向け、精霊アマワは口の端はしを上げた。

「……もう着いている」

　その瞬間、精霊が立っているその場所を巨大ななにかが踏みつぶした。

　それはたとえるならば、巨大な檻おりに閉じこめられた囚しゆう人じんに似ていた──ただし囚人の身体の大きさに対して檻は小さすぎ、格こう子しから手足がはみ出ている。突然現れたその精霊は太い腕で無む造ぞう作さに硝化の木を押し倒して道を作ると、こちらへ向かってこようというのだろう、足を振り上げた。

（大きい……）

　ほかに思いつくこともなく、フリウはつぶやいた。その精霊は、今まで見たどの精霊よりも巨大だった。硝化の木々をも圧あつ倒とうするほどに。

　フリウは既すでに、倒れる木から離れるように走り出していた。硝化の森を走るのにはコツがいる──転ころぶことは決して許されないが、砂を蹴けり上げないようにすり足もいけない。幸いにしてその巨大な精霊は小回りが利きかないのか反応が鈍にぶい。その間にフリウは精霊の死角へと逃げ込んだ。

「念のために言っておくが」

　と、人精霊の囁ささやきが聞こえた。いつの間にかフードの中に入り込んでいる。

「あえて吞のみ込まれ、内側から反撃というのは却きやつ下かだ。俺はせんぞ。爆弾も内蔵されてないしな」

「あたしだってしないよ、そんなの」

　言い合っているうちに、精霊はそのまま目的を見失って進んでいこうとしていた。そして──

　また忽こつ然ぜんと消え失うせる。

「……どうして？」

「無抵抗飛行路に入ったな。まあどう考えてもでかすぎるし、そのほうが迷惑にもならんだろ」

　ひとまず危険は去ったものの、フードの中からは出ないままスィリーがつぶやく。困るというほどのこともないが耳元に羽が刺ささる感触が気になり、出ていくように言おうとしたその時に、別の声に遮さえぎられた。

「精霊とはなにか、考えたことはあるか？　フリウ・ハリスコー」

　背後からだった。慌あわてて振り向く。

　そこにいたのは男だった。はっきりと見覚えがある。がっしりした体たい軀く。涼しげだが火を灯ともした強い瞳ひとみ。年齢は四十ほどだろうか。その男が見つめているのはこちらではない。巨大な精霊が歩いていたその場所を眺ながめていた。にやけながら。

「我らの父祖の時代よりも古くから精霊は存在していた。だが我々は精霊を当たり前のものと感じることは一度もなかった……精霊たちは異質で、この世界には馴な染じまない」

　負傷している。前髪の生え際に血が滲にじんでいた。防寒服に故障はないが、どこかで荷物を失ったのだろう。なにも持っていなかった。その男の視線を追うと──

　そこには潰つぶれた血だまりがある。硝化の砂に巨大な足跡があり、かつては人間だったのかもしれない塊かたまりが跡あと形かたもなく踏みつぶされていた。黒い塊だった。黒い装しよう束ぞくの。

　黒こく衣いである。同じ場所に、もっと硬質な精霊の残ざん骸がいも砕くだけ落ちている。先の巨きよ精せい霊れいと戦おうとし、負けたのだろう。

　男はようやくこちらへと向き直ってきた。と、軽く顔をしかめてみせる。

「……お前は、フリウ・ハリスコーなのだろう？」

（帝ていだ……）

　フリウはようやく思い出し、そして問われていることに気づいてうなずいた。帝国の統治者──もうその帝国もなく、仕えていた最後の黒衣もまた死んだのかもしれないが、その男は支配することが当然のように振る舞い、自らの臣しん民みんを眺めている。彼の視線に、フリウは反発すら覚えなかった。

　帝の眼まな差ざしには、生まれたその瞬間から対等の相手をひとりも持ったことのない癖くせがありありとうかがえる。羨うらやむようなものでもないが。

　返事に満足し、帝はゆっくりと繰り返しつぶやいた。

「フリウ・ハリスコー。ふむ。余よは手配書でしか見たことはなかったが、思っていたより幼おさないな」

「あなたの弟に会いました」

　胸に手を当て、警戒して距離を取りながらフリウは告げた。眼がん前ぜんの男が既に地位も部下もなくしていても、父の死の直前に、父と互角に殴なぐり合うほどの手て練だれであることを目撃して知っている。

　帝は、彼女の発言にも動どう揺ようを見せない。本当になにも感じないのか、それとも支配者としての当たり前の防ぼう御ぎよなのかは分からないが。フリウはそのまま続けた。

「オニキスの老人というのを連れてきて、多分もうすぐ森の最奥まで来ます。もう来てるかもしれない」

「メルソティなど気にしたことはない。奴など、先ほどの精霊と同じだ……無責任に消え、無責任に現れる。八年間、最も長く、最も近く精霊アマワとともにいたのは余だ。余は恐れない。余はお前にも抹まつ殺さつ者しやを差し向けたことがある」

　悪びれることもなく堂々と言ってくる。もとより、それは国のための上じよう意いなのだから悪と感じる筋合いもないのだろうが。

「結果は……当人に語るのは愚おろかしいな。差し当たって余が気にかけるのは目の前にいるお前だ。父の仇かたきを取りに、余を殺しに来たのか？」

　フリウは返答しなかった。今度は肯こう定ていも否定も態度に出すことはないまま帝を見ていた。怒りはない──それは偽いつわることなく断言できた。だがそれは、父を殺したその男に言うべきことでもない。

　帝は答えを待っていたのかもしれないが、長く待つことには慣なれていないのだろう。

「……違うようだな。ノニ・イシュカリスをも下したお前だ。余を殺すつもりがあれば、とうにそうしているであろう」

「誰も殺すつもりなんてありません」

　真正面に受け、フリウは告げた。

　帝が笑う──笑みは浮かべていないが。

「大量殺人者であるお前がか？」

「はい」

　これもまた、はっきりと口にする。力りきんだ拳こぶし、震ふるえる膝ひざは手袋に隠れて見えていないという確信はあった。他人から見れば滑こつ稽けいとしか言い様がないに違いない。それも分かる。

　この帝もまた嘲あざけっていたには違いないが、それでも否定までするつもりはないのか、訊きいてきた。

「ならばどうしてここに来た」

「…………」

　フリウは黙もくした。これもまたこの男に語るようなことではない。

　最後に精霊アマワがいた場所──今はもう巨大な精霊の足跡しか残っていない地点を見やり、そして向かっていた方向へと身体を向ける。アマワは、既に着いていると語った。ならば進む意味はないのかもしれないが。

　歩き出す。数歩遅れて帝がついてくることは無視して、フリウはただ前だけを見据えた。左眼に手を添そえる。

（眼の痛みが……だんだん治まってる。ものすごく力を回復してるみたい）

　森の最奥にいるからか。それとも、ただの錯さつ覚かくか。

　ここは精霊の故郷だという。だが水晶眼の奥に封じられた破は壊かい精せい霊れいは、もう二度と出ることはできない──この場所にいても、故郷の土に触れることもない。

　それは悲しいことに違いない。ふと、フリウは哀あわれを催もよおした。自分などより、よほど惨みじめな存在かもしれない。

「ねぇ、スィリー」

　まだフードから出ようとしない人精霊に、フリウは問いかけた。

「閉じこめられるってどんな気分だった？」

「死体に死んだ気分を訊いてみると、同じ答えが返ってくるんじゃねっか？」

　即答してくる。フリウは神しん妙みようにつぶやいた。

「ごめんね」

「謝あやまられてもどうにもならんが、まあ良いこともあった」

「どんなこと？」

「閉じこめられでもせんと、そうして謝ってもらうことはできんからな」

　ぶつぶつと言いながら、スィリーがようやく羽を邪魔にならない位置に畳たたむ。ということは当分出るつもりもないということかもしれないが。

　精霊とはなにか。

　こうして近くにいる人精霊のことすら、なにも分からない。

　そしてあたしは何者だ？

　つぶやきは、自分で吐いたものではなかった。フリウは横を見やり、息を吞のんだ──彼女から引き剝はがされるように、もう一枚の自分の皮が離れていく。痛みはない。たださむけを覚えた。魂たましいなどというものがあるのなら、それが剝はく離りするというのはこんな感覚なのだろう。フリウは黙だまって、自分と同じ姿をしたものが彼女の身体から離れ、もうひとりのフリウ・ハリスコーになる様を見つめていた。

　それはもはや、似姿の口調も声も真ま似ねることもなかった。ただフリウの姿で問いかけてくる。

「わたしは何者か？」

　フリウは立ち止まった。背後を見やると、帝もまた足を止めている。

　帝の表情に驚きはなかった。慣れているのか、ただ低く押し殺した声で囁くのが聞こえてきた。

「精霊アマワ……虚こ仮け威おどしの余よ興きようは止やめて、契約の責せき務むを果たすが良かろうが」

　アマワは彼のほうを向こうともしない。フリウは自分だけを見つめてくるその存在を視界の正面に据え、息を詰めた。ゆっくりと、本当にゆっくりと口を開く。暴れる血液が、狭せまい血管を疼うずかせながら流れていく。

「お前は暗くら闇やみよ。人を脅おびやかす」

「その答えは正答に近い。我々は隙すき間まだ」

　返答し──

　アマワの姿が溶けだした。

　変化は一瞬だった。既に人の形は保たもっていない。かろうじてそれの実在を信じたとしても、夢の出来事のようにあやふやで、その形を覚えていられない。人間に近い形状。しかし立体として正確に把は握あくしようとすれば必ず矛む盾じゆんに行き当たる。その姿を、フリウは一度見たことがあった。

「怪物め」

　そう呼んだのは、帝だった。

「その姿を見るのは八年ぶりか……その姿、今なら余にも分かるぞ。お前は人が見定めることのできない本当の怪物だ」

　と、その瞬間、さらに別の声が割り込んでくる。

「帝ならば、皆の前で士気を挫くじくようなことを言うべきではありませんな、兄上！」

　現れたのは。

　メルソティだった。彼を先頭に三人の老人もまた控えている。硝化の木々を避よけ、姿を見せると、帝に対して侮ぶ蔑べつを含んだ眼まな差ざしを注そそぐ。

「もっとも帝国は既にありませんがね。愚か者が国ごと化け物に捧ささげてしまった。我ら兄弟、今や国を失ったことで初めて分かり合えるかもしれぬと、そんな気もするのですよ」

「黙れ。八年も前に逃げた者が。今さらもどってきて居場所を主張するか！」

　帝の恫どう喝かつも悠ゆう然ぜんと無視して、メルソティは進み出てきた。オニキスの老人たちはただ控えるだけではなく、全方位を警戒している。彼らはフリウの左手、十メートルほども離れたところに陣取るとアマワに対たい峙じした。帝とメルソティたち、二者に挟はさまれる形でフリウは胸に手を当てた。

　うなずく。帝は部下の黒衣を失いながらも自らが武人、そしてメルソティはオニキスの老人を引き連れている。フリウには人精霊がいるだけだが──大丈夫、恐れてはいない。胸きよう中ちゆうで、もう一度そう確認した。

　アマワが動いた。その動きもまた人間を真似ながら、だが決して人間に可能な姿勢は取らない。動かない部位を動かし、曲がらない関節を曲げる。どこにあるとも知れない発声器官から漏もれ出す声は、驚くほど鮮明に硝化の森に響き渡った。

「怯おびえる狂きよう王おう、ベッサーリ・キューブネルラ──」

　呼びかけは帝を抑えつけ、そしてアマワは続けて唱となえる。

「猛たける浅せん慮りよのメルソティ・キューブネルラ。諍いさかいは無む為い。そうであろうが。この場所の意味を考えよ」

「硝化の森の最奥。だからどうしたというのだ。精霊アマワ、今この時お前を滅ほろぼせないことは分かっている。よって後回しだ」

　メルソティは叫ぶと、帝に向かって手を差し向けた。

「トリュー！　我が兄を殺せ。仲間たちの仇討ちにもなろう」

　老人のひとりが、飛び出した刹せつ那な。

　その首だけが横を向いた。

　なにが起こったのかフリウには分からないうちに、老人が動きを止める。誰も、なにも動かない。音もない。ただその老人ひとりだけが地面に倒れた。死んでいる。

　首がねじれて後方を向いていた。喉のどが大きく抉えぐられ、骨まで折れたのか。支ささえを失い傾かしいだ首は、顔を包む黒布のおかげで断だん末まつ魔まの顔をのぞかせてもいない。

　眼を凝こらすと、老人が倒れた真上──ちょうど首の位置に血のしたたりが見えた。細い木の枝が突き出し、そこに血がついている。それだけを見るならば、老人は走り出そうとして気づかないままその枝に首を切られて死んだということになる。フリウは唾つばを吞み、疑問を嚙かみしめた。その枝は最初からそこにあったのか。それとも突然現れたのか。

「無為と言ったはず」

　精霊アマワがつぶやいた。

「わたしを滅ぼせないということは、我が契約を消すこともできないということではないか？　契約者メルソティ……」

　倒れた老人を見下ろし、悔くやむような音を発して後あと退ずさりするメルソティ。彼を見やってから、フリウはアマワへと向き直った。

「お前はっ！」

「わたしに怒ることもまた無為」

　繰り返して、アマワは腕を──腕らしきものを振った。

「これは約束に過ぎないからだ。そして約束はここにいる全員が同意して成立したものだ、契約者たちよ」

「あたしは約束なんてしてない！」

　憤ふん然ぜんと睨にらみつける。

　アマワは引くことなく、言葉だけを返してくる。

「ならば君の養父がだ。約束した」

「父さんは、こんな悪いことになるなんて思ってなかったから──」

「いいや。彼も分かって契約したのだ。世界の滅びを避さけるために」

　腕を下ろし、精霊アマワは声をさらに大きくした。鈴が唱しよう和わするように、硝化の木々が揺ゆれ無む辺へんの合がつ奏そうを始める。

「この場所の意味を考えよと言った。ここに集まったのは、生き残ったすべての契約者たちだ。そして」

　振しん動どうは強まっていく。足元を揺るがし、膝ひざを震ふるわせ、上下をも逆転させるほどに。

　アマワの叫びが、それを決める。

「わたしの問いに答えられる者のはずだ。召しよう喚かんするがいい。この世界から。答えとなるものを引き出すがいい」

「ウオオオオ！」

　雄お叫たけびをあげたのは、帝だった。だが、それまでの姿とも違っている。防寒服ではない。彼は戦いくさの衣装のようなものを着ていた。鎧よろいと、その上に羽は織おる豪ごう壮そうな衣ころも。立りつ派ぱな体たい軀くの軍ぐん馬ばに跨またがり、鋼こう鉄てつ製せいの槍やりを片手で軽々と構えている。兜かぶとの意い匠しようは翼ある虎とら。その声もまた咆ほう吼こうに似ている。

「戦だ！　我が帝国の力、礎いしずえとなる力！　我が力は、たかだか精霊の一匹くらいに蹂じゆう躙りんされるものではない！　そのようなことは……許せぬのだ！」

　それだけではない。

　彼を守るように無数の黒衣が現れ、無言のまま布ふ陣じんを広げていく。

　そのすべてが。

　一撃で踏みつぶされた。地じ鳴なりを起こしていたのは巨大な精霊の足音だったのだろう。先の巨精霊は踏んだものを確かめることもなく、こちらを向いた。

「最期まで……愚か者が」

　吐き捨てたのはメルソティだった。いまだ音の鳴りやまない中、そんな声が聞こえたのは、メルソティが他人にも聞かせようと叫んだのかもしれない。巨精霊は今度はすぐに消えようとせず、次の一歩を踏み出す場所を物色している。

　アマワの姿はもうない。

「通るならば、その道」

　周囲の騒そう音おんに負けない声量で。フリウは声こわ高だかに唱え出した。

「開くならば、その扉」

　逃げるつもりはなかった。その場所に意味があるのなら逃げてはならない。どのみち逃げたところで、巨精霊が追ってくるのなら逃げ切れはしない。

「吼ほえるならばその口。作法に記しるされ、望むならば王よ、俄にわかにある伝説の一端にその指を、慨がい然ぜんなくその意志を」

　水晶眼が開かれる。巨精霊は正面にいる。

「もう鍵かぎは無し」

　振り上げられた足を見上げ──

「開門よ、成なれ」

　開いた視界は影で閉とざされる。

　だが、光のほうが強かった。溢あふれる輝きに、いつもとはまた異なった痛みで眼球が麻ま痺ひする。輝きの中にあって輝くことのない銀色の巨人が拳を突き出し、吠ほえる。

　破壊精霊が不完全であることは覚かく悟ごしていた。精霊はまだ再生を終えておらず、片足がない。そのまま平へい衡こうを取れずに硝化の地面に倒れ込んだ。それでも声をあげ、本ほん能のうのままに地面を叩たたく。

　打撃の反動で身体を持ち上げると、破壊精霊は迫り来る巨精霊の正面に拳を打ち込んだ。拳の先端が巨精霊の身体を覆おおう格子を叩き、後退させる。常ならば、破壊精霊の拳はどのような相手をも砕くだいてきた──が、格子には傷ひとつついていない。

（まだ……！）

　治おさまりかけていた痛みがぶり返すのにも構わず、フリウは水晶眼をさらに見開いた。巨精霊に比べれば破壊精霊は小こ柄がらに見える上、さらに身体の一部を失ってなおさら小さい。それでも破壊精霊は二度、三度と敵を殴なぐり続けた。効果をあげてはいないものの、打つたびに巨精霊を遠ざけていく。

　巨精霊が振り下ろした両腕が破壊精霊の背を殴りつけ、地面にめり込ませた。砂の波が起こる。距離があったために数歩後退するだけでフリウのもとまではとどかなかったが、戦いが続けばさらに状況が悪化することはあり得た。

（もう少し……もう少し）

　破壊精霊は攻撃を止めようとしない。拳が格子を打つたびに、硬質の高音が鳴り響く。幾いく度ど、拳が触ふれようとも格子は砕けない。だが気の遠くなるほどの繰り返しの末に、殴おう打だが一発だけ格子の間をすり抜けた。

　鈍い音が巨精霊の本体を貫つらぬく。

　打たれた精霊が悲鳴をあげた。壊こわされはしないものの、よろめきながら後ろに逃げていく。破壊精霊の拳が及ばないところまで退いてから立ち止まった瞬間に──

　破壊精霊が再び吠える。片足だけで跳ちよう躍やくすると、硝化の森の梢こずえを越え、巨精霊の頭上に飛び乗った。檻の天てん蓋がいに張り付く。

　あとは乱打だった。壊れることのない檻の上から延えん々えんと、ただひたすらに打ち続ける。格子の内側で上下左右に揺ゆれる巨精霊の本体は、長い時間をかけて満まん遍べんなく崩くずれていった。最後の一撃で、とうとう格子もひしゃげ、原形を留とどめず大地に倒れる。

　巨精霊が動かなくなったところで、フリウは閉門式を唱えた。雄叫びの余よ韻いんを残し破壊精霊が消える。

　荒くなった息を吸いきれず狭い胸が痛みを感じている。疲労や緊張よりも、水晶眼から伝わってくる激げき痛つうに身体が戦慄おののく。ほかに手がなかったとはいえ、今の開門式が精霊、彼女自身ともに負担になったことは間違いない。

（多分……またしばらくは使えない）

　潰つぶされた巨精霊──その足跡を眼で追うが、どの跡が帝を踏み潰したのか。痕こん跡せきはどこにもなかった。砂に埋もれてしまったのだろう。世界を支配した男だというのに、墓ぼ標ひようどころか死体も残らなかった。

（今のは、なんだったの？　召喚って言ってた？　答えを召喚しろって……）

「この場所の意味を考えるがいい」

　囁きが耳に入り込んでくる。

　肉声とも思えない。声の主はアマワだが、その姿はやはりどこにもない。

「ここは最も古い硝化の森……世界で最初に硝化が起こった場所だ。我々すべてが生まれた場所だ」

　顔を上げると。

　メルソティが手振りを交えて残ったふたりの老人に指示を出しているのが見える。だがなにも聞こえない。

　スィリーが顔のすぐ横でなにかを言っているらしいことも感じ取れる。だがなにも聞こえない。

　ただ御み遣つかいの言葉だけが聞き取れる。

「ここは硝化しかない場所だ。世界から最も遠く、最も脆もろい。確かにここは答えるに最も相応ふさわしい場所だ」

「どうして」

　喘あえぐような問いに、アマワが告げてきた。

「疑問が生じた場所だからだ」

　外部の音は聞こえずとも、また森が揺れたことは分かる。フリウは身構えた。声だけが続く。

「心の実在を証明するのだ、フリウ・ハリスコー。わたしは御遣いだ。これは御遣いの言葉だ」

　オニキスの老人がひとり、また死んだ。口を大きく開いて、メルソティがなにかを叫んでいるのも見える。

　老人を殺したのは、空気から滲にじむように現れた不定形の影だった。滴しずくを垂たらし、凄すさまじい速度で老人の口から入り込むと、そのまま眼がん窩かから飛び出してきた──眼球を押し出しながら。頭ず蓋がいだけではない。恐らくは身体中からだろう。防寒服の中で皮ひ膚ふを弾はじけさせ、自身も定型とは言い難い有あり様さまで倒れ、体液をこぼす。

　最後のオニキスがメルソティの身体を捕とらえ、後ろに下がらせた。懐から水すい晶しよう檻おりの剣を取り出しているが、開門式は唱えていない。老人の念ねん糸しは手近な木の枝に伸び、その枝を折り砕いて影の上に瞬間移動させた。恐らく騒音を立てて影かげ精せい霊れいを押しつぶしたのだろうが、まるで絵を見ているようにその動きは遅おそく感じられ、音もない。

　激痛に痺しびれ、感覚がずれたのかもしれない。あるいはもっと超常的な理由なのか。だがフリウが念じていたのはその因いん果がではなかった。ただ御遣いの言葉を嚙かみしめていた。

（この場所で硝化が生まれた……）

　硝化の森も。精霊も。すべてがここから始まった。遠い昔に。遥はるか遠い昔に。

　メルソティたちは遠ざかっていく。それを眺めつつフリウは立ち尽つくしていた。いったんは枝の下に隠れた影精霊は、また零こぼれるように硝化の森の白い空気に滲み出てくる。精霊の注意が自分に向いたこと。それは分かっていた。

　だがフリウはその場所を立ち退のかなかった。影精霊が大きく広がり、覆おおい被かぶさってくるが──

　彼女に触れることなく通り過ぎていく。

「そうだ。答える意志のある限り、君を存そん続ぞくさせよう。フリウ・ハリスコー……」

「心の実在。それが疑問なの？」

　震ふるえる心を落ち着かせるために、フリウは訊たずねた。声が肯定してくる。

「そうだ」

「疑問があなたたちを生まれさせたのなら、疑問を持ったのはあなた自身じゃないってことよね。疑問を持ったのは誰なの？」

「わたしは御遣いだと繰り返してきた」

　つまり同じく肯定ということなのだろう。

　フリウはさらに声を荒あららげた。

「誰なの⁉」

「思うに──」

　木が倒れ、砂を引きずる耳みみ障ざわりな音。舞い上がる風のこすれる音。そして、人精霊の意味のないつぶやき。

「独り言を言う奴は、周まわりに耳があることに気づいておらんのだろうな」

　すべてが突然蘇よみがえったことに危険を覚え、フリウは念糸を放った。なにもかも少しずつ、削けずり取るように前に進みながらまだ決定的な全容は見せようとしない。その苛いら立だちは念糸を伝わっていっただろう。意志を注がれた念糸は力を発はつ揮きする。

　標的を捻ひねる──が、効果よりも返ってくるのは反動だった。それは承知で、向き直る。もとより精霊を念糸で制することはできない。回かい避ひのための一瞬が稼かせげれば良かった。

　もっとももどってきた影精霊は、その一瞬すらもたじろぎはしない。眼球だけでなく全身に広がった痛いたみに身体の力を抜いて、フリウは飛び退いた。影精霊の手が顔の前をかすめていく。

　念糸はとうに霧む散さんしていた。もう一度やれば、今度こそ負傷するかもしれない。破壊精霊も使えない。反撃の手はなく、逃げる算さん段だんすらない中、フリウは動き続けた。大きくは移動せず、同じ場所を回るように身をかわす。最奥の精霊としては不自然なほど小規模でしかない影精霊に、場違いな安あん堵どをしながら視界を左右に振り、敵のいない方角へと走る。それを三度もしないうちに、フリウはふと気づいた。

　敵のいない方角がない。

　硝化の砂を踏みしめ、身体を止める。

　影精霊はあちこちの木々に粘ねん着ちやくしながら全体を伸ばし、その全体量も増やしていた。空間そのものに、自分自身を筆ふでとして大きくなった姿を描いたようでもある。いつか見た群ぐん精せい霊れいも同じようなことをしていたが、この影精霊は一体が巨大化していた。総量では巨精霊より多いかもしれない。

「とりあえず俺の主張だが」

　割れるように生じた静せい寂じやくの一時に、スィリーのつぶやき。

「小こ娘むすめ動き回りすぎ。酔よった」

　無視してフリウは足元を見やった。前後左右、逃げ場はない。あとは砂に潜もぐるか踏みとどまるかだった。どの選せん択たく肢しも論外には違いない。

（いちかばちか……！）

　開門式を唱えようとする。

　だが。

　影精霊が止まっている。今度は聴ちよう覚かくではなく視覚が停止したのか。凍こおり付いたように、フリウ自身もまた動けない。

　気が付けば影精霊の向こうにアマワがいた。ゆっくりと告げてくる。

「暗黒ではない。我々は隙間だ」

　アマワはそこにいるが、声は遠ざかっていく。遠ざかっていくが、途と切ぎれない。

「我々は物質の隙間にあり、決して消えない。人はそれを埋うめようとするが、そうすると我々がどこにいるかを忘れてしまう」

「誰が……あなたたちを生んだの？」

　声だけは出せると思いつき、叫ぶ。

　アマワはかぶりを振った。

「隙間を生むものなどいない。隙間は生じるものだ。疑問もまた自然に発生した。そこに果たして我らを誕生させた意志などというものがあるのか否いなか。心の実在という問いかけが最後に問うものはそれだ。それが分かるのならば、わたしはもはや御遣いではあるまい……だが」

　言葉を切り、なにかを待つように沈ちん黙もくを挟み、そして続ける。

「今でも分かることはある。この世界が消えてなくなること。それが我々だ」

「……世界が消えるなんて、そんなの」

　否定しようと口で詰め寄るが、アマワはただ冷れい淡たんに返してくるだけだった。

「隙間が生まれ続け、それを埋めることがないのであれば、世界は消える。この世界が消えゆくという結末そのものが我々だ。疑問が我々という終末を生じさせた」

「…………」

　反はん駁ばくの言葉は浮かばない。浮かばないが。

　喉まで込み上げながらも言葉にならない塊に身もだえする。

（この言葉を……これを言うためにここに来たはずなのに）

　それが分からない。

　震える彼女を、アマワがどう見たのか。御遣いを名乗る未知の精霊は、世界を愚ぐ弄ろうするその腕で己おのれを示し改めて声を発した。

「そしてわたしもまた契約者だ。心の実在を証明するために在る」

　刃物より鋭するどい硝化の砂。それが舞う中にあって無む傷きずのまま、アマワの言葉はあるいは硝化の風より冷たく、鋭くなっていく。その刃の痛さを、フリウは胸に感じていた。

　御遣いの言葉は続く。

「心が実在するならば、それはどういったものなのか。それは触ふれ得ぬもののはずだ。人は肉体が滅びても、心は残ると唱える。だからわたしは証しようするため、世界からすべてを奪う。この世界からすべてを消してもそこに残るものがあるとしたら、それを心だと呼べるのではないか」

　と──

　また一拍挟みながらも決して返答は待たずに、アマワは唱えた。

「我々は隙間だ。物質だけでは世界は満たされない──その隙間から来た。今もその隙間に在る。もはや地図上からは追い出された怪物領域に在る」

　それは言葉というより歌だった。これといった旋せん律りつはない。ただ硝化の森の静けさに染しみ入り、抑よく揚ようと激しさにおいて歌としか言いようがない。

「人は地図を埋め、未知の領域を狭せばめた。既き知ちの場所のどこにも心が実在しないから、心は当たり前に否定されていく。そこに生じた疑問が、世界終末の姿──硝化の森を呼び寄せた」

　終わりの音を刻み、アマワが断定する。

「君もここで負けて、硝化する」

「あたしは……」

　フリウは言いかけ、やはり声を失った。なにか思いついたとしても言う資格はない──アマワの言葉を否定することはできない。影精霊に追いつめられ、このままであれば確かに自分は負けるのだから。

　呼吸だけ。

　今できるのは息を吐き、それを留めることだけだった。戦う力のない自分には、鼻息を荒くするしかできることがない。

「助かりたければ、君の知る最も強いものを召しよう喚かんするがいい。それが答えならば、わたしを消せるだろう……」

　アマワの声は変わらず淡たん泊ぱくだったが、そこに踏みつける嘲あざけりを感じたのは自分の卑ひ屈くつさだけではなかったろう。フリウはそれを認め、嚙み付くように御遣いの言葉を引き寄せた。溶とけるように姿を消しながら、アマワが語る。その言葉を。

「この世界で最も強いものを。どんな存在ならば我々に抗あらがえる？」

　精霊アマワは、完全に消えた。姿だけではなく、もうそこにいないことは自然と知れた。召喚の時を知った時のように、ただ直感で。

　影精霊がいる。蠢うごめく──というほど遅くはなく。餌え食じきの包ほう囲いを狭めてきている。

　胸中で、フリウはつぶやいた。

（……あたしの知ってる、一番強いもの）

　破壊精霊ではない。

　それはもしかすれば、一番弱い。

（どんな怪物にも負けないものはなに？）

　様々な顔が浮かんでは消える。

　大きなものを、とても大きなものを伝えようとして死んだ父の顔……

　贖しよく罪ざいのために、彼女に血まみれの手を差し出してきた警衛兵の顔……

　厳げん格かくに冷たく、だが何者よりも確かに彼女を守ってくれた老兵の顔……

　見返りなく彼女を受け入れてくれたハンターたち。鋼こう精せい霊れいを駆かる同じ年頃の精霊使いには、きっとあと一言……ほんの一言、必要な言葉さえ思いついて話すことさえできれば、きっと今よりもっと近づけるに違いないと感じていた。さらに、なんの役にも立ったことのない人精霊の顔までも。

　思い浮かべていく。その最後に。

　フリウは両眼を閉じた。身を縮ちぢめ念じる。

　念糸ではない。尖とがった糸ではなく、ただ一筋の思念ではなく、大きく心を開放していく。

（祈るって……こういうことだ）

　そんな意識の中に、こちらを見る瞳を思い描いている。強い眼差し。揺ゆれる儚はかなさは、苛か烈れつな振しん幅ぷくでもあった。

　強い力だった。この世で最も……許されざるもうひとつの力。

　なにかが身体を包むのを感じていた。温ぬくもりにも似た熱さ、厚さにも似た固さ。フリウが眼を見開くと、そこに真しん紅くの色が躍おどっている。閃ひらめく真紅のマント。

　赤い髪の。

　白はく刃じんが空間を断だん固ことして分断していく。

　現れたミズー・ビアンカの虚きよ像ぞうは、近寄りつつあった影精霊の一部を切り刻きざんだ。
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　第八章　アコースティック・ワーズ

　　　　　　（愛の言葉）







　切り裂さかれた影かげ精せい霊れいの断だん片ぺんが塵ちりと舞う空間へと、ミズー・ビアンカは突進していった。再び迫り来る影精霊を鋼こう鉄てつの刃やいばで打ち払い、次々に切っ先で貫つらぬいていく。包ほう囲いする影精霊をそれですべて退しりぞけられるわけではないものの、少なくとも剣のとどくところまでは近寄らせない。

　彼女が開いた突破口へと、フリウも駆け込んでいった。それを追って影精霊の手が伸びてくることにも気づいていたが、躊ちゆう躇ちよせずに走り抜ける。

「それが答えか？　契約者フリウ・ハリスコー……」

　頭上から、いや森の全域からか。声が響く。耳に、頭に、胸に、浸しん透とうしてくる。

「確かにそれは、わたしが奪うばえなかったものだ。世界最強の人間かもしれない。だがそれが答えか？　君はそれを一片の疑いもなく信じるのか？」

「いいえ」

　防寒服のフードの中に隠かくれるように、フリウはつぶやいた。

　斜ななめに仰のけ反ぞり、影精霊の爪つめをかわす。

　平へい衡こうを崩くずすぎりぎりで踏みとどまり、体勢を立て直す。

　気が付けばミズー・ビアンカの幻影もまた場所を移し、彼女のすぐ隣となりにいた。影精霊の腕を切り落とし、こちらへと振り向くと……そっと、剣の柄つかを差し出してくる。

　フリウは無言でそれを受け取った。その武器の重みだけを残し、赤い髪の剣士が透すけて消える。

　幻であるはずの剣はしっかりと質量を感じさせた。重さ、鋭するどさ、それだけではない。触れただけで多くのことが理解できる。剣が生まれた場所、生まれた理由、刀とう身しんは無傷に見えて半なかばほどで芯しんが折れている。それでも剣は戦い続けてきた。すべて伝わってくる。柄に残った、剣士の手の温もりまでも。

　気合いの声をあげ、フリウは剣を振り上げた。自分のものではない、剣士の動きそのままに構かまえを取って影精霊の身体へとその刃を突き立てる。

　砕くだけ散るように影精霊が消え失うせる。悲鳴はない。なにも残らない。剣もまた手の中から消えた。

（ありがとう……）

　顔を上げると、アマワがいた。

「答える気はないということか？」

　問いかけを無視してフリウは前進した。口を閉じ、拳こぶしを握にぎり締しめ顎あごを引く。相手を見み据すえる視線は動かさず、近づいていく。そこが危険な硝しよう化かの森であるということも、精霊の巣そう窟くつであることも、もはや関係がない。

　だが、動いている様子もないというのにアマワとの距離は縮ちぢまらない。眼球に貼はり付いた埃ほこりを追っているような違和感を覚えながらも、それでもフリウは足を止めなかった。

「フリウ・ハリスコー。答えないのならば君はもう契約者ではない」

　宣せん告こくも威おどしも意味を成さない。

　どこから聞こえてくるのか分からない声も、進んでも縮まらないこの距離も。今さら心を崩すことはない。

　鼻び孔こうから喉のどへと流れる空気は冷え切り、いちいち痛つう覚かくを刺し激げきする。精霊の世界にひとり。ひとりで歩いている。

　いや。

「こうして小こ娘むすめ視し点てんの高度から人生を眺ながめているとだ。小娘人生の退たい屈くつさがよく分かる。いや、別に貶けなしているわけではないぞ」

　フードの中でスィリーがぶつぶつとつぶやいている。たったひとりで歩いているのではない。

「退屈というのもそれほどつまらないもんではない。ただまあ少し、小娘的というか小娘程度というか。貶しているわけではないぞ」

（あたしは、ひとりじゃない）

　肌で感じるものではなく、胸の中に抱いだく温あたたかい塊かたまりを意識しながら、進む。

　拍ひよう子し木ぎを素す早ばやく打ち鳴らすような、そんな音が耳に入った。

　ずっと、鳴り止むことなく続く音。右手の地面が盛り上がり、砂の中から巨大な黒いものが出現する。昆虫の皮を被かぶった獣けものといった形状の精霊が、けたたましく声をあげながら──拍子木の音はそれだった──、四本ある前脚を振り上げた。

　フリウは止まらなかった。逆にその精霊が動きを止める。通り過ぎざまに、フリウは悲しく微笑ほほえんだ。そこには黒くろ装しよう束ぞくのリス・オニキスが立ちはだかり、念ねん糸しを精霊に巻き付けている。精霊は動きを封じられたまま、鳴き声も途と絶だえさせていた。

　一礼し、フリウはまた進むべき方向へと向き直った。行く手に立つアマワが一言のもと否定してくる。

「欺ぎ瞞まんだ」

「ええ」

　フリウもまた即座にうなずく。それまでよりも歩調を速め、一心に進むが──やはりアマワのもとに辿たどり着けない。

　焦あせりはない。焦っても仕方がない。自らに言い聞かせ、足の感触を確かめるように一歩一歩前に出ていく。森の静せい寂じやくは崩れ、殺意と破は壊かいが騒そう然ぜんとこだましている。虚こ空くうに忽こつ然ぜんと現れた毛玉のような精霊を、どこからか突進してきたマリオと鋼こう精せい霊れいが体当たりして地面に落とした。マリオもまた一緒くたに砂に埋もれているが、力尽きずに地面から突き出た足を振り回している。

　木の間に仕掛けた水すい晶しよう檻おりの罠わなでまた別の精霊の動きを封じ込め、アイゼンとラズが歓かん声せいをあげている。蛇へびの塊のような精霊が現れ、蛇を紡つむいだ触手を伸ばしてきた時、彼女を抱えて逃にがしてくれたのは慌あわて顔のサリオンだった。追ってくるその精霊に、マデューとその父がふたりして大砲を撃ち込み、それを仕し留とめた。だがどちらかの弾たまが外はずれたらしく、そのことで親子喧げん嘩かを始めている。

「それは君の幻げん想そうに過ぎない。フリウ・ハリスコー」

　現れたものすべてを、アマワはひとつひとつ否定した。

「本物の彼らが君を助けてくれるかどうか。その保証はない」

「ええ」

　フリウが同意すると幻影も消える。

　入れ違いに、甲かつ冑ちゆうのような格好をした精霊が出現する。獣けもの型がたをした甲冑に人が無理やり入っているといった格好だった。まともに動けるとも思えないのだが存ぞん外がいに素早く駆け寄ってくる。だが。

　さほど近くもない場所で、落とし穴に落ちてそのまま消えた。人の癇かんに障さわるような笑い声がどこからか聞こえる──相手の位置は分からなかったが、フリウは彼に伝わるように大きく手を振った。老ハンター、セヘクの下げ卑びた笑い声は彼の死後何年経たっても聞き違えようもない。

　アマワがまたもなにかを言おうとしていた。その一瞬先に。

　精霊アマワの背後に現れた大男が、その首を摑つかまえた。ベスポルトは無言のまま、精霊の首を締しめ上げる。だがその腕にどれだけ力が入っても、アマワはまったく動かない。

　のみならず、アマワはさらに見下げるように声を大きくした。

「忘れているのか？　契約者ベスポルト・シックルドは死んだのだ。答える意志がある限りは死なぬはずの者が死んだ。それは彼が、あきらめたことを意味する」

　もとより人の形をしていないものが絞こう首しゆされて苦痛を感じることもないのだろうが、アマワは語りながら簡単に縛いましめを脱だつした。手品のようにあっさりと。

「自分が死ねば君が契約者となることを知りながら、彼はあきらめた。君はまた親に捨てられた」

「それは違う」

　否定する。

　だが、虚きよ像ぞうは消えた。

　気がつけば黙もくしたまま対たい峙じしていた。フリウはその場に留とどまり、アマワの姿を見上げている。

（これで終わり）

　つぶやく。

（全部終わりにしよう……あたしの言葉を伝えて、これで終わりにしよう）

　今ならばその言葉が分かるかもしれない。

　確かなものなどはなにもない。

　それでも。

　フリウは大きく息を吸うと、全身から絞しぼり出すように力を込めた。刹せつ那な。

　背後からの殺気は、頭上を影がかすめて初めて感づいたものだった。細長く、鋭く、速い刃の群むれが彼女の頭を越え、瞬またたく間に精霊アマワの身体へと突き刺さる。

　振り向くと、ふたりの男がいた。

　メルソティと、もうひとり。水晶檻の剣を掲かかげたオニキスの老人。彼らの前に、傷つき身体の半分だけで地べたを這はう戦精霊がいる。その身体から伸びた無数の剣は、虹にじのように輝いていた。刃はいったん放射され、また一点へともどっている──精霊アマワの身体を寸すん断だんするために。

　もっとも、その刃が狙ねらったのはそれだけではなかった。

　フリウのもとにも殺さつ到とうすべく、半数の切っ先が伸びていた。だが、彼女に向かった刃はすべて途中で折れ、あるいは逸そらされている。彼女と戦精霊の間に大勢の人影が立ちはだかっていた。既すでに消えた虚像たちが全員、また現れて戦精霊の刃を受け止めていた。

「……まだ妄もう想そうにすがるか。わたしが問うているのはそんな不確かなものではない」

　聞こえた声はアマワのものだった。見やるとアマワは貫かれた状態から身体を薄うすれさせ、消えていく。

　機を逸いつしたことを悟って、フリウは苦にがい唾つばを吞のんだ。アマワは去りつつある。それを仕留めたとでも思ったのか。メルソティが哄こう笑しようしていた。

「帝国最強の精霊……戦精霊イシュカルリシア。刃だ。この刃こそ恐怖。命を抉えぐる。我が恐怖だ」

　フリウはそれを聞きながら、また無へともどっていく幻像たちを見送った。これらはすべて噓うそ──決して信じ切ることはできない、疑いなく受け入れることなどできない思い込みの虚像に過ぎない。彼女の望むように現れ、彼女の望むように守ってくれた。

（言われなくても分かってる）

　だが。それを思うことで感じる胸の痛みは、別のところにある。

　虚像だから信じられないのではない。仮に実在の彼らが出現して同じことをしたとしても、結局のところ信じ切ることなどできないのだから。

「確かなものなんて、この世界にはない」

　メルソティへと、フリウは囁ささやいた。棘とげを刺さすように。

　取るに足らない、見えないほど小さい棘であっても、いったん皮膚に食い込めばそれを意識せずにはいられない。メルソティの眼まな差ざしに混じった感情は、まさにそれと同じものに見えた。

「あるぞ。死だ」

　死神のように黙すオニキスの老人を傍かたわらに、メルソティもまた死神のように饒じよう舌ぜつだった。

「そして、過去だ。変えたくとも、もう変えられない。この世から消えてしまった我が帝国。二度と取り返しがつかない。この上はせめて、その元凶を滅ほろぼさねば収まらん。精霊アマワと契約者は、すべて殺す」

　彼の言葉には揺ゆらぎがない。

　フリウはかぶりを振った。告げる。

「取り返せないのは、なくなったのと同じものを取り返そうとしてるから」

　相手が反論するより早く、フリウはさらにあとを続けた。自分の胸を示し、

「あたしは許されない──今さらアマワなんて壊こわしたって許されるわけがない。許されるためには壊したものをもどさないとならないけれど、そんなことはできないもの。だからあたしは、ただ許されようとするのじゃなくて、変わろうとしなくちゃ」

　メルソティは、鼻で笑った。

「帝ていが罪人に与える慈じ悲ひとは、速やかな処しよ刑けいだよ」

　と、促うながすようにオニキスへと手振りする。

　顔を隠かくして表情を見せない老人は、水晶檻の剣をかざし、静かに肩を上下させている。戦精霊は動いていない。もとよりこの魔神が人の指図など受けるはずもないが、オニキスの老人が水晶檻の向きを変えて、戦精霊の投影される範囲から微妙にフリウを外はずしているのだろう。老人がほんのわずかに手首をずらせば、その均きん衡こうが崩くずれることになる。

　フリウは身構えず、ただその場に立って彼らを見返していた。左眼は痛みで開こうとしない。対抗する武器はなにもない。

　それでも退ひくつもりはなかった。言葉だけを紡ぐ。

「人は隙すき間まが怖こわいから、この世界から隙間をなくそうとした。そして硝化が始まった」

「虚きよ無むに耽たん溺できする前に現実を見るがいい。戦精霊の刃、次はどうして防ふせぐつもりだ？」

　無関係な話と思ったのか。メルソティが遮さえぎろうとする。

　構わずにフリウは続けた。

「きっと硝化をもたらしたのはあなたのような人よ」

　と、フードの横で退屈そうにあくびしている人精霊を一いち瞥べつしてから、メルソティへと視線をもどす。

「あなたは精霊にそっくり。精霊はそれでいいけれど、あなたは違う。だってあなたは人間だもの」

　胸に当てた手を握り締しめ、フリウは一気にまくし立てた。

「精霊はみんなたったひとつのことしか思わないし、たったひとつのことしかしない。揺るぎのない心は、心がないのと同じ」

「年長者に説教など──」

「あなたなんかに負けるもんか！　あたしはこの世の悪なるものと戦うためにここに来たんだから！」

　奥おく歯ばではなく犬けん歯しを嚙かみ、相手を睨にらみつける。メルソティは変わらない──つまるところ言葉などで人を変えられるわけもない。彼はもう一度、オニキスに手をやった。

　が。

　老人は指図を無視して問いかけてきた。

「どうやって戦う？」

　黒こく布ふの隙間から、闇やみの奥から見み透すかしてくるその眼まな差ざしには威い圧あつを感じる。だが拒きよ絶ぜつではない。老人は、また繰り返した。

「悪などというものとどうやって戦うというのだ？」

　厳きびしい問いには、回答を待つ強い意志を感じさせる。フリウは逆に訊たずね返した。

「難しいことだと思うの？」

「ああ」

　最後に残ったオニキスの老人は、さらに声を押し殺した。古ふる傷きずを堪たえ忍しのぶように。

「わしは長く生きたが……いや長く生きたからこそ、実体のないものと戦うことの難しさは身に染しみる」

　それでもフリウは、視線を逸そらすことなくかぶりを振った。

「きっと難しいのは方法じゃない。だって、戦うつもりさえあれば、いつだって悪とは戦えるもの」

　問答の対峙が続く──そして沈ちん黙もくの場にも緞どん帳ちようは下りることなく、針と針を刺し合うような睨にらみ合いにも終わりは来ない。

　気がつけばフリウはメルソティを忘れ、オニキス老だけを見返していた。恐れはある。自分の力は、この老人に到とう底てい及ばない。だが退しりぞくことはできない。その意志だけで立っている。

　濁にごった石にも似た老人の瞳に。緊きん張ちようを高め、血液の濃のう度どさえ変えながらフリウは心中に雑念が走るのを感じていた。

（そうだ。あたしは、こうやってリス爺じいちゃんと戦うことだってできたんだ。本当は）

　後悔とともにうめく。

（あたしが、本当に悪いものと戦う意志さえ持っていたら、そうできた。そうしたら爺ちゃんは死なずに済すんだのかもしれない）

　誰ひとりとして死なせずに済んだのかもしれない。だが、その悔かい恨こんに心を折られることなくこうして立っていられるのもまた、それらの死を見てきたからでもある。

　やがて……

　オニキスがうつむいた。小声で唱となえ、戦精霊を消す。

　それを見てメルソティが拍子抜けの声を発するのと同時──老人は嘆たん息そくしてみせた。

「我々は勝てませんな」

　そう認めるオニキスを、主あるじが非難する。

「何故だ」

「勝ちたくなくなってしまったからではないでしょうか」

　これもまた淡たん泊ぱくに告つげつつ、水晶檻の剣をしまう。

「不ふ服ふく従じゆうなど──」

　さらに声を荒らげるメルソティに、オニキスは唐とう突とつに冷たい声こわ音ねを突きつけた。

「まさかお忘れではありますまいな。我々がなにと戦うためにあなたの下もとに就ついたのか」

　その一言でメルソティが言葉を失う。老人はたしなめるように後を続けた。

「それをご理解いただけるあなただから、我ら四人は忠誠を誓ったわけですが」

「分かっている……度を越した」

　と、引き下がる。

　フリウはただ呆ぼう然ぜんとして成り行きを見ていたが。

　機を見てきびすを返し、駆け出した。アマワの存在を直感が告げる先へと向かって、ただ走っていく。

　背後から聞こえる会話は遠ざかるにつれて小さくなっていった。それでも聞き取れる。奇妙に思うほど長く聞き取ることができた。

「追わずとも良いのか？」

「行かせましょう。何度も試ためすというのは良いことです。精霊アマワに抗あらがえる者が、存在するのか否いなか……」

「存在したらどうなるのだ」

「我々は勝つでしょう。ただの娘ですら戦う力を持つのですから」

「ではあの少女が、お前たちの同志だと認めるわけか」

「はい。我々とは……違う戦い方をします」

「ここまで来て、わたしはまたもや負ける側か。口くち惜おしいな。だが慰なぐさめもある。兄よ。所しよ詮せん我ら兄弟、同じ穴に落ちるのだ……」

　声が聞こえなくなる頃に、フリウは一瞬だけ立ち止まり、肩越しに振り向いた。ふたりの姿はもうとっくに森に隠かくれ、見えなくなっていた。




　凍こおるような大気に触れる息は、そのまま結けつ晶しよう化かして砕けそうではあった。流れる視界に舞い、意識は巡めぐり、肌は震える。

　この森を歩くことに苦労はない。歩くことを困こん難なんにする下した草くさや蔓つるの類たぐいなどは、仮に持ち込んだところで硝化の森では数分を待たずして朽くち果てる。ここでは圧倒的な寒さむ気けに耐たえられるような、通常の自然界においては無意味なほどの強さを持った少数の樹じゆ木もくだけが生きることができた。言うまでもなく、人間という生き物はそれに含ふくまれていない。

　あるいは、生きていないものだけがここに在あることを許される。砂、岩などの無機物。結局のところ、ここで生きられる一握りの植物というのも、半無機化した結晶樹だけだった。この森は、常に無機の方向に純じゆん化かしている。透すき通るような砂。地面も凍っているせいで、ブーツの底が不ふ愉ゆ快かいな引っ搔かき音を立て続けていた。

　ほんの数か月ほど前にも、この森を歩いていた。

　場所は違えども、ここと変わらない姿の森を歩いていた。

　森を進みながら、フリウ・ハリスコーは自然と左眼を開いた。痛みはなくなっていない。なにも見えるようにはなっていない。硝化の森が変わらないように、彼女の水すい晶しよう眼がんも変わることはなかった。捨てることもなくすこともない。

　一方で昔とは変わったこともある。いつも行く手にあるはずだった、寡か黙もくな父の背中はもうそこにはない。

　寒気が身に染しみて、フリウは防寒服の襟えりを寄せた。かがんだ視界の隅すみに赤いものがよぎる──そこにはいつの間にか真紅のマントをまとった剣士が歩みをともにしていた。ミズー・ビアンカはこちらを見ることなく、そして話すこともなく真っ直すぐに前を向いている。導みちびかれるように、そして導くように。

　本物の彼女はどこにいるのだろうか。

　フリウはそんなことを思い浮かべながら、倣ならって前を見据えた。本物のミズー・ビアンカ。精霊アマワは、生き残ったすべての契約者がここに集まったと言っていた。ならば彼女は死んだのか。あるいは生きていたとして、もう会うこともないのだろうが。

　と。見透かすように声が囁いてくる。

「フリウ・ハリスコー。君は信じるに足るものをひとつも出せないのか」

　姿はない。声の出所も知れない。精霊アマワの──御み遣つかいの言葉は雨のように降り注そそぎ、静せい寂じやくの森を微び震しんさせる。

　その震えの中に小さな吐と息いきを置き去りに、フリウは告げた。

「とっくに出してる」

　ミズー・ビアンカは立ち止まっていた。うずくまるように身をかがめ、手にした剣を肩の上に構かまえている。視線は真下、彼女自身の足元から動かなかった。なにも見ず、感じ取ることだけに専念するように。

　その代わりというわけではないが、フリウは空を見上げた。硝化の木々の尖とがった先せん端たんが狙ねらう、淡い青空。鉤かぎのような枝がその淡色を引き裂き、複雑な形状にしている。だがそれでも無痛の空。

　笑い声が響く。その愚ぐ弄ろうの中心に向かって、フリウは声を張り上げた。

「ずっと信じてきたじゃない！　人はずっと信じてきた。証拠なんかないのに信じることしかできなかった。もうとっくに、人は信じることしかできなかった！」

「だが疑いもまた消えたことはない」

　ひやりと、水すい滴てきのように鼓こ膜まくに触れる言葉。フリウはそれを切り捨てた。

「あなたは答えだけを求めてる。答えだけを求めてるからなにも分からない」

「疑問の答えを求めるのは当然だろう」

　音もなく、巨大なものが現れた。

　精霊アマワではない──鈍にぶい銀色の巨人がそこにいた。身の丈たけは大人ふたり分近くあろうか。

　破壊精霊ウルトプライド。傷ついていない、完全な姿を見せている。

　フリウは咄とつ嗟さに左眼を意識したが、水晶眼は開いていない。そこにいるのは同じ姿をした別の精霊か、あるいは幻影なのだろう。それでも気配から、彼女の眼に封じられた精霊と同格の破壊意志は感じられる。

　精霊がこちらを向いた。息を吞のむ。ミズー・ビアンカはまだ動かない。一心に集中している。フリウはそれを庇かばうように前に出た。これを邪魔させるわけにはいかない。

　破壊精霊が拳を上げる。

「もしかして、一応念のために確認させてもらいたいんだが、小娘」

　人精霊のつぶやきが耳に入った。

「あれでぶん殴なぐられても大丈夫なくらい自分が健康だとか思ってやしないよな？」

「黙だまってて」

　もとよりそんなことは期待していなかったが、フリウは念ねん糸しを伸ばして破壊精霊の拳に触れさせた。意志は込めない──込めれば、その瞬間に反動で破壊されるのは彼女のほうだろう。だがそれでもその一瞬ならば、破壊精霊の拳を捻ひねって軌道を逸らすことくらいはできるかもしれない。一瞬でも時間を稼かせげれば、ミズーが敵の位置を発見できる可能性が上がる。

（きっと、見つけて仕留めてくれる）

　背後にある剣士の体温を感じながら、フリウは自分に言い聞かせた。

（あたしは信じる。完全にじゃなくったって、信じる）

　破壊精霊の形ぎよう相そうを睨み返すうちにも、体表の裏側に毛が生えたような恐怖の疼うずきが搔かき立てられる。破壊のために在る精霊。世界のすべてを溶とかす拳の先が、真っ直ぐに自分の重心へと向いているのが分かる。

　巨人が咆ほう吼こうを──

　あげず、前触れなしに拳を振り上げた。

（……しまった）

　反応が遅おくれたことを自覚しながら、フリウは念糸に意志を込めようと地面を踏みしめた。間に合わない。

　刹せつ那な。

　何者かが、背後からフリウを摑むのを感じた。後ろへと引きずられ、なにがどうなったのかも分からないうちにフリウは目の前の地面に破壊精霊が拳を打ち下ろすのを見送っていた。硝化の砂が破壊の余よ波はで跳はね上がり、壁のようにそそり立つ。その壁は視界を覆おおうと、そのまま彼女へと被かぶさってくる。致命的な砂の津波にフリウは眼を閉じず、手足を伸ばしたまま覚悟を固めた。だが──

　彼女を引きずる人物はさらに引き手に力を込めると、フリウと体を入れ替えるように正面へと回り込んだ。その勢いで翻ひるがえした真紅のマントが、砂の波を打ち払う。ミズー・ビアンカは無表情のまま、フリウを突き飛ばした。破壊精霊を背後に、そのままフリウへと剣を突き出してくる。

　わけが分からないまま、フリウはなにかを叫ぼうとした──なにも言うことなどなかったが、それでも声だけは絞しぼり出た。悲鳴はなにも遮さえぎる力などなく、剣士の刃はフリウの開いた口の中へと、真っ直ぐに突き刺さる。

　気が付けば。フリウは立ったまま、身体を震わせた。震えていたのは恐怖からでも、苦痛からでもない。ただ、動くことが許されず、体勢を維い持じするために全身の筋肉を強こわ張ばらせるしかなかった。

　破壊精霊は消えていた。ミズー・ビアンカはそこにいる。彼女の剣も、フリウの口の中に先端を差し込んだままだった。

　だが切っ先は触れていない。口こう腔こう内ない、舌のほんの先──だとフリウには思えた──で留まっている。剣士はそのまま、剣を引きもどした。

　それでもなおフリウは動けなかった。かえってさらに眼を見開き、震えを大きくする。ミズーの剣はなにかを突き刺し、フリウの口から得体の知れないものを引きずり出そうとしている。およそ口に入る大きさではなかったが、なんらの感触すらなくその物体は体外へと出ていった。
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（精霊アマワ……口の中にいたんだ。ずっと、人の口の中に）

　すべてが外に出たところで、ようやくフリウは息をついた。剣に貫かれ、アマワは動かない。刃が抉っているのは恐らく喉の部位だろう。アマワは先ほど見た奇妙な形状のままだが、フリウは無理やりに当てはめた。なによりアマワの痙けい攣れんは、人が喉を突かれた時とまったく同じに見える。

　遅れて、ミズーも姿を消す。支ささえとなっていた剣もなくなり、アマワが地面に倒れた。その喘あえぎの中に言葉を読み取れる。

「わたしを殺したところで意味はない……」

「誰を殺したところで意味なんかない」

　横たわる精霊を見下ろして、フリウはつぶやいた。胸に手を当て、言い添そえる。

「父さんだって生きてる」

「それは虚きよ偽ぎだ、契約者よ」

　否定する精霊に構わず、フリウは続けた。

「生命は終わった。それはもうどこにも残ってない……でもあたしが言葉を聞いたから、それはなかったことになんかならない」

　見ているうちにも、アマワの姿が崩れだしていくのが分かっていた。もともと安定した形などではなかったが、さらなる混こん沌とんへと還かえっていく。

　渦うず巻まく黒い溶よう液えきが硝化の砂へと混ざりながら、なおも声だけで反はん駁ばくしてくる。

「取り返すことはできない。わたしが奪うばったものは、絶対に取り返せない──」

　フリウはかがみ込んだ。そうしなければ聞き取れないほど、アマワの声はか細くなっていた。

　それと同じほどに小さな声で、囁く。首を左右に振りながら。

「あなたはなにも持ってない。この世界から全部を持ち出したような気になっているけど、それはあなたの手の中になんかない。あなたはなにも聞いてないもの」

「わたしは……」

「あなたはなにも持ってない。あたしは、父さんの言ったこと、爺じいちゃんの言ったこと、サリオンの言ったこと、あのミズー・ビアンカって人が言ったこと……ほかにもみんなが言ったこと、全部思い出せる。あなたは覚おぼえていないんでしょう？　答えを教えろとわめくだけで、本当は聞いてすらいなかったんでしょう？」

「わたしは……」

　地面に残されたアマワの染しみは、急速に小さく薄くなっていく。

　すくい取りたい衝動を抑おさえながら、フリウは言葉を続けた。

「人は弱いから、たったひとりで全部を信じることなんてできない。でも人は、たったひとりではないもの。ふたりいれば、きっと信じられる」

　力を込め、叫ぶ。

「人は、ふたりいなければ生まれないもの。お前は卑ひ怯きよう者ものだ、アマワ──必ずひとりにしか問いかけない」

　やがて、染みが消えた。

　真っ白な硝化の砂。光に触れ輝く刃の砂。その表面になにも残さず消えながら、それでもアマワの声はまだなくなってはいなかった。物質と物質の隙間に潜ひそみ、続く。

「わたしは、まだ存在しない……だがいずれ存在することになる。その約束がわたし。未来精霊アマワ……未来にあるから、確かな約束ができる」

　声が聞こえても、フリウはその位置を探さがさなかった。ただ黙って聞き入る。

「まだ存在しないものを消すことはできまい。君にわたしを消すことはできない。いつか、本当に存在するようになるその時までは」

　やがて、それすらも静寂に溶け込む。

「いつか来るなら来ればいい」

　フリウは立ち上がり、告げた。

「その時にまた失望するだけ。あなたはあたしの言ったことだって、どうせ聞いてないんでしょう」

　隙間。

　嘆たん息そくする。物質と物質の隙間。在ある物と在る物の隙間。そこにある、ないはずのもの。消えるはずもない、ほんの小さな染み。

　染み。あるのかどうかも分からないほどの、小さな染み。

「人はそれが怖こわかったから、疑問を持ったんだね」

「あん？」

　人精霊が声をあげる。

　説明せずにフリウは続けた。

「その正体はやっぱり小さな染みでしかないんだけど、でもそれでも怖いんだ。どこにあるのかは永遠に分からないから。でもさ、もしかしたらその隙間にあるのは怖いものだけとは限らないよ」

「なんやらさっぱり分からんな」

　愛あい想そを尽つかしたような声こわ音ねで、人精霊がフードから這い出る。羽を広げて宙に浮かぶスィリーに、口元に指を添そえながらフリウはつぶやいた。

「あたしも人生について語ってみたつもりなんだけど」

「駄だ目めだな。問題外。どだい小娘には無理だ。だって小娘だからな。苦み走ってない。むしろ花が咲いてる。そりゃ無理だ」

　漂ただよいながら言ってくる。

　反論しようとしたところで、フリウはまた奇妙なものを眼にした──今さら奇妙なものなど、硝化の森では当たり前になっていたが。そこにあるのはむしろ、奇妙ではないものだった。薄うす白じろく輝く硝化の風景の中にあって、完全に浮いた色彩。それがただひとつ、ぽつりと存在していた。

　先ほどまではなかったはずである。ちょうど、ミズー・ビアンカの虚像が消えたあたりだった。その地面に咲いている。

　花が一輪。

　フリウは言葉もなくそれを眺めた。人精霊も気づいたのだろうが、やはりなにも言おうとしない。

　驚きよう愕がくではない。そういった激しい感情とも衝しよう撃げきとも違う。実際、驚くほどのことですらない──この広大な硝化の森に比べれば、たった花一輪。水も土もないこの場所ではすぐに枯かれてしまうだろう。

　意味などない、たった一輪。

　それでも、この世界は花一輪を取り返した。それでいい。すべてを取りもどすことはできないのだから、これだけでいい。

「もどろう。みんなのところへ」

　つぶやく。誰に告げるわけではなくとも。

「笑ってもどろう。じゃないと、せっかく見つけたものもまた失ってしまうもの」

　その花を摘つみ取り、フリウは笑った。この花と笑顔とを誰かに見せたい。そのためにならば、きっと迷わずにもどることができる。

　初めてなにかを愛することができる。フリウ・ハリスコーは帰き還かんの道を歩き出した。







　エピローグ







「だから、なんであなたが仕切ろうとするのよ！」

　わざわざ強きよう調ちようするまでもなく、マリオ・インディーゴの声はハンター基き地ちの何ど処こにいても聞こえたに違ちがいない──それもいつものことだ。そしてまた同じく、予想通りの大声が怒ど鳴なり返すのも聞こえてくる。

「うっせぇな！　色んな馬ば鹿かを見てきたけどよ、ホント一番始し末まつに負えねぇのは聞き分けのねぇ馬鹿ってやつだな。素人しろうとがハンターに逆さからってんじゃねえよ！」

　珍めずらしくもない口論だというのに、物もの見み高だかいハンターたちが面おも白しろがり、こぞって酒場から出ていくのをフリウは眺ながめていた。嘆たん息そく混まじりに、同じテーブルにいるメンバーの顔を見回す。アイゼンは明らかに聞こえなかったふりをしている。遅おそめの朝食を気の進まない様子で食べているラズは、昨日の深ふか酒ざけについての愚ぐ痴ちをその一いつ瞬しゆんだけ止やめた。メイル・マークスはこの場にいなかった。ラズの痛つう飲いんに最後までつき合ったおかげで、今け朝さはどうにも起きてきそうにはない。

　心配そうに戸口を見やったのはサリオンだけだった。彼にしても呆あきれ顔を見せてはいたが、この頃のあのふたりの喧けん嘩かは大おお事ごとに──つまるところは物を壊こわすことに──なりかねない。

　フリウが椅い子すから腰こしを上げかけると、地図の余よ白はくにずっと落書きを続けていたアイゼンがつぶやくのが聞こえた。

「ほっとけよ。毎日のことだ」

　続けて、皿の炒いり卵をフォークで切り分けてはまとめる無意味な作業を繰り返しつつラズが。

「両方、叩たたきのめしちまえ」

　どちらに同意するでもなく苦にが笑わらいして、フリウはサリオンに視線を向けた。彼は肩をすくめると無関心なふたりの意見をまとめてみせた。

「まあ、そのどっちかかな」

「そんな風に薄はく情じようだから、三人そろってアマンダにふられるのよ」

　口を尖とがらせてフリウが言い残すと、

「ぼくは別に──」

　弱々しく反論するサリオンを残してテーブルを離はなれる。ちょうど入り口で外を眺ながめているウエイトレス、アマンダのウインクに応こたえながら前を通り過ぎ、外に飛び出すと、酒場の前には喧けん嘩か好きのハンターたちが数人、輪を作っていた。中には歓かん声せいをあげている者もいる。その輪の中にいるのはマリオとマデューだった。

　腰に手を当て胸を反そらしているマリオのほうがやや背が高い。その彼女を見上げながらマデューがさらにまくし立てる。

「てめぇに装そう備びの買い出しなんてできんのかよ！　テントの上下も分かんねぇくせに。どうせ品を選ぶのは俺なんだから、財さい布ふは俺が管理するってんだよ！」

「わたしのほうが確実に自分の身を守れる。だいたい、下の街まで飛んでいくのはわたしでしょう。あなたはおまけ」

　落ち着いてマリオが応じる。

　とりあえず頭を抱かかえる思いで、フリウはつぶやいた。

（なーんでわざわざ、どっちがお金を持ってるのか宣せん伝でんしてるのよ）

　基地に集まるハンターたちの多くは気の良い連中だが、無む論ろん全員がそうだというわけではない──ついでに気の良い中にも、知り合いの金品をかすめ取ることに気き後おくれしない者がいないわけでもない。

「試ためしてみるか？」

　マデューが声を荒あららげ、拳こぶしを構かまえる。マリオはなにも返事しなかったが眼まな差ざしははっきりと挑ちよう戦せんの受じゆ諾だくを告つげていた。このふたりの対戦成績も近頃は伯はく仲ちゆうしていた。少し前までは軍隊式の格かく闘とう術じゆつを一いち応おう身に着けているマリオが有ゆう利りだった。マデューの体格がこれからさらに大きくなれば、いずれ勝しよう率りつは逆転するかもしれない。もっともこんな勘かん定じようが成り立つようになったのも、マリオがマデューとの喧嘩に念ねん糸しを使わないという約束をようやく守るようになったからである。

　実際のところ、このふたりの喧嘩というのは互たがいの勝率を確かめたいだけで、口実などなんでも良いのだろう。フリウにもそれはうすうす分かっていたが、だからといってほうっておけるものでもない。

　険けん悪あくに睨にらみ合うふたりの間に割って入ろうと、フリウが踏み出しかけると。その鼻先を青白いものがかすめた。

　反射的に足を止める。眼前を横切っていったのは人じん精せい霊れいだった。一回り以上も歳としを取った様子で大きな髭ひげを生はやし、顔半分が隠かくれていた。どこから調ちよう達たつしたのかパイプをくわえ──といって葉も火も入っていなかったが──、したり顔で言ってくる。

「まあ待て。いやいやまあ待て小娘。迂う闊かつに踏み込めば命はないぞ」

「そ、そうなの？」

　スィリーの言葉に狼狽うろたえながら、人精霊の周囲をまとわりつくように無む言ごんで旋せん回かいしている別の人精霊たちを見やる。どれもスィリーの半分ほどの大きさしかないが、全員スィリーとそっくりだった。髭ひげはないが。

　飛び回っている人精霊らは全部で五体。それらを気にする様子もなく、スィリーはパイプを持ち上げると、

「うむ。よく見ろ小娘。達人の秘ひ訣けつは眼がん力りきだ。あんな他た愛あいもない睨み合いに見えても、そこは危険に満ちている」

「どんな危険？」

　訊きく。と、その時、マリオらを取り巻いていた観客が声をあげた。慌あわてて見やるとマリオが飛び出し、マデューの顔がん面めんを拳こぶしで打ったところである。そのまま取っ組み合いになり、地面に転ころがる。

　激しく摑つかみ合いを続けるふたりを指さし、スィリーがあとを続けてきた。

「ほれ。あのような」

「だから、ああなる前に止めたかったのにー！」

　フリウの叫びは次し第だいに人数を増すハンターたちの喝かつ采さいに搔かき消された。野や次じ馬うまたちの中には肩車して後列から声せい援えんを送っている者もいる。無論、ハンターらはどちらの肩入れをするわけでもない──ただ喧嘩が少しでも長引くことを望むだけだ。

　彼らの熱気は、吹ふき抜ぬける冷風も意に介かいさない。硝しよう化かの森に近い場所に設せつ営えいされるハンター基地は気温も低い。フリウは上着を持ってこなかったことを思い出し、腕を抱だき身み震ぶるいした。

　その肩に背はい後ごから布をかけられる感かん触しよくに、フリウは上を向いた。酒場から出てきたサリオンが彼女の上着を持ってきてくれたらしい。彼はこちらを見下ろして微笑を見せてから、その視線をマリオたちに移した。喧嘩を続けるふたりを見てため息を漏もらす。

「まあ、こうなると疲つかれて動けなくなるまでほっとくしかないかな」

　サリオンのつぶやきに、フリウも倣ならって嘆たん息そくした。

「意地っ張ぱりがふたりそろうと、もうこうなるしかないのかなぁ」

「人生における意地の張り合いってのは、梯はし子ごの横よこ棒ぼうみたいなもんだぁな。縦たて棒ぼうだけで登れると豪ごう語ごする奴やつもいるが、言うならやってみろってことだ」

　人精霊が口を挟はさんでくる。スィリーをというより、揺れるパイプの先を横目で睨み、フリウは告げた。

「だからって往おう来らいで殴なぐり合わなくたっていいでしょ」

「確かに豪ごう華か全天候型スタジアムとかで見物料を取って殴り合ったほうが良いのかもしれんが、そこはアレだ。富とんだ者は選び、貧する者は選べない人生の縛しばりってやつだ」

「あーもう」

　口の減へらない人精霊に付き合うのは断だん念ねんし、途と中ちゆうからでも喧嘩を止められないかふたりを観察していると、サリオンが言ってきた。

「このまま見てても仕方ない。とりあえず、君は正午までに基地組合に行って予定表の更こう新しんと登とう録ろくを済すませてきたほうが良いだろ？」

「うーん」

　迷まよって声をあげる。と、諭さとすように彼は続けた。

「明日の早朝には森に出発するから、午後は装備の点検でいっぱいいっぱいだし。遅れてきちんと眠れないようだとまたアイゼンに怒られることになるよ」

「まあ……ね」

　口うるさく几き帳ちよう面めんなところのあるアイゼンは、ラズに言わせれば子供組の教育係である。このチームを組んで数か月になるが、森に入ればアイゼンの小言が尽つきることはない。彼はチームの面々を早く一人前にすることに情熱を注そそいでいる。ただ難なんを言えば説教が長引くきらいがあった。

　せめて森に入るまでは、率そつ先せんして聞きたいものでもない。眉まゆ根ねを寄せてサリオンを見つめてから、フリウは仕方なくうなずいた。

「じゃあ、行ってくる。あのふたりはどうする？」

「動けなくなったらぼくが部屋まで運んどくよ」

　と、気づいてフリウは瞬まばたきした。

「え？　でもあのふたりが買い出しを済すませてくれないと、結局明日は出発できないじゃない」

　サリオンがにやりとする。彼はアイゼンの口く調ちようを見事に真ま似ねてみせた。

「ふたりで勝手に始めた喧嘩だ。動けなかろうが死にかけてようが買い出しは今日中にやってもらう」

「了りよう解かい」

　手を振って、その場を後あとにする。ハンター基地はそれほど広いものではないが、百人以上のハンターが宿しゆく営えいするだけに一通りの施し設せつはそろっている。酒場はその主体になるものだが、他にも日用品をふもとから仕入れては高値で売る雑貨店や、簡単なトレーニング場まである。成功したハンターなどは、ここに家を建ててしまう者もいる。引いん退たいしても基地に暮くらすハンターは意外と多い。

　ハンターが金を持てば、その金を目当てに商売をしようという者も集まってくる。硝化の森が近いため農のう耕こうには向かないが、畑を作れるような技術を持つ者なら、基地では大いに歓かん迎げいされる。基地はそのまま小さな村とも言えた。実際、そのまま村になってしまう基地も多い。

「…………」

　走りながら眺ながめる基地の風景には、昔から見覚えがある。この場所ではなくとも、成り立ちが同じであればその姿は似る。我知らず胸に詰つまるものを覚え、フリウは走る速度を落とした。ちょうど、基地にひとつしかない診しん療りよう所じよを通り過ぎるところだった。

　ハンター上がりの看かん護ご婦ふペーラが、シーツを洗せん濯たくしている。彼女はこちらに気づくこともなく桶おけの洗濯物を一心に絞しぼっていた。水は冷たいはずだが、もう慣なれているのだろう。赤くなった手を時折こすり合わせてはいるが顔色を変えてもいない。

　と、彼女が突然顔を上げた。こちらを見つけて手を休める。

「やあ、フリウ。包ほう帯たいを買いに来たのかい？」

　皺しわだらけの顔に穏おん和わな笑えみを浮うかべて訊きいてくる彼女に、フリウは思わず大口を開けるほど驚おどろいていた──ペーラに名前を覚えてもらっているとは知らなかったのだ。立ち止まり、呼吸を整ととのえてようやくフリウは声を返すことができた。

「い、いいえ……あたしはこれから組合のほうに。あ、でも」

　走ってきた背後を指さし、苦にが笑わらいする。

「あとで仲間の分をもらいに来るかも」

「ああ、用意してあるよ。そろそろ必要だろうと思ってたんだ」

　洗濯にもどるペーラに会え釈しやくしてから再び走り出す。数秒休んで、かえって動どう悸きは激はげしくなっていた。肌はだも熱い。

　サリオンの言う通りだった。今日中にやるべきこと、やりたいことが山積みになっている。基地に集うハンターは森に入る人数や行動予定、帰き還かん日程などを組合に提出しておく。これは義務ではないが、事故の被害を最小限にするため必要なことだった。地形の最新情報も仕入れておけば損そんはない。装備の点検は言うまでもなく、できればいつものトレーニングも休みたくなかった。繕つくろい物はハンターの必ひつ須す技術だが、それに加えて最近はアマンダに刺し繡しゆうも習っている。練習で始めた犬の似姿が、下へ手たくそなりにそろそろ完成する。あと、アマンダの客あしらいを眺めるのも好きで、アマンダのほうも──フリウがいると客がしつこくないからだそうだが──フリウが酒場にいると喜んだ。酒場を手伝うのは小こ遣づかい稼かせぎにもなるのでちょうどいい。もっとも今日は、いつものように夜中まで働くというわけにはいかないだろうが。

「そうやって小娘が走っているのを見ると、思い出すことがあるな」

「あれ？　いたの」

　いつの間にか頭の上を飛んでいたスィリー──と、その分身？──に、フリウはつぶやいた。人精霊は気にせずパイプを持つポーズのまま、音もなく肩の高さまで降りてくると後を続ける。

「小娘を初めて見た時も、小娘は走っていた。まぶたを閉じると今でも思い出す」

　実際に眼を閉じてしみじみと語るスィリーに。

　フリウは、うなずきかけて思いとどまり、そのまま首を傾かしげた。

「なんかつい、そうだねって言いそうになっちゃったけど、初めて会った時、別にあたし走ってなかったよね？」

「うん？　そうだったか？　まあ小娘のことなんざ真ま面じ目めに考えても仕方ない」

　それに対して反論も浮かびかけたものの──走る速度を落として、フリウは違うことを口にした。気になっていたことがあったのだ。

「……そういえば前々から訊こうと思ってたんだけど」

「なんだ？」

　聞き返してくるスィリーに、一いつ拍ぱくおいてから訊たずねる。

「老ふけるの、やたら早くない？　会ってから一年くらいしか経たってないのに──」
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　が、人精霊はあっさりと否定してきた。表情を微び動どうだにせず、髭ひげだけを優ゆう雅がに揺ゆらしながら。

「早くないぞ。お前ら寿じゆ命みようの短い哀あわれな人間と一いつ緒しよにするな」

「そうかなぁ。ちっちゃいスィリーまた増えてるし」

　周りを飛び回っている小型の人精霊を数える。スィリーはまったく気にならないようだったが。

「うむ。家族というやつはぞこぞこ増える。どこから増えてるのか俺も知らんが、どこまで増えるのかもさっぱり分からん。どちらも同じくらい怖こわいな」

「…………」

　実際のところ、それこそ人精霊のことなど真ま面じ目めに考えても仕方ないのかもしれない。

　フリウは人精霊には隠かくしてこっそり吹ふき出すと、再び黙だまって速度を上げようとした。と、耳の中にスィリーの言葉が残る。したり顔で告つげる意味のない言葉。だがそれでもスィリーは、いつもどこかにいてそれを語っている。聞き手を選ぶこともなく。

「そんなこと言ってても仕方ないやぁな。人生ってのは、疑うたがうより先に必要なことが山ほどある」

　ちらと見やると人精霊は飛びながら髭をしごいていた。風を受けてたなびく髭が、王の衣装のようでもある。気取った仕し草ぐさで片手を掲あげ、スィリーは言ってきた。

「そういうこったな、小娘」

　フリウは特に答えなかったが。

　両りよう腕うでを広げ、足を速めた。大きく息を吸い、吐はく。澄すんだ山の気を体内で暖あたためるうちに大気と自分とのつながりを感じる。自分はここに暮くらしている。ここにいることを誰だれにでも叫さけべる。居場所のない破壊者として自分を隔かく離りするのではなく、ごく当たり前に世界と結びつく自分を育てられる。

（全部、それから。それからだよね、父さん……）

　まずは、組合に提出する七しち面めん倒どうくさい書類に頭を悩なやませてからのことだ。

　いつの日か、花が小さく咲さくことを夢見て。

　フリウ・ハリスコーは、今は走り続けた。







　あとがき







①　最終巻のこと




　あれですよね。人生ままならないものです。そんなに書くことない時に十三ページとかなのに、最終巻になって「今回のあとがきのページ数、何回数えても二ページなんですよ。まあ頑張ってまとめてください」とかいうことになってしまうわけです。いや、でも前回で予告したわたしの思い入れ云うん々ぬんとかいうのは書かずに済みそうなんで、ほっとしていたりもします。やっぱり最後まで読んでくださった皆さんに、作者がそんなこと語るのは野や暮ぼってものだという神のお告げかなんかではないでしょうか（などと誤ご魔ま化かす）。

　さて、最終巻です。エンジェル・ハウリング、ここまでお付き合いくださってありがとうございます。「このシリーズはちゃんと三年で完結させる！」と企画時から豪ごう語ごしていたにもかかわらず、完結まで四年かかってしまった不ふ甲が斐いない作者です。実は企画時では連載七か月で一冊分の文庫になる予定だったんですね。でもそれだと偶数巻が七か月に一冊出るわけで、その間に奇数巻の書き下ろしと、当時まだ刊行中だった別シリーズの書き下ろし……さすがに間に合わないということで、八か月ペースになったのでした。まあこの時点でもう三年以内に終わらないことが確定していたわけですが。でも途中の休載とかがなければもっと早く完成してたはずなんですよね。反省点です。




②　それはそれとしてのこと




　せっかくの最終巻で反省してばかりというのもアレなので、これからのこととか書きましょう。今はとりあえず企画を数点、コネコネこねくり回してます。来年くらいから発表できればいいなーと。このエンジェル・ハウリング含めて、完結まで何年もかかるシリーズばかりやっているので、今度は短期で終わるようなものをやりたい感じです。まあどうなるかは分かりませんがまた、次の巻末で皆様にお会いできれば幸いです。

　それでは、この物語の中で、あなたが探していた言葉と出会えたことを願いつつ。




二〇〇四年九月


秋田　禎信　　


















初出　月刊ドラゴンマガジン２００３年８月号～２００４年３月号










エンジェル・ハウリング１０




愛の言葉－from the aspect of FURIU








秋あき田た禎よし信のぶ





[image: ]





平成25年10月3日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C) 2004 Yoshinobu Akita, You Shiina





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『エンジェル・ハウリング１０　愛の言葉－from the aspect of FURIU』平成16年10月25日初版発行








[image: ]



item/image/cover.jpg
IIzINIUYT10

BDSEE— from the aspect of FURIU

\ N
B+ETrUIITYE 1Ak





item/image/p113.jpg
“...Q..o.

-
\






item/image/p159.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p004-005.jpg
¥

e
/ - L W >\
L L3 IRV TARRD e 9 VA NARV D Y9 INE Ay=Dda-T Rl 5

Wty veg-s® ®

(i)
FEA AN ST )N ‘BHET QUED, XA EHHEZSCMIBZIT A, SEMIVUIEB TR FHHIVAANIYT -\ 8EH., JUInBHER
AT ROBRBE. 2D RILFESBICENRES CBEE LT #an A ‘B CEbNEER  1IYEOE FWEAD o, 7IDOBROEL
FCHDBHREDRRAT,  ELHEH, SX—EH BCMD3593, =X L. ZUDDRINSHKAL, BEDCAZRL. ABZ RHEEBUTLZ, DHE
ERERIBCLBLY. OWEBEXS, PALSE - EZUAERELTL) RAB7IDEDBHEOY X7 ERALL & Grems ouoee
= mm BE TSN BNt EDFEN. PROBEER [CAELTINS

5. ZRIIC “BEBHH
BELERE LAY

a2 4
FiE7 "
BOME. ill). 6 AD
ABE “RE" BRI,
“‘BHE" 3. <Cottn

BRICESHBC ENTE
3> EEDNBM

AT 4

BB, SFAICHEHERN
TLEh. BWEFICAN
SOEHIELOTER, B
RIZFBEL DIV AZEN
2RIV FBECTHELS

2
UL A V7 4=
RE OL DM AR
L HFEOSAMIEE
wEL 5D 0n 5
=2 cotumn
Beaor. U
ARETS






item/image/p069.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/p265.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/p225.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙





		目次



		プロローグ



		第一章　リトル・イマンシペイターズ



		第二章　ホームストレッチ



		第三章　フィレイン・シンパシー



		第四章　オニキス・フォー



		第五章　ダブル・インパクト



		第六章　ヴァーサス・ミスノーマー



		第七章　ネイチャー・ディーティ



		第八章　アコースティック・ワーズ



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p141.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
...... K’ o NUNLBIRIEION SN R
AOULVHIIIORDLINRONS
B SWEYYP L)’ DK IR UHRR°

Y

TYYTILI!

% from the aspect of FURI

=

20





item/image/p091.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
W16 O NRHER R AP L ONS
HOONIRON U8V
VRO HEN B SN S0°

JBEN/L41012°






item/image/p247.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





